
ψ ロビオシ ックの雑誌

LA REVUE DU PRINCIPE UNIQUE ET DE LAVIE MACROBIOTIQUE

No.632
1990-(

最 大 の わ が 冒 険

“

り/桜 沢 如 ―

成 功 と失 敗 の コ|ツ (2)/大 森 英 桜



贈答にも使えるつめ合わせ箱入り

‐m■
●1-5人 家族が約 1カ 月に消費するナ離・味囀・

浩油をセットにしました。海の精を使 tヽ 、農家と

直接契約した無農薬有機栽培原料を人然醸

,生 法にて熟成した逸品ぞろいです。詰め合わ

せ箱入りですから贈答にもお使いいただけまt
試しに少

=tだ
け買ってみたいとにヽう方にもおす

すめいたします。

●セット内容 /・ 海の精 赤ラベル250g2袋 +

玄米I味 ‖,1lkgl袋 +麦味噛lkg]袋 十生しばり
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ロ ラックに最適。

ただいま年間予約受付中′

今、未来派女性へ…

素肌にやさしい思いやり
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リマシリーズ
リマシリーズは、厳選された天然素材からつ

くられたノフト′ランス化粧品。スキンケアに、

メイクに、とびきリナチュラルな印象で貴女の
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態
一
鮎
■

本  社  大阪市東区内本町2-8
東京本部 東京都練馬区石神井町6 4 5
大阪本部 大阪府豊中市服部西町5237

自然化粧品

ナチュレディ

L-1ロロシ
■ルーフア100υ )キキ長

●ヘチマ水100°。、植物1生ク)

基礎化粧 ll「:.

●天然υ)i舌 11:剤を使
'1。●おりいこ束1激υ)ない微香性。

森 田 ヒル IF TEL03(904)4900

TEL 06(947)732

弔鵠憑総 35昇
植物性

)

り謬Ψ雛撃il舅デ碗電言
あなたのための基礎イし粧品

リマ
rアフア、ブプシリ

ーズ

讚 鬱 枷 等 鳳踏為胤
i

説 琺 絆 ´
磁 i■ 、JVF.‐

鴫

刀 ~札

 鎧 楔 離 鍬 鱒 刊 絶 和 _tt潮 瞑 漱 鳳

ナチュレディ株式会社



●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

新
し
き
世
界

へ
　
６
３
２
号

１
９
９
０
年
３
月
号

■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／
　
今
号

一
部
五

一
五
円

（税

・
送
料
共
）

舞
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
ｉ

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
ｏ
３
一３

Ｈ”
６
『，
３
‘
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″Ｍ
Ｉ
″
　
〓
”
一８
●

Ｈ雪
０
３
３
５

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、無
知
、
バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（ジ
ー
オ
ー
）
…
０
８
品
３

０
Ｔ

∽讐
●
　

↑
ン
ュ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ベ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
マ
一３
一Ｒ

Ｃ
ｏ
一ｏ
Ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

ヨ
Ｘ
”＆
】９

Ｅ
５

（
フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ
器
８
σ
●
一８
、
形

容
詞
は

ヨ
８
８
〇
一３
ｏ
マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

■食養料理教室リマ・ クッキングアカデミー1990年春期、
中上級師範科は毎週火曜、初級は毎週水曜、開講中ノ

■集中料理講座は3月 31日～4月 1日 開講ですノ
■「人体の修理法 続編」は3月 10～ 11日 開催ノ「正食医学
講座⑥」は4月 7～ 8日 です (巻末参照 )

■3月 25日 (日 )は 自然塩運動20周年行事のため臨時休館。

●表紙写真 :小麦 (写真/家の光◎) ■ 日本 C:協会は毎週木曜休業です。

■本誌および日本CI協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による

複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ

ば、かまいません。転載のお申し込みは歓迎いたします)

丸
山
博
先
生
傘
寿
と
著
作
集
刊
行
祝
賀
／
４

「
Ｃ
Ｉ
ス
ナ
ッ
ク
」
開
く
／
５

ロ
ー
マ
字
の
不
完
全
さ
に
つ
い
て
／

吉
見
ク
リ
マ
ッ
ク
／
８

３
月
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
料
理
／

桜
沢
里
真
／
１０

五
日
ち
ら
し
、
木
の
実
の
道
明
寺
揚
げ
、
小
田
巻
き
む
し
、
ひ
な

あ
ら
れ
、
桜
餅
、
春
菊
ゴ

マ
和
え

正
食
療
法
と
手
当
法
、
こ
の
コ
ツ
が
成
功

と
失
敗
の
分
か
れ
道
②
／
大
森
英
桜
／
１３

「
医
療
」
で
ガ
ン
に
、
〃ホ
ル
モ
ン
剤
″
、
内
緒
で
薬
を
の
む
人
、

ハ
チ
ミ
ツ
と
南
京
豆
、
塩
で
目
が
と
け
る
？

酸

っ
ぱ
い
リ
ン
ゴ

下
痢
に
リ
ン
ゴ
、
旧回
め
て
治
す
、
頭
の
熱
に
豆
腐
、
胃
の
出
血
、
水

分
で
死
ぬ
、
脳
溢
血
か
脳
軟
化
か
、
ホ
ク
ロ
が
と
れ
る
時
、
苦
闘

６
時
間
、
〃
公
フ
に
卵
醤
″
で
正
解
？

ス
イ
カ
の
皮
を
あ
て
る

豆
腐
の
代
用
に
カ
ボ
チ
ャ
、
ワ
ク
チ
ン
で
病
気
、
緊
急
に
動
物
性

で
手
当
て
助
か
ら
な
い
人
、
お
粥
を
か
き
ま
わ
す

な
ど

●

『
Ｇ
Ｏ
レ
タ
ー
』
特
別
掲
載

最
大
の
わ
が
冒
険

爾
）／
桜
沢
如
一

26

１
９
５
５
年
、
桜
沢
先
生
は
西
ア
フ
リ
カ

・
ラ
ン
パ
レ
…
ネ
の
シ
ュ
ヴ

ァ
イ
ツ
ァ
ー
病
院
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
見
た
も
の
は
？
　
Ｇ
Ｏ
は
自
ら

「絶
対
に
治
ら
な
い
、
死
ぬ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
熱
帯
性
漬
癌
に
か
か

り
、
正
食
に
よ
る
必
死
の
治
療
を
博
士
に
示
し
た
の
だ
！
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さ

ん

し

め

丸
山
博
先
生

の
傘
寿

節
啓

と
著
作
集
刊
行
を
祝
し
て

３
月
２‐
日
（
水
・祝
）午
後
２
時
よ
り
５
時

お
話
と
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
に
て

●
会

費
／

７

０
０
０

円

（
記
念
品
代
を
含
む
）

●
出
席
ご
希
望
の
方
は
、
会
費
を
そ
え
て

「
丸
山
先
生
パ
ー
テ
ィ
」
と
明
記
し
、
日

本
Ｃ
Ｉ
協
会
あ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
申
込
み
締
切
り
／
３
月
１６
日

（金
）

●

当

日

は

光

代

夫

人

も

出

席

さ

れ

る

予

定

。

（
光
代
先
生
の
著
作

『
私
の
健
康
料
理
』
が
朝
日
文
庫
に
収
め

め
ら
れ
ま
し
た
）

●
第
―
巻

「
死
児
を
し
て
叫
ば
し
め
よ
」
小
倉
先
生
と
私

の
乳
児
死
亡

の
統
計
的

研
究

、
乳
児
死
亡
問
題

、
岸
和
田
市

の
乳
児
死
亡
調
査
を
め
ぐ

っ
て
、
死
児
を
し

て
叫
ば
し
め
よ
、
死
に
近

つ
く
乳
児
の
姿

、
乳
児
死
亡
率
は
ど
こ
ま

で
下
が
る
か
、

衛
生
統
計
か
ら
み
た
最
近

の
母
子
衛
生

、
周
産
期
死
亡

の
実
態
と
問
題
点

、
乳
児

死
亡

の
「
統
計
的
予
測
量
酬

●
第
２
巻

「
い
ま
改
め
て
衛
生
を
問
う
」
『
公
衆
衛
生
』
、
社
会
保
健
婦
事
業
建
設

現
場

の
声

、
『
健
康
相
談
』
を
め
ぐ

っ
て
、
子
供
と
公
衆
衛
生

、
ま
ず
保
健
婦

の
姿

勢
か
ら

、
保
健
婦
と
と
も

に
四
十
年

、
『
児
童
問
題
講
座
』
は
し
が
き

、
看
護
婦
↓

医
師
↓
医
学
者

、
医
学

の
論
理
と
医
療

の
論
理

●
第
３
巻

「
食
生
活
の
基
本
を
問
う
」
森
永
砒
素
ミ
ル
ク
事
件

、
食
生
活

の
問
題

、

日
本

の
医
学
史
を
明
ら
か
に
す
る
評
伝

、
ア
ー
ュ
ル
ヴ

エ
ー
ダ
研
究
活
動
な
ど

。

こ
の
巻
が
特

に
桜
沢
先
生
と
の
関
連
が
深
い
。

発
行
は
農
文
協

（
８
８
占
雷
ム
〓
じ

各
巻
３
５
０
０
円
。

◆
丸
山
先
生
は
在
学
中
か
ら
桜
沢
先
生
に
縁
を
持
た
れ
、
戦
争
末
期
、
桜
沢
先
生

は
若
き
衛
生
学
徒

で
あ

っ
た
丸
山
先
生

の
乳
児
死
亡

の
研
究

の
印
刷
発
表

の
労
を

と
る
。
戦
後
、
桜
沢
先
生

の
励
ま
し
を
受
け
て
天
野
慶
之
先
生

（
元

。
東
京
水
産

大
学
学
長
）
と
と
も
に
食
品
公
害
追
放
に
尽
力
。
特

に
「
森
永
砒
素

ミ
ル
ク
事
件
」

の
追
跡
調
査
は
有
名
。
有
害
食
品
研
究
会
や
ア
ー

ュ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
研
究
会

の
会
長

を
長
く
勤
め
る
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

で
は
桜
沢
如

一
先
生
著
作
刊
行
会

の
委
員
長
。



大
入
り
満
員
の
Ｃ
Ｉ
ス
ナ
ッ
ク

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寒
い
中
、
長

時
間
お
待
た
せ
し
て
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

１
月
２８
日
（
日
）
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
３
階
で

″
Ｃ
Ｉ

ス
ナ
ッ
ク
″
が

一
日
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
昨
年
７

月
に
初
め
て
開
き
、
大
好
評
を
い
た
だ
い
て
以
来
、

２
回
目
の
開
催
で
し
た
。

前
回
、
手
作
り
料
理
を
出
品
さ
れ
た
方
々
に
再
度

お
願
い
し
、
Ｃ
Ｉ
の
ス
タ
ッ
フ
も
日
ご
ろ
心
に
あ
た

た
め
て
い
た
メ
ニ
ュ
ー
の
数
々
に
挑
戦
し
て
み
ま
し

た
。
さ
て
、
準
備
は
２
日
前
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
こ
れ
も
手
間
を
要
す
る
の
で
、
前
夜
は
と
う

と
う
完
全
徹
夜
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
料
理
の

一
部
は
未
完
成
。
数
時
間
後
に
開
店
を
ひ

か
え
て
、

一
同
懸
命
に
作
業
を
続
け
ま
し
た
。

１０
時
ご
ろ
か
ら
、
自
宅
で
作

っ
て
い
た
方
々
が
苦

心
の
料
理
を
次
々
と
運
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
大
奮
闘
の
様
子
が
あ
り
あ
り
。
す
ぐ
容
器
に
つ
め

る
作
業
が
始
ま
り
、
３
階
は
ま
る
で
戦
場
の
よ
う
。

３０
分
く
ら
い
前
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
来
場
し

始
め
、
２
階
で
待
機
。
前
回
、
あ

っ
と
い
う
間
に
売

り
切
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
今
度
こ
そ
と
早
々
と
お

見
え
に
な

っ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
。
日
曜
日
と
い
う
こ

と
も
あ

っ
て
、
前
回
の
２
日
間
に
お
い
で
に
な

っ
た

よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
方
々
で
会
館
の
中
は
あ
ふ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ

一
同
、
全
力
で
が
ん
ば
る
の
で
す
が
、

な
か
な
か
予
定
通
り
の
設
定
が
と
と
の
わ
ず
、
急
き

ょ
、
準
備
の
で
き
た
も
の
だ
け
、
２
階
で
販
売
す
る

よ
う
に
変
更
。
そ
れ
も
、
台
の
上
に
置
く
間
も
な
く
、

ま
た
た
く
間
に
品
切
れ
と
い
う
す
ご
さ
で
し
た
。

３
階
の
ミ
ニ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
開
店
も
大
幅
に
遅

れ
、
順
番
を
待

つ
方
々
の
列
が
階
段
中
に
つ
な
が
り
、

お
待
た
せ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
と
同
時

に
席
は
あ

っ
と
い
う
間
に
超
満
員
。
殺
到
す
る
オ
ー

ダ
ー
を
こ
な
す
の
に
裏
方
は
て
ん
て
こ
ま
い
。
注
文

品
が
来
る
の
を
待

つ
人
、
空
席
が
出
来
る
の
を
待

つ

人
、
み
か
ね
て
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
人
…
…
ま

さ
に
パ
ニ
ッ
ク
で
し
た
。

不
慣
れ
の
上
に
大
勢
の
お
客
様
で
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々
か
ら

の
ご
声
援
、
ご
協
力
に
励
ま
さ
れ
、
ど
う
に
か
終
了

で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
反
省
点
を
改
善
し
、
よ
り
満
足
し
て
頂
け
る

よ
う
、
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。
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●
ス
ナ

ッ
ク

の

メ

ニ

ュ
ー

天
ぷ
ら
そ
ば

（箸
や
す
め
付
き
）
、
い
な
り
ず
し
セ

ッ
ト
、
揚
げ
む
す
び
セ
ッ
ト

（共
に
味
噌
汁
、
箸
や

す
め
付
き
）
、
デ
ラ
ッ
ク
ス

・
コ
ー
フ
ー
カ
ツ
サ
ン

ド

（
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
付
き
）
、
カ
ナ
ッ
ペ
、
野
菜
シ

チ

ュ
ー

（天
然
酵
母
パ
ン
付
き
）
、
ピ
ザ

・
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
イ
ッ
ク

（
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
付
き
）
、
人
参
ス

ー
プ
、
小
豆
南
瓜
、
玄
米
バ
バ
ロ
ア
、
タ
ン
ポ
ポ

コ

ー
ヒ
ー
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ド
リ
ン
ク

（陽
泉
と
参
泉
の

ブ
レ
ン
ド
）
、ヤ
ン
ノ
ー
、
コ
ッ
コ
ー
、
梅
生
番

●
手
作
り
販
売
品

（順
不
同
、
出
品
者
名
敬
称
略
）

コ
ー
フ
ー
カ
ツ
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
薩
摩
揚
げ
、
い
な
り

ず
し
、
揚
げ
む
す
び
、
ひ
じ
き
蓮
根
、
金
平
ご
ぼ
う
、

昆
布
の
つ
く
だ
煮
、
春
巻
き
、
お
総
菜
パ
ン
、
そ
ば

ク
ッ
キ
ー
ス
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
南
瓜
タ
ル
ト
、
ノ

ン

・
ミ
ー
ト
ツ
ー
ス

（以
上
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
料
理

部
作
製
）
、
ひ
し
お
味
噌

（植
田
冨
く
子
）
、
ふ
り

か
け

（大
森

一
慧
先
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
宗
田
淑
子
）
、

食
養
和
菓
子
（工
藤
祐
子
）
、
ソ
フ
ト
ク
ッ
キ
ー

（尾

形
瀧
子
）
、
ま
ん
じ
ゅ
う
〔え
く
ぼ

・
味
噌

ｏ
生
姜
〕

と
麦
こ
が
し
も
ち

（新
堀
弘
乃
）
、
天
然
酵
母
パ
ン

雪
π
全
一ツ
食
パ
ン
ｏ
ス
パ
イ
ラ
ル
食
パ
ン
・
テ
ー
プ

ル
ロ
ー
ル

・
ク
ル
ミ
パ
ン
ｏ
レ
ー
ズ
ン
パ
ン

・
中
華

あ
ん
ま
ん
〕
と
ピ
ザ

・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク

（伊

藤
の
り
子
）
、
炭
火
で
煮
た
黒
豆

（伊
藤
碧
）

森
次
回
は
３
月
２４
日
（
土
）
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
す
。

く
ア
ン
リ
ュ
メ
ッ
ト
（右
）

南
瓜
タ
ル
ト
（中
央
と
左
）

＊
写
真
は
、
食
養
和
菓
子
を
出
品
し
た
工
藤
祐
子
さ
ん
の
こ
好
意
に
よ
り
、
お
借
り
致
し
ま
し
た
。

く
ア
ッ
プ
ル
バ
イ
（右
上
）
食
養
和
菓
子
（右
手
前
）

揚
げ
む
す
び
（左
の
前
後
）
中
華
ま
ん
じ

，
つ
（左
端
）
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≫
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ご好評にこたえて再び開催 /
くマクロビオティック〉

Iスナック
3月 24日仕)13:00～ 16:00

-一日本CI協会でオープンーー

●おいしい軽食、 ドリンク、お菓子などを取 り揃え、
ご来場をお待ちしております。

●いろいろな手作リアイディア料理の販売も致します。

◆すべて手作りの食養料理の数々
厳選した材料を心をこめて食養的に調理しました。

おそうざいからお菓子まで、アイディア作品がいっぱい/

◆純植物性メニューで、自然のおいしさ
最高級の塩、味噌、醤油などで調味し、素材のもち味を最大限にひき出す

よう工夫された料理です。お菓子も米あめなどを用いないで、そのものの

味を充分味わっていただけるように作 ります。

《スナックのメニュー》 (予定)

天ぶらそば、いなりずしセット、小豆南瓜、コーフーカッサンド、野菜シ

チュー、食養ピザ、玄米バパロア、アンリュメット、タンポポコーヒー、

ヤンノー、コッコー、梅生番茶など

《手作り食品の販売》 (予定)

コーフーカッ、ベジタブルさつま揚げ、春巻き、中華まんじゅう、サンド

イッチ、サラダ、応、りかけ、食養和菓子、天然酵母の菓子バン、クッキー、

パイなど

※品数に限リカでありますので、お早めにどうぞ。 (品切れになりました節は

ご容赦ください)

◆お知り合いの方をお誘いの上、ぜひおぃでくださぃ。ご来場をお待ちいた

しております。

日 本 CI協 会

〒151東京都渋谷区大山町11-5

a(03)469-7631(代 )FAX(03)469-7635



ア
字

の

不
完
全
き
に
つ
い
て

吉
見
ク
リ
ヤ
リ
タ

し
た
。
ニ
ュ
ー
ス

・
キ
ャ
ス
タ
ー
が

「
ム
ッ
シ
ュ
・
ケ
フ

ュ
ー
」
と
か

「
ム
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ー
」
と
か
言

っ
て
い
る

の
で
す
が
、
報
道
員
自
身
、
そ
の
発
音
に
責
任
が
持
て
な

い
の
と
、

「
フ
ー
」

（い
８

＝
狂
人

に
通
じ
る
）
に
フ
ラ

ン
ス
語
の
不
文
律
が
あ

っ
て
、
う
す
ら
笑
い
を
す
る
の
で

も
う
ひ
と

つ
気
分
の
悪
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

宇
野
前
首
相
が
失
脚
の
時
に
報
道
員
が

「
ゲ
イ
シ
ャ
」

の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
力
を
入

れ
、
う
す
ら
笑
い
を
し
た
時
と
同
様
の
不
愉
快
さ
な
の
で

■

―

―

旧
年
中
は
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
て
い
て
日
本
の
政
治

家
の
落
醜
ぶ
り
に
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
が
世
界
的
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
欧
州
の
マ
ス
コ

ミ
界
に
登
場
し
始
め
て
い
る
時
に
、
今
度
の
多
彩
な

ス
キ

ヤ
ン
ダ
ル
が
あ

っ
さ
り
日
本
の
恥
部
を
露
出
さ
せ
た
感
が

あ
り
ま
し
た
。

や

っ
と
そ
れ
が
収
ま

っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
テ
レ
ビ
が
待

望
の
新
首
相
を
紹
介
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
い
く
ら
耳
を

そ
ば
立
て
て
聞
い
て
も
名
前
が

つ
か
め
な
い
の
に
参
り
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、　
一
国
の
宰
相
に
対
す
る
敬
意
が
う

か
が
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

「
リ
ク
ル
ー

ト
」
だ
の

「
芸
者
」
だ
の
い
う
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
影
響
で
、

「
そ
れ
み
た
こ
と
か
」
と
嘲
笑
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
く
ら
い
で
す
。

後
刻

、
新
聞
を
見
る
と
今
度
は
、
可
８
〓
５

【〓
ど
」

と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

「
ト
シ
ヨ
」
は
ト
シ
ヒ
コ
の
ま

ち
が
い
で
あ
ろ
う
、
と
思
い
ま
し
た
が
、
い
っ
た
い

「
カ

イ
フ
」
が
ど
う
い
う
漢
字
な
の
か
、
そ
ん
な
名
前
が
日
本

に
あ

っ
た
の
か
か
ど
う
か
、
ロ
ー
マ
字
の
発
音
で
は
見
当

が

つ
か
な
い
の
で
す
。
な
に
し
ろ
私
は
滞
欧
三
十
年
で
す

か
ら
、
日
本
の
政
治
家
の
名
前
を

ロ
ク
に
知
り
ま
せ
ん
。

私
の
憶
測
は
否
定
を
く
り
返
し
て
、
つ
い
に
日
本

の
新

首
相

の
お
名
前
は

「
海
部
俊
樹
」
と
書
い
て
、
カ
イ
フ

・

ト
シ
キ
と
読
む
こ
と
に
落
ち
着
く
ま
で
、
月
遅
れ
の

『
文

芸
春
秋
』
１０
月
号
が
船
便
で
着
く
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

か
よ
う
に
、
ロ
ー

マ
字
の
イ
タ
ズ
ラ

（不
完
全
さ
）
で
、

日
本
人
の
名
前
が
少
な
く
と
も

ソ
レ
と
分
か
る
程
度
に
発

音
し
て
も
ら
え
な
い
の
を
、
非
常
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
発
音
で
は

「
先
生
」

（ｒ
調
無
）
が
賛

成
と
発
音
さ
れ
た
り
、

「
東
京
」

（↓
♀
８
）
が
時
男
と

混
同
さ
れ
た
り
、

「
神
風
」

（び
巳
百
お
）
が
カ
ミ
カ
ー

ズ
に
な

っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
と
し
て
定
着
し
た
り
し
ま
す
。

が
、
そ
れ
く
ら
い
は
愛
嬌
で
す
む
と
し
て
も
、
人
の
名
前

だ
け
は
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
と
思
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

国
際
正
食
界

で
有
名
な

「
久
司
道
夫
」
さ
ん
の
こ
と
を

〓
お
〓
ｏ
び
多
い
と
書
く
と
、
フ
ラ
ン
ス
人
は

「
ミ
シ
オ

・

-8-



キ

ュ
シ
」
と
読
み
ま
す
し
、
同
じ
く

「菊
池
」
さ
ん
の
こ

と
を

【
寿
胃
〓

と
書
く
と

「
キ
キ

ュ
シ
」
で
す
。
音
感

が
似
て
い
る
た
め
に
、
久
司
さ
ん
と
菊
池
さ
ん
が
間
違
え

ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
ｏ
ど
ち
ら
が

「
ワ
ン
・
ピ

ー
ス
フ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
」
で
、ど
ち
ら
が

「
三
次
元
思
想
」

な
の
か
、
ロ
ー
マ
字
の
お
名
一削
の
発
音
だ
け
で
は
判
別
が

つ
き
ま
せ
ぬ
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
た
め
に
は
、

「菊
池
」
は

否
５
ユ
い
、

「道
夫
」
は

〓
〓
ざ

と
書
い
た
方
が
、
よ
り

正
し
く
発
音
し
て
も
ら
え
る
の
が
事
実
で
す
ｏ

も

っ
と
悲
劇
的
な
名
前
は

「瀬
戸
内
晴
美
」
さ
ん
で
す
。

評
日
〓

∽
，
８
３
い
と
書
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
は

「
ア
リ

ュ
ミ

・
ス
ト
ウ
ツ
シ
」
と
読
み
ま
す
か
ら
、
ま
る
で
原
形

と
と
ど
め
ぬ
無
残
さ
で
す
。
私
の
名
前
な
ど
も
フ
ラ
ン
ス

人
に
は
お
よ
そ
発
音
不
可
能
な
の
で
、
も

っ
ぱ
ら
ギ
リ
シ

ャ
名

「
ク
リ
ム
」
で
呼
ん
で
も
ら

つ
て
い
ま
す
。

日
本
車
の
名
前
で
傑
作
な
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
中
で
定

着
し
て
い
る

マ
雰
目
　
「
ダ
ツ
ツ
ン
」
で
す
ｏ
日
本
で
本

来

「
ダ
ッ
ト
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
車
の
こ
と
で
す
。

最
近
で
は
、
日
本
映
画
や
ア
ニ
メ
漫
画
の
進
出
で
、
日

本
人
の
名
前
が
西
洋
人
に
大
分
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

黒
沢

（キ

ュ
ロ
サ
ワ
）
ヽ
鈴
木

（
シ
ュ
ジ

ュ
キ
）
、
近

藤

（
コ
ン
ド
）
、
三
船

（
ミ
ヒ
ュ
ネ
）
…
…
そ
れ
か
ら
、

太
郎

（タ
ロ
）
、
花
子

（
ア
ナ
コ
）
、
三
郎

（
サ
ビ
ュ
ロ
）

と
い
っ
た
塩
梅
で
す
。

日
本
が
欧
米
の
仲
間
入
り
を
す
る
か
ら
に
は
、
否
、
世

界
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
を
取
る
か
ら
に
は
、
少
な
く
と
も

名
前
く
ら
い
は
外
人
た
ち
に
正
し
く
発
音
し
て
も
ら
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
今

一
度

ロ
ー
マ

字
に
新
し
い
工
夫
を
加
え
て
改
良
で
き
な
い
も
の
か
、
と

思
い
ま
す
。

特
に
フ
ラ
ン
ス
人
に
と

っ
て
日
本
式
ま
た
は

ヘ
ボ

ン
式

ロ
ー
マ
字
は
、

「毛
沢
東
」
と
書

い
て

「
マ
オ

・
ツ
エ
・

ト
ウ
ン
と
読
め
！
」
と
日
本
人
に
要
求
す
る
よ
う
な
も
の

で
、
お
よ
そ
無
法

、
無
礼
で
、
非
実
用
的
な
約
束
で
あ
る

わ
け
で
す
。
米
人
宣
教
師

ヘ
プ
バ
ー
ン
氏
が
、
明
治
時
代

の
初
期
に
作

っ
た
と
い
う

ヘ
ボ
ン
式

（実
は

ヘ
プ

バ
ー
ン

式
）

ロ
ー

マ
字
法
を
知
る
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
人
は
少
な
い
で
す
。

決
し
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
約
束
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

世
界
が
ま
す
ま
す
狭
く
な

っ
て
、
世
界

一
家
時
代
が
も

う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
お
ぼ
え
る
昨
今
で

す
が
、
ロ
ー

マ
字
が
生
む
悲
喜
劇
は
ま
だ
当
分
続
き
そ
う

で
す
。

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
名
前
の
発
音
上
の
悲
喜
劇
は
、

日
本
人
だ
け
が
犠
牲
者
な
の
で
は
決
し
て
な
く
て
、
ヘ
プ

バ
ー
ン
氏
が

ヘ
ボ
ン
氏
に
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
な
ど

、
ア

メ
リ
カ
人
側
か
ら
見
る
と
目
も
当

て
ら
れ
ぬ
悲
劇

（
メ
イ

ド

・
イ
ン

・
ジ
ヤ
パ
ン
）
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
ロ
ー

マ
字

と
い
う
も
の
を
日
本
人
の
た
め
に
創
始
し
た
名
誉
が
、
ど

こ
の
馬
の
骨
だ
か
わ
か
ら
ぬ

ヘ
ボ
氏
に
さ
ら
わ
れ
る
の
で

す
か
ら
、
こ
れ
は
悲
劇
で
す
。

同
姓
の
ア
メ
リ
カ
女
優
オ
ー
ド
リ
ー

。
ヘ
プ
バ
ー
ン
の

こ
と
は
、
オ
ー
ド
リ
ー

・
ヘ
ボ
ン
と
言
わ
な
い
の
で
す
か

ら
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
人
名
の
発
音
も
か
な
り
無
政
府

主
義
的
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し

ょ
う
か
。

（
ベ
ル
ギ
ー
、

一
九
九
〇
年

一
月
三
日
）

▲豪華カラー愛蔵版、付録に天然

酵母バン、コーフーの作り方。

▼ 食養料理法の家庭普及版、

毎日の献立がいっぱい。
桜沢里真著

マクロビオティック

料 理 の決定版
●リマクッキング

●7,725円

(7,5∞ 円+消費税225円 )〒 360円

●マクロじオうレ ック料理
●2,575円

(2,5∞ 円 +消 費税75円 )〒 310円

日本C:協会 振替/東京0-194125
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一
、

五

日

ち

ら

し

　

　

　

（
５
人
芭

●
材
料
／
玄
米
（
３
Ｃ
）、
リ
ン
ゴ
（
小
１
個
）、
人
参

（
細
切
り
を
１
と
％
Ｃ
）、
豆
腐
（
１
丁
）、
椎
茸
（
３
個
）、

き
ぬ
さ
や
（
１０
個
）、
塩
、
醤
油
、
ゴ

マ
油
、
花
形
人
参

①
玄
米
は
３
と
％
の
水
と
塩
小
さ
じ
％
を
入
れ
て
圧

力
鍋
で
ふ

っ
く
ら
と
炊
き
、
リ
ン
ゴ
を
お
ろ
し
、
塩

小
さ
じ
％
加
え
た
も
の
を
ま
ぜ
、
冷
ま
し
て
お
く
。

②
鍋
に
ゴ

マ
油
を
２
、
３
滴
お
と
し
て
温
め
、
細
切

り
人
参
を
入
れ
、
塩
小
さ
じ
％
加
え
て
炒
り
煮
に
す

る
。
す
こ
し
し
ん
な
り
し
た
ら
火
か
ら
お
ろ
し
、
色

よ
く
仕
上
げ
る
。
③
豆
腐
は
水
を
切
り
、
手
で
も
み

ほ
ぐ
し
、
大
さ
じ
％
の
油
で
炒
め
、
塩
小
さ
じ
％
を

加
え
て
そ
ぼ
ろ
を
作
る
。
と
き
ど
き
鍋
を
火
か
ら
お

ろ
し
て
、
よ
く
か
た
ま
り
を
ほ
ぐ
し
、
ま
た
火
に
か

け
て
炒
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
を
く
り
返
し
、
焦
げ

な
い
よ
う
に
き
れ
い
な
そ
ぼ
ろ
に
炒
り
上
げ
、
醤
油

小
さ
じ
１
を
入
れ
て
仕
上
げ
る
。

④
椎
茸
は
水
に
も
ど
し
、ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。
（
こ

の
汁
を
ご
飯
に
入
れ
て
炊
く
と
味
が
よ
く
出
来
る
。）

細
切
り
に
し
、
２
、
３
滴
の
油
で
炒
り
、
水
を
少
々

入
れ
て
小
さ
じ
１
の
醤
油
で
味
を

つ
け
る
。

⑤
き
ぬ
さ
や
は
塩
湯
で
色
よ
く
ゆ
で
、
斜
め
細
切
り

に
す

る
。

⑥
花
形
人
参

は
少
し

の
水

で
ゆ
で
、
塩

で
う
す
味
を

つ
け

て
お
く

。

⑦
ご
飯
を
器
に
盛
り
、
そ
の
上
に
た
ず
な
形
に
豆
腐
、

き
ぬ
さ
や
、
人
参
、
き
ぬ
さ
や
、
豆
腐
、
き
ぬ
さ
や
、

3月 の 桜沢里真

マクロビオテイック料理
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椎
茸
と
い
う
よ
う
に
盛
り
、
上
に
花
形
人
参
を
飾
る
。

二
、
本
の
実
の
道
明
寺
揚
げ

●
材
料
／
甘
栗
（
３０
個
）、
梅
干
（
小
１５
個
）、
ア
ー
モ
ン

ド
（
３０
個
）、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
（
３０
個
）、
庄
内
麹
（
１

枚
）、
道
明
寺
（
１
袋
）、
地
粉
（
ｌ
Ｃ
）、
揚
げ
油
、
塩

①
甘
栗
は
皮
を
む
く
。
庄
内
麹
は
ぬ
れ
布
巾
に
包
ん

で
し
め
ら
せ
、
２
セ
ン
チ
く
ら
い
の
小
口
切
り
。

②
地
粉
を
天
ぷ
ら
の
衣
よ
り
や
や
固
め
に
と
き
、
塩

少
々
を
加
え
て
材
料
に
つ
け
、
道
明
寺
を
ま
ぶ
し
、

熱
し
た
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
、
カ

シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
は
２
粒
い
っ
し
ょ
に
し
て
揚
げ
る
。

③
庄
内
麹
は
中
温
の
油
で
ゆ

っ
く
り
と
揚
げ
、
カ
ラ

リ
と
し
た
時
に
取
り
出
し
、
少
し
の
塩
を
ふ
る
。
①

②
③
を
器
に
美
し
く
盛
る
。

三
、
小
田
巻
き
む
し

●
材
料
／
う
ど
ん
玉
（
小
５
個
）、　
コ
ー
フ
ー
ボ
ー
ル

（
‐５
個
）、
花
形
人
参
（
う
す
切
り
、

１０
枚
）、
き
ぬ
さ
や

（
少
々
、
ゆ
で
る
）、
椎
茸
（
中
３
個
）、
せ
り
（
％
東
）、
昆

布
、
塩
、
醤
油
、
油
、
卵
（
１
個
）、
ゆ
ず
の
皮

①
う
ど
ん
は
手
打
ち
が

一
番
い
い
の
で
す
が
、
千
し

う
ど
ん
の
場
合
は
１
束
を
ゆ
で
、
５

つ
に
分
け
る
。

②

コ
ー
フ
ー
ボ
ー
ル
の
作
り
方

＝
コ
ー
フ
ー
の
揚
げ

た
も

の
５０
グ

ラ
ム
を
細
か
く
切
る
。
玉
ね
ぎ
％
個
を

み
じ
ん
切
り
に
し

、
油
小
さ
じ
ん

で
よ
く
炒
め

、
コ

ー
フ
ー
を
入
れ

、
水
大
さ
じ
３
を
加
え
て
よ
く
煮
込

み
、
生
姜

の
し
ば
り
汁
を
３

、
４
滴
落
と
す

。
地
粉

を
少
々
入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
、
う
ず
ら
の
卵
く
ら
い
に

丸
め
て
油
で
揚
げ
る
。

③
椎
茸
は
昆
布
と
い
っ
し
ょ
に
出
し
を
と
り
、
引
き

あ
げ
て
小
さ
く
切
る
。

④
せ
り
は
根
を
切
り
、
塩
湯
で
さ

っ
と
ゆ
で
る
。
冷

ま
し
て
か
ら
３
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
る
。
根
は
衣
を

さ

っ
と

つ
け
、
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。

⑤
き
ぬ
さ
や
は
塩
湯
で
手
早
く
、
色
よ
く
ゆ
で
る
。

⑥
器
に
湯
を
か
け
、
さ
ば
い
た
う
ど
ん
を
６
分
目
く

ら
い
入
れ
、
②
を
４
個
く
ら
い
、
花
形
人
参
、
き
ぬ

さ
や
、
椎
茸
な
ど
を
色
よ
く
上
に
飾
る
。
少
々
濃
い

味

つ
け
の
出
し
汁
と
卵
を
ほ
ぐ
し
布
で
こ
し
た
も
の

を
ま
ぜ
、
材
料
ひ
た
ひ
た
に
入
れ
る
。

⑦
湯
気
の
上
が

っ
た
蒸
し
器
に
⑥
を
入
れ
て
、
約
１５

分
く
ら
い
蒸
す
。
出
来
上
が
り
に
、
せ
り
、
ゆ
ず
の

皮
な
ど
を
入
れ
て
供
し
ま
す
。

四
、
ひ
な
あ
ら
れ

お
餅
を
１
セ
ン
チ
の
あ
ら
れ
に
切
り
、
干
し
て
お

き
ま
す
。
今
回
は
パ
ン
を
用
い
ま
し
た
。

●
材
料
／
大
豆
（
％
Ｃ
）、
黒
豆
（
％
Ｃ
）、
玄
米
（
ｌ
Ｃ
）、

バ
ン
（
さ
い
の
目
に
切

っ
た
も
の
、
３
～
４
Ｃ
）、
塩

①
玄
米
は
前
夜
よ
り
塩
水
に
つ
け
て
お
き
、
ざ
る
に

あ
げ
て
水
を
切
る
。
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
て
、
手
早

く
か
き
ま
ぜ
な
が
ら
、
こ
ん
が
り
と
炒
る
。

②
大
豆
、
黒
豆
も
洗

っ
て
水
を
切
り
、
別
々
に
こ
ん

が
り
と
炒
る
。

③
パ
ン
は
１
セ
ン
チ
半
く
ら
い
の
あ
ら
れ
に
切
り
、

２０
分
ほ
ど
乾
か
し
、
油
で
か
ら
り
と
揚
げ
、
塩
を
少

々
ふ
る
。
①
②
③
を
よ
く
ま
ぜ
合
わ
せ
盛
り
つ
け
る
。

注
／

私
ど
も
の
娘
時
代
に
は
、
お
米
や
餅
を
ふ
く

ら
せ
た
も
の
な
ど
、
た
く
さ
ん
店
に
売

っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
さ

っ
と
炒
り
、
砂
糖
水
を
作

っ
て
ま
ぜ
、

そ
の
中
に
炒

っ
た
黒

・
白
の
豆
を
ま
ぜ
ま
す
。
あ
ら

れ
に
は
美
し
い
色
が

つ
い
て
い
ま
し
た
。

食
養
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
れ

を
た
く
さ
ん
作

っ
て
、
毎
日
カ
ッ
プ
３
、
４
杯
は
い

た
だ
い
た
で
し
ょ
う
か
。
今
、
考
え
る
と
お
そ
ろ
し

い
気
が
い
た
し
ま
す
。
今
で
も
炒
り
豆
を
作

っ
て
店

で
売

っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
お
餅
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
あ
ら
れ
に
切

っ

て
干
し
て
お
く
と
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
中
火
で
ゆ

っ
く
り
炒
り
ま
す
と
、
ふ
く
れ
て
、
か
る
く
、
お
い

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

五
、
桜

餅

●
材
料
／
餅
玄
米
粉
（
ｌ
Ｃ
）、
地
粉
（
ｌ
Ｃ
）、
水
（
２

と
％
Ｃ
）、
塩
（
小
さ
じ
％
）、
小
豆
（
ｌ
Ｃ
）、
甘
栗
（
１

Ｃ
）、
桜
の
葉
（
１５
枚
）

①
小
豆
は
、
や
わ
ら
か
く
煮
て
、
甘
栗
の
皮
を
む
い

た
も
の
を
入
れ
、
さ
ら
に
煮
る
。
塩
小
さ
じ
１
で
味

を

つ
け
、
あ
ん
を
作
る
。
で
き
た
小
豆
あ
ん
を
、
縦

２
セ
ン
チ
、
横
７
セ
ン
チ
く
ら
い
に
丸
め
て
お
く
ｃ

注
／

小
豆
を
煮
る
場
合
に
は
、
洗

っ
た
小
豆
と
２

倍
の
水
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
煮
立

つ
ま
で
強
火
で
、

煮
立

っ
た
ら
火
を
ほ
そ
め
、
上
に
水
が
見
え
な
く
な

― ll―



っ
た
ら
、
カ
ツ
プ
ー
の
水
を
端
か
ら
静
か
に
入
れ
、

ふ
た
を
し
て
、
さ
ら
に
煮
る
。
ま
た
上
に
水
が
な
く

な

っ
た
時
、
カ

ッ
プ
ー
の
水
を
さ
す
。
こ
れ
を
４
、

５
回
く
り
返
す
と
、
上
ま
で
小
豆
が
や
わ
ら
か
く
な

る
の
で
、
そ
の
時
、
栗
と
塩
を
入
れ
る
。
け

っ
し
て

途
中
で
か
き
ま
ぜ
な
い
こ
と
。
煮
え
あ
が

っ
た
ら
、

初
め
て
か
き
ま
ぜ
る
。

②
粉
を
ま
ぜ
、
塩
小
さ
じ
発
を
加
え
、
水
で
ゆ
る
や

か
に
ま
ぜ
、
な
め
ら
か
に
し
、
し
ゃ
も
じ
で
す
く

つ

て
落
と
し
て
糸
を
ひ
く
よ
う
な
濃
さ
に
す
る
。

③

フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
て
油
を
ひ
き
、
②
を
玉
杓
子

に
六
分
目
く
ら
い
す
く
い
、
小
判
型
に
流
し
、
両
面

を
少
し
色
が

つ
く
く
ら
い
に
焼
く
。

④

①
を
③
で
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
、桜
の
葉
で
ま
く
ｏ

注
／

桜
の
葉
は
菓
子
屋
に
あ
り
、
塩
漬
け
に
し
て

あ
る
の
で
、
水
で
塩
を
抜
い
て
か
ら
用
い
る
。

六

、
春
菊
ゴ

マ
和
え

●
材
料
／
ゴ

マ
パ
タ
ー
（
大
さ
じ
３
）、
水

（
大
さ
じ

２
）、
醤
油
（
大
さ
じ
２
）、春
菊
（
１
東
）、
ゆ
ず
の
皮

①
春
菊
は
塩
湯
で
色
よ
く
ゆ
で
、
冷
ま
し
て
、
２
セ

ン
チ
く
ら
い
に
切
る
。

②
ゴ

マ
バ
タ
ー
は
、
す
り
鉢
に
と
り
、
よ
く
す
る
。

水
大
さ
じ
２
、
醤
油
大
さ
じ
２
を
入
れ
て
す
り
ま
ぜ
、

①
を
和
え
る
。
器
に
盛
り
、
ゆ
ず
の
皮
の
み
じ
ん
切

り
を
の
せ
る
。

〔本
誌

一
九
七
八
年
二
月
号
よ
り
再
録
〕

日本CI協会刊著
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正 食療 法 と手 当法

1989年 12月 9日「月例会」での講義よリ

このコツが成功 と失敗の分かれ道

大 森 英 桜

要
す
る
に
、
こ
う
い
う
も
の
は
、
人
間
で
言
え
ば

「
不
妊
症
」
で
す
。
健
全
な
ら
、
ど
ん
な
植
物
だ

っ

て
種
が
あ

っ
て
、
子
が
出
来
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
ク
キ
の
ホ
ル
モ
ン
が
少
し
で
も
入

っ
た
ら
、

植
物
は
種
を
作
る
こ
と
も
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
砂
糖
も
け

っ
こ
う
陰
性
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

で
は
、
ハ
チ
ミ
ツ
は
ど
う
か
、
と
。
ハ
チ
ミ
ツ
は

花
の
い
ち
ば
ん
の
中
心
か
ら
し
ば
り
出
し
た
も
の
で

す
。
い
ち
ば
ん
陰
性
な
花
の
中
か
ら
、
ハ
チ
が
吸
い

出
し
た
も
の
で
す
。
ハ
チ
で
あ
ろ
う
が
人
間
で
あ
ろ

う
が
、
動
物
が
食
べ
物
を
口
に
入
れ
た
ら
、
ま
ず
、

そ
れ
を
消
化
酵
素
に
よ

っ
て
陰
性
に
し
て
ゆ
く
わ
け

で
す
。

ハ
チ
ミ
ツ
と
い
う
の
は
、
花
の
ミ
ツ
を
さ
ら
に
陰

性
に
し
た
も
の
で
す
。
ハ
チ
は
そ
の
蜜
を
吸

っ
て
陰

性
に
し
て
、
そ
れ
を
ま
た
、
あ
の
細
長
い
管
と
い
う

陰
性
か
ら
吐
き
出
し
て
、
た
め
た
も
の
で
す
。

「
医
療
」
で
ガ

ン
に

今
、
い
ち
ば
ん
相
談
の
多
い
の
が
ガ
ン
で
す
。
日

本
で
も
死
亡
率
の
ト
ッ
プ
に
ガ
ン
が
来
て
い
ま
す
。

最
近
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
ガ
ン
研
究
所
が

『
ガ
ン
の

病
因
学
』
と
い
う
大
変
な
報
告
を
出
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
ら
、
だ
い
た
い
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
ガ
ン
の
原
因

に
な

っ
て
い
る
。
無
双
原
理
か
ら
見
た
ら
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
と
い
う
の
は
、
物
を
透
き
通
す
ん
だ
か
ら
、
も

の
す
ご
く
陰
性
な
も
の
で
す
。
当
然
、
発
ガ
ン
性
の

も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
今
、
病

院
に
行

っ
た
ら
、
検
査
、
検
査
で
大
変
で
す
。
ガ
ン

の
末
期
の
患
者
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
浴
び
せ
て
い
る
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
技
師
で
皮
ふ
ガ
ン
に
な

っ
て
い
る
人

が
多
い
。

″
ホ
ル
モ
ン
剤

そ
れ
か
ら
、
そ
の
報
告
で
発
表
し
て
い
る
の
は
ホ

ル
モ
ン
剤
の
問
題
で
す
。
今
、
日
本
で
も
病
院
で
は

す
ぐ
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
を
入
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

ホ
ル
モ
ン
剤
が
原
因
で
自
血
病
が
多
発
し
て
い
る
。

血
液
ガ
ン
で
す
。

あ
と
は
抗
ガ
ン
剤
の
怖
さ
で
す
。
抗
ガ
ン
剤
を
入

れ
る
と
、
必
ず
二
次
的
な
ガ
ン
が
発
生
す
る
。
よ
く

「転
移
し
た
」
な
ど
と
言
う
け
れ
ど
も
、
転
移
し
た

の
で
は
な
い
で
す
。
抗
ガ
ン
剤
が
原
因
で
二
次
的
な

ガ
ン
が
発
生
し
て
い
る
、
と
ア
メ
リ
ヵ
の
ガ
ン
研
は

正
直
に
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
を
陰
陽
で
見
た
ら
、
現
代
医
学
で
ガ
ン
に
使

っ
て
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
陰
性
だ
か
ら
、
こ
れ
で

は
ガ
ン
は
治
ら
な
い
わ
け
で
す
。
だ
い
た
い

「
ガ

ン

を
や

っ
つ
け
る
」
と
い
う
の
は

「
ガ

ン
細
胞
を
こ
わ

す
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ガ
ン
細
胞
を
こ
わ
す

ほ
ど
の
薬
を
使

っ
た
ら
、
他
の
細
胞
は
ガ
ン
よ
り
お

と
な
し
い
ん
だ
か
ら
、
他
の
細
胞
が
こ
わ
さ
れ
て
し

ま
す
つ
。
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内
緒

で
薬
を
の
む
人

そ
れ
か
ら
、
正
食
を
や

っ
て
い
て
、
な
か
な
か
治

ら
な
い
と
い
う
人
の
中
に
、
内
緒
で
医
者
の
薬
を
の

ん
で
い
る
人
が
あ
る
。
薬
と
い
う
の
は
、
症
状
を
ご

ま
か
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
だ
い
た
い
、
体
の
ど
こ

か
が
痛
い
と
い
う
の
は
、
そ
の
組
織
に
何
か
異
状
が

起
き
て
血
が
に
ご

っ
て
い
る
か
ら
頭
が

「
痛
み
」
と

し
て
感
じ
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
痛
い
の
を
治
そ

う
と
思

っ
た
ら
、
血
を
き
れ
い
に
す
れ
ば
い
い
わ
け

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
死
ぬ
ま
で
痛
み
と
い
う
も
の

は
な
い
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
代
医
学
で
は
、
こ
の

「
痛
い
」
と

い
う
信
号
を
消
し
て
し
ま
う
。
神
経
を

マ
ヒ
さ
せ
て

痛
み
を
止
め
る
け
れ
ど
も
、
病
気
は
治

っ
て
い
な
い
。

だ
か
ら
、
薬
の
効
果
が
切
れ
た
時
に
は
、
ま
た
痛
み

が
来
る
。
痛
み
止
め
の
薬
を
使
う
た
び
に
、
だ
ん
だ

ん
正
し
い
信
号
が
脳
か
ら
来
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、

「
痛
い
」
と
い
う
信
号
は
本
当
は
有
難
く

受
け
て
、
そ
の
原
因
を
除
去
し
て
や
れ
ば
二
度
と
痛

み
は
な
い
わ
け
で
す
。

ハ
チ
ミ
ツ
と
南
京
豆

だ
か
ら
正
食
療
法
で
、
ど
う
も
お
か
し
い
、
と
い

う
時
に
は
、
そ
の
療
法
自
体
、
つ
ま
り
、
食
べ
物
の

作
り
方
が
間
違

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

一
昨
年
、
ヘ
ル
ペ
ス
の
患
者
が
来
ま
し
た
ｏ
今
、

日
本
で
も
は
や

っ
て
い
ま
す
ｏ
し
か
も
最
近
は
日
本

人
の
体
が
弱
く
な

っ
て
き
た
の
か
、
ヘ
ル
ペ
ス
が
顔

に
出
て
く
る
ん
で
す
。
も
の
す
ご
く
痛
い
。
こ
れ
は

神
経
を
ウ
イ
ル
ス
が
ど
ん
ど
ん
冒
し
て
く
る
。
放

っ

て
お
く
と
脳
膜
炎
に
な

っ
て
し
ま
う
。
目
に
入

っ
て

し
ま
う
と
、
ほ
と
ん
ど
失
明
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
が
、
ほ
と
ん
ど
同
時
に
男
の
人
と
女
の
人
が

二
人
来
た
。
女
の
人
は
有
名
な
音
楽
家
で
す
。
男
の

方
は
、
あ
る
政
党
の
親
玉
。
世
界
○
○
党
総
裁
。
ヘ

ル
ペ
ス
と
い
う
の
は
何
も
怖
く
な
い
、
と
言

っ
た
ん

で
す
。
ち

ゃ
ん
と
正
食
を
し
て
、
日
の
手
当
法
は

一

日
２
回
、
塩
番
茶
で
洗
う
。
そ
れ
か
ら
、
充
血
し
て

い
る
間
は
里
芋
の
シ
ッ
プ
を
す
る
。
真

っ
赤
に
血
が

出
て
い
る
よ
う
な
時
は
、
豆
腐
の
パ
ス
タ
ー
を
す
る
。

そ
し
て
、
里
芋
の
シ
ッ
プ
で
、
こ
の
場
合
だ
け
は

効
果
が
少
し
遅
れ
て
も
ガ
ー
ゼ
を

一
枚
当
て
る
。
じ

か
に
や

っ
た
ら
後
で
取
る
時
に
大
変
で
す
。
そ
れ
で
、

女
の
人
の
方
は
ど
ん
ど
ん
良
く
な

っ
て
い
っ
た
。
充

血
も
お
さ
ま

っ
て
い
っ
て
、
半
年
で
公
演
旅
行
が
出

来
る
よ
う
に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
問
題
は
そ
の

「
総
裁
」
の
方
で
す
。

ひ
と
月
日
に

「
教
え
方
が
悪
い
か
ら
自
分
の
目
が
見

え
な
く
な

っ
た
。
謝
り
に
来
い
」
と
、
言

っ
て
き
た
ｏ

行

っ
て
み
た
ら
結
構
大
き
な
家
な
ん
で
す
。
そ
こ
で

「誰
の
紹
介
で
相
談
に
来
た
の
か
」
と
聞
い
た
ん
で

す
。
そ
し
た
ら
、
小
さ
な
声
で

「目
医
者
が
行
け
と

一言
っ
た
」
と
い
う
ん
で
す
。
そ
の
一削
に
電
話
で

「
同

じ
目
の
病
気
で
音
楽
家
の
人
は
ど
ん
ど
ん
良
く
な

っ

て
き
て
い
る
か
ら
、
あ
な
た
に
は
同
じ
方
法
を
教
え

て
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
じ
キ
ン
ピ
ラ
な
ら
キ
ン
ピ
ラ

で
も
今
度
は
そ
の
作
り
方
が
問
題
に
な

っ
て
く
る
」

と
言

っ
て
、

「
あ
な
た
の
場
合
は
何
か
間
違

っ
た
こ

と
を
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
の
音
楽
家
の
人
に

聞
い
て
み
て
下
さ
い
」
と
言

っ
て
お
い
た
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、

「
お
前
の
言
う
の
は
、
み
ん
な
サ

ク
ラ
だ
ろ
う
」
と
信
用
し
て
く
れ
な
か

っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
私
が
指
示
し
た
通
り
の
も
の
を
食
べ
た
の

か
、
と
聞
い
た
ら

「
と
ん
で
も
な
い
」
と
言
う
ん
で

す
。
目
医
者
に
相
談
し
た
ら
、
玄
米
と
野
菜
だ
け
で

は
栄
養
失
調
に
な

っ
て
死
ん
で
し
ま
う
か
ら
、
ご
馳

走
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
言
う

か
ら
、
い
ち
ば
ん
大
好
き
な

ハ
チ
ミ
ツ
と
南
京
豆
を

食
べ
た
、
と
言
う
ん
で
す
。
こ
れ
は
い
ち
ば
ん
怖
い

物
で
す
。

塩
で
目
が
と
け
る
？

ハ
チ
ミ
ツ
は
砂
糖
よ
り
も
陰
性
な
も
の
で
大
変
だ

け
れ
ど
も
、
問
題
は
南
京
豆
で
す
。
こ
れ
は
植
物
性

の
蛋
白
、
脂
肪
の
中
で
い
ち
ば
ん
酸
化
の
度
合
が
強

い
。
こ
う
い
う
目
の
病
気
に
、
甘
い
ハ
チ
ミ
ツ
と
酸

化
の
強
い
南
京
豆
が
入
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
が
起

き
る
か
と
い
う
と
、
ブ
ド
ウ
状
球
菌
と
い
う
も
の
が

入

っ
て
し
ま
う
。
膿
み
の
バ
イ
菌
で
す
。
彼
の
場
合
、

-14-



目
が
膿
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
し
た
ら
、

「
お
前
を
告
発
す
る
。
お
前
が
目
に

塩
を
入
れ
ろ
と
言

っ
た
か
ら
、
塩
で
目
が
と
け
て
し

ま

っ
た
」
と
。
も
う
速
達
の
内
容
証
明
で
手
紙
が
来

る
ん
で
す
。
そ
れ
が
半
年
続
い
た
。
告
発
す
る
な
ら

し
な
さ
い
よ
、
と
放

っ
て
お
い
た
。
医
師
法
違
反
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
傷
害
罪
で
訴
え
る
、
と
い
う
わ
け

で
す
。
私
が
あ
な
た
の
い
や
が
る
の
に
、
無
理
や
り

目
に
塩
を
こ
す
り
込
ん
だ
わ
け
じ
ゃ
な
い
、
と
言

っ

た
ん
で
す
。

塩
番
茶
で
目
を
洗
え
、
と
は
指
示
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
時
は
た
ま
た
ま
２
パ
ー
セ
ン
ト
の
塩
番
茶
で
す
。

一
日
２
回
洗
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
確
実
に
や

っ
た
の
か
、
と
聞
い
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
そ
の

塩
の
た
め
に
目
が
失
明
し
た
、
と
。
そ
れ
で
、
方
々

の
病
院

へ
証
明
書
を
書
い
て
も
ら
い
に
行

っ
た
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
ど
こ
も
そ
ん
な
証
明
を
し
て
く
れ

な
い
。
失
明
し
て
い
る
、
と
い
う
証
明
は
、
あ
る
大

学
病
院
が
出
し
た
。
視
神
経
が
ダ
メ
に
な

っ
た
、
と

書
い
て
あ
る
。
他
の
病
院
で
は

「
眼
球
萎
縮
」
と
。

そ
れ
で
放

っ
て
お
い
た
ら
、
今
度
は
会
長
の
桜
沢
里

真
先
生
の
と
こ
ろ
に
長
文
の
お
ど
か
し
の
手
紙
が
行

っ
た
。

そ
の
音
楽
家
の
人
に
会

っ
た
ら
、
そ
の
お
じ
い
さ

ん
が
、
い
っ
し
ょ
に
大
森
を
訴
え
よ
う
と
言

っ
て
き

た
、
と
言
う
。
私
は
失
明
寸
前
だ

っ
た
の
が
治

っ
た

の
で
、
大
森
先
生
の
方
に
足
を
向
け
て
寝
ら
れ
ま
せ

ん
、
と
返
事
し
た
、
と
い
う
ん
で
す
。
あ
な
た
の
食

べ
方
が
悪
か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
と
言

っ
た

ら
帰

っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
。

そ
れ
か
ら

一
年
、
そ
の
政
治
家
か
ら
は
便
り
が
な

か

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
今
年
ま
た
来
た
ん
で
す
。

大
変
な
こ
と
が
書
い
て
あ

っ
た
。
残

っ
た
目
も
見
え

な
く
な

っ
て
き
た
、
と
。
日
本
の
国
に
と

っ
て
大
切

な
私
の
目
を
治
せ
、
治
せ
な
い
な
ら
お
前
を
訴
え
る
、

・″」
。こ

の
人
の
場
合
も
い
ろ
い
ろ
誤
り
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
ハ
チ
ミ
ツ
を
な
め
た
り
、
南
京
豆
を
食
べ
た

り
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
食
養
で
治
そ
う
と
い
う
人
は
、

ま
ず
食
べ
物
の
陰
陽
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

南
京
豆
と
い
う
の
は
植
物
性
の
脂
肪
の
中
で
は
い
ち

ば
ん
悪
い
ん
で
す
。

そ
し
て
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
肝
臓
の
病
気
の

人
が
南
京
豆
を
食
べ
た
が
る
ん
で
す
。
肝
臓
と
い
う

の
は
油
の
処
理
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
肝
機
能

が
お
と
ろ
え
て
く
る
と
油
が
体
に
う
ま
く
吸
収
さ
れ

な
い
か
ら
脂
肪
の
悪
い
の
を
体
が
要
求
す
る
ん
で
し

ょ
う
。

こ
う
い
う
よ
う
に
正
食
を
や

っ
て
も
な
か
な
か
病

気
が
治
ら
な
い
、
と
い
う
人
は
、
ま
ず
玄
米
を
ひ
と

口
百
回
噛
み
な
さ
い
、
と
言

っ
て
あ
る
の
に
噛
ま
な

い
人
で
す
。
こ
れ
が
原
因
に
な

っ
て
い
る
場
合
が
多

い
で
す
。
少
な
く
と
も
病
気
を
治
す
間
は
、
最
低
ひ

と
口
百
回
噛
ま
な
い
と
効
果
が
出
な
い
。

酸

っ
ぱ
い
リ
ン
ゴ

や
は
り

「
失
敗
」
と
い
う
の
は
、
陰
性
か
陽
性
か

の
判
断
の
間
違
い
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
子
供
が
熱

を
出
し
た
、
と
い
っ
て
も
、
熱
に
も
必
ず
陰
性
と
陽

性
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
子
供
が
下
痢
を
し
た
、
と

い
っ
て
も
、
下
痢
に
も
や
は
り
陰
性
と
陽
性
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
こ
の
時
に
よ
く
間
違
い
を
や
る
。
熱
が

出
た
、
と
い
う
時
に
は
風
邪
の
場
合
も
あ
る
わ
け
で

す
。
風
邪
の
場
合
だ

っ
た
ら
、
大
根
湯
と
か
椎
茸
湯

を
飲
ま
せ
て
、
熱
を
汗
と
し
て
体
の
外

へ
出
せ
ば
、

そ
れ
で
風
邪
の
熱
は
下
が

っ
て
治
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
子
供
が
熱
を
出
し
て
、
毎
日
の
よ
う

に
大
根
湯
と
椎
茸
を
飲
ま
せ
て
も
熱
が
下
が
ら
な
い

で
騒
い
で
い
る
人
が
多
い
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
子

供
が
熱
を
出
し
て
、
頬

っ
ぺ
た
が
赤
い
ん
で
す
。
こ

れ
は
食
べ
過
ぎ
の
熱
で
、
こ
の
場
合
は
酸

っ
ぱ
い
リ

ン
ゴ
が
い
ち
ば
ん
効
く
ん
で
す
。
七
日
間
も
熱
を
出

し
て
う
な

っ
て
い
た
子
で
す
か
ら
、
リ
ン
ゴ
を
切

っ

て
見
せ
た
ら
、
い
き
な
リ
パ
ク
パ
ク
食
べ
だ
し
た
。

そ
し
た
ら
、
み
る
み
る
う
ち
に
熱
が
下
が

っ
て
し
ま

う
。熱

が
下
が

っ
た
の
を
ど
こ
で
見
る
か
と
い
う
と
、

ま
ず
左
の
耳
が
真

っ
赤
だ

っ
た
の
が
、
下
か
ら
ど
ん

ど
ん
白
く
な

っ
て
い
く
。
そ
れ
が
終
わ

っ
て
三
十
分

く
ら
い
た

つ
と
、
今
度
は
右
の
耳
が
自
く
な

っ
て
い

く
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
て
い
っ
た
ん
下
が

っ
た
熱
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が
、
ま
た
三
十
分
く
ら
い
し

て
上
が

っ
て
く
る
場
合

が
あ
る
。
そ
う
い
う
時
は
、
ま
だ
便

の
焼
け
た
の
が

腸
に
残

っ
て
い
る
わ
け
で
す

。
食

べ
過
ぎ
た
も

の
が

完
全

に
消
化

で
き
な

い
で
、
腸

の
中

で
燃
え
て
い
る

ん
で
す

。
そ
う
い
う
時
は
、
ま
た
続
け
て
リ

ン
ゴ
を

や
る
ん
で
す

。

こ
う
い
う
時
に
は
、
リ
ン
ゴ
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る

の
と
、
ジ

ュ
ー
ス
に
し
た
も
の
と
両
方
や
る
ん
で
す
。

そ
う
い
う
よ
う
に
熱
が
あ
る
時
に
は
、
腎
臓
も
お
小

水
が
う
ん
と
濃
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
燃
え
て
い
る

腎
臓
を
冷
ま
す
の
は

「
ジ

ュ
ー
ス
」
の
方
で
す
ｏ
お

腹
の
便
を
冷
や
す
の
は
、
リ
ン
ゴ
の
実
の
方
で
す
。

も
し
赤
ち
ゃ
ん
だ

っ
た
ら
リ
ン
ゴ
を
す

っ
た
も
の
を

食
べ
さ
せ
る
と
か
し
ま
す
ｏ
歯
が
生
え
て
い
て
、
普

段
食
べ
て
い
る
人
な
ら
、
そ
の
ま
ま
食
べ
れ
ば
い
い

わ
け
で
す
ｏ

下
痢
に
リ
ン
ゴ

そ
れ
か
ら
、
下
痢
で
も
同
じ
で
す
。
子
供
が
下
痢

を
し
た
、
と
。
普
通
、
下
痢
と
い
う
と
陰
性
だ
と
思

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
熱
が
出
て
い
て
下
痢
だ
と
、

陽
性
の
場
合
が
多
い
ん
で
す
。
熱
性
下
痢
と
言
い
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
寒
い
国
で

は
、
結
構
肉
食
の
よ
う
な
陽
性
の
も
の
の
食
べ
過
ぎ

を
や
る
と
、
子
供
が
熱
を
出
し
て
下
痢
を
す
る
。
そ

う
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
あ
た
り
で
は
、
コ
ト
ワ
ザ
に

「
子
供
が
下
痢
を
し
た
ら
リ
ン
ゴ
を
食
べ
さ
せ
ろ
」

と

い
ｏつ
。

日
本
人
も
最
近
、
結
構
動
物
性
を
摂

っ
て
、
酸
化

し
た
陽
性
の
体
質
の
子
供
が
あ
る
。
そ
う
い
う
子
が
、

ち
ょ
っ
と
油
物
を
摂

っ
た
時
に
下
痢
を
起
こ
す
。
下

痢
と
い
う
症
状
は
陰
性
だ
け
れ
ど
、
熱
と
い
う
も
の

は
陽
性
だ
か
ら
、
ま
ず
、
そ
の
子
の
下
痢
が
陽
性
か

陰
性
か
見
る
の
に
は
、
ま
ず
便
の
色
を
見
れ
ば
す
ぐ

分
か
る
。
陽
性
の
下
痢
だ

っ
た
ら
黄
色
い
か
焦
げ
茶

色
で
す
ｏ
こ
う
い
う
場
合
は
、
酸

っ
ぱ
い
リ
ン
ゴ
で

い
い
わ
け
で
す
。

昨
日
の
話
で
す
が
、
子
供
さ
ん
が
十
日
も
下
痢
が

続
い
て
い
る
と
い
う
。
さ

っ
そ
く
リ
ン
ゴ
を
摂
ら
せ

る
よ
う
に
言

っ
た
。
そ
れ
か
ら
葛
で
す
ｏ
本
葛
は
腸

の
病
気
に
は
い
ち
ば
ん
い
い
。

陰
と
陽
と
い
う
こ
と
が
分
か
ら
な
い
と
、
疫
痢
で

お
孫
さ
ん
を
殺
し
た
人
が
あ
る
。
疫
痢
の
場
合
も
赤

痢
と
同
じ
で
高
熱
が
出
て
下
痢
す
る
け
れ
ど
も
、
疫

痢
の
場
合
は
、
下
痢
の
便
が
米
の
と
ぎ
汁
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
陰
性
の
場
合
は
、
四
十
度
の
熱
が
出
て

い
て
も
顔
色
は
真

っ
青
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
お
腹
と

足
が
氷
よ
り
も
冷
た
い
。
手
を
あ
て
る
と
、
こ
ち
ら

が
凍
り

つ
く
よ
う
に
冷
た
い
。

温
め
て
治
す

こ
う
い
う
の
を
治
す
時
に
は
、
こ
れ
は
塩
気
を
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
通
の
塩
気
で
は
疫
痢
菌

は
死
な
な
い
。
梅
干
し
の
黒
焼
き
を
使
う
。
あ
る
い

は
梅
生
番
で
も
い
い
ｏ
梅
生
番
の
濃
縮
し
た
の
を
ま

ず
飲
ま
せ
て
お
い
て
、
す
ぐ
お
腹
と
足
を
温
め
な
か

っ
た
ら
助
か
ら
な
い
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
生
姜
の
シ

ッ
プ
を
し
て
芋
パ
ス
タ
ー
を
は
り
、
芋
パ
ス
タ
ー
の

上
か
ら
焼
き
塩
で
温
め
る
け
れ
ど
も
、
時
間
の
問
題

で
す
か
ら
、
そ
こ
に
、
あ
の
振
る
カ
イ
ロ
で
も
あ

っ

た
ら
、
そ
れ
で
も
い
い
ｏ
と
に
か
く
温
め
る
こ
と
で

す
。こ

れ
は
、
戦
前
に
実
際
あ

っ
た
話
で
す
が
、
上
野

の
不
忍
池
の
ほ
と
り
に
江
戸
時
代
か
ら
の
古
い
呉
服

屋
さ
ん
が
あ

っ
た
。
そ
こ
の

一
人
娘
が
高
熱
と
下
痢

が
始
ま

っ
て
、
医
者
が
か
け

つ
け
た
時
に
、
も
う
助

け
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
。
そ
れ
で
、
そ
の
お
父

さ
ん
が
そ
の
子
を
か
か
え
て
み
て
、
あ
ま
り
の
冷
た

さ
に
び

っ
く
り
し
て
、
自
分
の
肌
で
温
め
た
け
れ
ど

も
五
分
と
続
か
な
か

っ
た
。
自
分
の
方
は
冷
え
て
し

ま

っ
た
。

そ
れ
で
考
え
て
、
表

へ
出
て
い
っ
て
石
を
焼
い
て

温
め
、
そ
れ
を
包
ん
で
お
腹
と
足
を
温
め
た
ら
、
そ

の
子
が
奇
跡
的
に
助
か

っ
た
。
そ
し
た
ら
そ
の
ご
主

人
は
得
意
に
な

っ
て
新
興
宗
教
を
作

っ
て
、
何
で
も

病
気
の
人
は
足
を
温
め
ろ
と
、
信
者
に
は
特
製
の
湯

タ
ン
ポ
を
買
わ
せ
た
。

さ
て
、
陰
性
の
病
人
な
ら
い
い
け
れ
ど
も
、
陽
性

の
血
圧
の
高
い
人
が
そ
ん
な
真
似
を
し
た
ら
大
変
で

す
。
い
っ
ぺ
ん
に
危
な
く
な
る
。
い
つ
し
か
そ
の
教

団
は
つ
ぶ
れ
て
い
っ
た
。

一
つ
だ
け
の
病
気
を
偶
然
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に
治
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
で
宇
宙
の
秘
密
を

悟

っ
た
よ
う
に
思
う
の
が
お
か
し
い
。

頭
の
熱
に
豆
腐

こ
れ
は
、
玄
米
の
幹
部
ク
ラ
ス
の
家
の
お
孫
さ
ん

が
下
痢
し
て
昏
睡
に
入

っ
て
し
ま

っ
た
。
だ
い
た
い
、

陰
性
か
陽
性
か
と
い
う
の
は
、
陰
性
の
病
人
は
も
う

３８
度
く
ら
い
に
な
る
と
、
意
識
は
も
う
ろ
う
と
し
て

き
ま
す
。
ま
と
も
な
こ
と
が
し
ゃ
べ
れ
な
く
な
り
ま

す
ｃ
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
言

っ
た
、
食
べ
過
ぎ
の
陽

性
の
子
供
の
場
合
だ

っ
た
ら
、

４０
度
の
熱
が
あ

っ
て
、

頭
に
豆
腐
を
貼

っ
た

っ
て
、
自
分
で
取

っ
て
し
ま
い

ま
す
。
頭
の
熱
は
豆
腐
を
水
を
切

っ
て
当
て
て
、
そ

れ
で
取
る
わ
け
で
す
。

豆
腐
パ
ス
タ
ー
な
ど
と
い
う
の
は
、
い
ざ
と
い
う

時
、
命
を
助
け
る
最
高
の
も
の
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

こ
の
使
い
方
を
間
違
う
と
命
取
り
に
も
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
田
中
角
栄
さ
ん
で
す
が
、
あ
の
人
は
脳

梗
塞
を
起
こ
し
て
、
も
う
四
年
、
い
ま
だ
に
言
語
障

害
で
し

ゃ
べ
れ
な
い
。
た
ま
た
ま
今
月
の
徳
間
か
ら

出
し
て
い
る
雑
誌

〔『
ナ
チ

ュ
ラ
ア
イ
し

に
私
の
こ

と
が
出
た
。
私
が

「
田
中
角
栄
く
ら
い
の
病
気
な
ら

十
日
で
治
せ
る
」
と
写
真
入
り
で
出
て
し
ま

っ
て
い

る
ら
し
い
。
そ
れ
を
見
て
相
談
に
来
て
い
る
人
が
あ

る
。そ

れ
は
、
今
ま
で
に
実
際
例
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
自
信
が
あ
る
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
脳
出
血
な
ら
、

脳
で
出
血
し
た
な
ら
、
そ
れ
を
全
部
吸
い
出
し
て
し

ま
え
ば
い
い
わ
け
で
す
ｏ
頭
の
場
合
は
芋
パ
ス
タ
ー

で
は
追
い
つ
か
な
い
。
頭
蓋
骨
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

そ
こ
で
、
い
ち
ば
ん
陰
性
で
ア
ル
カ
リ
性
の
強
い
豆

腐
を
使
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
脳
内
出
血
の
酸
化
し

た
血
は
み
ん
な
吸

っ
て
し
ま
う
。

こ
の
手
当
を
す
れ
ば
、
目
が
さ
め
た
時
に
は
意
識

は
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
ま
す
。
後
遺
症
と
し
て
左
半
身

が

マ
ヒ
す
る
と
か
、
右
半
身
が

マ
ヒ
す
る
と
か
、
そ

れ
か
ら
大
脳
の
場
所
に
よ

っ
て
言
語
障
害
に
な

っ
た

り
、
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
り

し
ま
す
。
そ
れ
を
豆
腐
で
手
当
し
て
お
け
ば
、
ほ
と

ん
ど
吸
い
出
し
て
し
ま

っ
て
、
何
も
後
遺
症
が
残
ら

な
い
。

私
は
こ
の
話
を
何
百
回
話
し
た
か
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
も
、
意
外
に
古
手
の
幹
部
ク
ラ
ス
で
分
か

っ
て

い
な
い
人
が
多
い
。

た
と
え
ば
交
通
事
故
で
す
。
脳
が
陥
没
し
た
と
か
、

頭
の
骨
が
割
れ
て
し
ま

っ
て
、
救
急
車
で
ほ
と
ん
ど

昏
睡
の
状
態
で
病
院
に
運
ば
れ
る
わ
け
で
す
。
家
族

の
人
か
ら
言

っ
て
く
る
か
ら
、
ど
ん
な
ひ
ど
い
事
故

で
も
豆
腐
を
貼
れ
ば
助
か
る
か
ら
、
と
言

っ
て
あ
げ

る
け
れ
ど
も
、
病
院
で
は
患
者
を
出
す
の
を
許
可
し

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
本
当
に
助
け
た
い

の
な
ら
、
何
が
何
で
も
連
れ
出
し
て
豆
腐
を
貼
れ
、

と
言

っ
て
や
る
ん
で
す
。
貼

っ
た
人
は
全
部
助
か

っ

て
い
ま
す
。

胃
の
出
血

た
と
え
ば
、
胃
潰
瘍
の
出
血
や
結
核
の
喀
血
を
上

め
る
の
は
、
少
し
濃
い
ほ
う
じ
番
茶
を
お
ち
ょ
こ

一

杯
に
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
塩
を
入
れ
て
飲
ま
せ
る
か
、

そ
れ
で
も
止
ま
ら
な
か

っ
た
ら
、
も

っ
と
渋
い
蓮
根

の
絞
り
汁
お
ち
ょ
こ

一
杯
に
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
塩
を

入
れ
た
も
の
を
飲
ま
せ
る
。
こ
れ
で
、
ど
ん
な
ひ
ど

い
胃
潰
瘍
の
出
血
で
も
喀
血
で
も
止
ま
り
ま
す
。
も

し
、
そ
れ
で
も
止
ま
ら
な
か

っ
た
ら
、
そ
れ
は
ガ
ン

の
出
血
で
す
。

ガ
ン
の
出
血
な
ら
、
髪
の
毛
の
黒
焼
き
で
止
ま
り

ま
す
。
黒
焼
き
を
す

っ
て
粉
に
し
て
、
そ
れ
を
頓
服

す
れ
ば
止
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
八
、
九
年
前
の
こ
と

で
す
が
、
国
鉄
に
勤
め
て
い
た
人
が
胃
潰
瘍
で
駅
で

吐
血
し
て
国
鉄
病
院
に
救
急
車
で
運
ば
れ
て
、　
一
週

間
の
間
、
出
血
が
止
ま
ら
な
い
の
で
輸
血
と
栄
養
点

滴
を
や
ら
れ
た
。
国
鉄
病
院
は
今
度
は
東
京
の
赤
十

字

へ
運
ん
で
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。

血
の
止
め
方
が
分
か
ら
な
い
か
ら
、
た
だ
輸
血
す
る

だ
け
で
す
。

胃
の
出
血
が
止
ま
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
が
腸
に
ま

わ

っ
て
、
お
尻
か
ら
出
て
く
る
の
は
真

っ
黒
な

ヨ
ー

カ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
病
院
で
は
、
こ
ん
な
重

い
患
者
を
家

へ
帰
す
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
言

っ
て

い
る
と
い
う
。
そ
れ
で
、
国
鉄
の
非
番
の
人
た
ち
に

頼
ん
で
か
つ
ぎ
出
し
た
。
そ
れ
で
、
今
言

っ
た
蓮
根
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の
汁

一
杯
と
、
ほ
う
じ
番
茶
の
濃
縮
し
た
の
を

一
杯

と
飲
ま
せ
て
、
も
し
か
し
た
ら
ガ
ン
性
の
出
血
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
と
、
奥
さ
ん
の
髪
の
毛
の
黒

焼
き
の
粉
を
親
指
の
頭
く
ら
い
の
を
２
袋
頓
服
さ
せ

た
。
あ
と
は
薄
い
葛
湯
に
塩
味
を

つ
け
て
、
そ
れ
だ

け
飲
ま
せ
な
さ
い
、
と
。

あ
と
は
、
お
腹
が
出
血
し
て
い
れ
ば
熱
が
あ
る
わ

け
だ
か
ら
、
そ
こ
は
生
姜
で
湿
布
し
て
里
芋
を
貼
り

な
さ
い
、
と
。
３
日
目
ま
で
は
葛
で
、
も
う
そ
の
間

に
血
は
止
ま

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
４
日
目
か
ら
玄
米

ク
リ
ー
ム
に
し
な
さ
い
、
と
言

っ
た
。
そ
れ
か
ら

一

週
間
、
胃
の
中
に
た
ま

っ
た
黒
い
血
が
ド
ロ
ッ
ド
ロ

ツ
と
、
ち
ょ
う
ど
ト
コ
ロ
テ
ン
み
た
い
に
出
て
く
る
。

お
尻
か
ら
も
出
て
く
る
。

七
日
目
の
朝
、
黄
色
い
便
が
出
は
じ
め
ま
し
た
、

と
報
告
が
あ

っ
た
。
葛
と
か
玄
米
ク
リ
ー
ム
が
や

っ

と
出
は
じ
め
た
わ
け
で
す
。

水
分
で
死
ぬ

そ
れ
か
ら
、
こ
う
い
う
失
敗
が
あ
り
ま
す
。
胃
や

腸
、
脳
な
ど
で
出
血
し
て
い
る
時
は
、
必
ず
唇
が
渇

い
て
き
ま
す
。
カ
ラ
カ
ラ
に
渇
い
て
い
る
ん
だ
け
れ

ど
も
、
そ
れ
を
そ
ば
の
人
が
水
分
を
や

っ
た
ら
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
か
ら
十
年
く
ら
い
前
、

あ
る
自
然
食
品
の
会
社
の
社
長
か
ら
電
話
が
あ

っ
て
、

婿
が
交
通
事
故
を
お
こ
し
て
昏
睡
状
態
だ
と
い
う
。

埼
玉
の
救
急
病
院
に
入

っ
て
い
る
、
と
。
し
か
も
四

日
前
だ
と
い
う
ん
で
す
。
そ
れ
が
夜
中
で
す
か
ら
朝

に
な

っ
て
行

っ
て
み
た
ら
死
ん
で
い
た
ん
で
す
。

方
々
か
ら
玄
米
の
古
手
が
大
勢
来
て
い
た
と
い
う

か
ら
何
を
や

っ
て
い
た
の
か
。
た
ま
た
ま
３
日
目
の

晩
に
行

っ
た
人
が
豆
腐
の
こ
と
を
知

っ
て
い
て
、
豆

腐
パ
ス
タ
ー
を
あ
て
た
ら
、
多
少
意
識
が
戻

っ
て
き

た
。
そ
こ
で
何
か
言

っ
た
の
を

「
の
ど
が
渇
い
た
」

と
聞
い
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
梅
生
番
を
飲
ま
せ
た

ら
、
も
の
す
ご
い
痛
み
が
き
て
、
う
な
り
な
が
ら
死

ん
で
い
っ
た
、
と
い
う
ん
で
す
。

日
が
渇
い
て
い
る
時
に
、
絶
対
に
飲
ま
せ
て
は
い

け
な
い
ん
で
す
。
じ
め
し
て
や
る
く
ら
い
で
す
。
逆

に
塩
気
を
与
え
て
や
る
ん
で
す
ｃ
唇
が
渇
く
と
い
う

の
は
、
ま
だ
ど
こ
か
で
出
血
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、

そ
れ
に
塩
気
を
入
れ
て
や
る
と
、
渇
い
て
い
た
唇
が

サ
ッ
と
う
る
お

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

脳
溢
血
か
脳
軟
化
か

も
う

一
つ
問
題
は
、
た
と
え
ば
風
呂
場
で
倒
れ
た
、

し
か
も
昏
睡
し
て
い
る
と
い
う
場
合
で
す
。
こ
の
場

合
、
病
名
が
は

っ
き
り
し
な
い
と
手
当
法
が
決
ま
ら

な
い
わ
け
で
す
。
脳
溢
血
な
の
か
、
脳
梗
塞
な
の
か
、

あ
る
い
は
湯
気
に
あ
た

っ
て
倒
れ
て
脳
震
盪
を
お
こ

し
て
い
る
の
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
口
に
入
れ

る
も
の
は
み
ん
な
違
い
ま
す
。

脳
溢
血
で
倒
れ
た
の
か
、
脳
軟
化
な
の
か
見
分
け

の
つ
か
な
い
人
が
多
い
ｃ
脳
溢
血
な
ら
血
が
頭

へ
行

っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
寝
か
せ
る
時
に
、
頭
を
高
く
し

て
寝
か
せ
れ
ば
い
い
。
と
こ
ろ
が
脳
軟
化
の
場
合
は

血
圧
が
低
い
た
め
に
脳
の
血
管
の
中
に
血
が
入

っ
て

″何
け
な
い
の
で
倒
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
こ
の
場
合

は
頭
に
血
を
持

っ
て
い
く
た
め
に
、
頭
を
低
く
し
て

足
を
高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

脳
溢
血
の
場
合
は
、
す
ぐ
頭
に
豆
腐
を
使
う
け
れ

ど
も
、
脳
軟
化
の
人
に
は
、
む
し
ろ
頭
に
血
を
持

っ

て
い
く
ん
だ
か
ら
、
ぬ
る
い
生
姜
の
お
湯
で
頭
を
洗

っ
て
、
温
め
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
も
、
あ
る
古
い
方
で
す
が
、
湯
殿
で
倒
れ
た
。

お
嫁
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ

っ
て
、
風
呂
の
横
で
ひ
っ

く
り
か
え

っ
て
、
名
前
を
呼
ん
で
も
返
事
し
ま
せ
ん
、

と
い
う
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
脳
震
盪
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、

冷
た
い
手
拭
い
を
し
ぼ

っ
て
頭

へ
乗
せ
て
お
け
ば
、

や
が
て
目
が
さ
め
る
だ
ろ
う
、
と
言

っ
た
ん
で
す
。

そ
し
た
ら

一
時
間
く
ら
い
し
て
ま
た
か
か

っ
て
き
た

か
ら
、
脳
震
盪
な
ら
も
う
治

っ
て
い
る
こ
ろ
だ
け
ど

ど
う
し
た
、
と
聞
い
た
ら
、
イ
ビ
キ
を
か
い
て
い
る
、

と
い
う
。
さ
あ
大
変
で
す
。

脳
溢
血
な
ら
頭
に
酸
化
し
た
血
が
上
が

っ
て
い
る

か
ら
足
が
冷
た
い
わ
け
で
す
。
脳
梗
塞
だ

っ
た
ら
足

は
そ
ん
な
に
冷
た
く
な
い
は
ず
で
す
。
お
嫁
さ
ん
に

聞
い
た
ら
、
足
は
温
か
い
と
い
う
か
ら
、
じ
ゃ
あ
脳

溢
血
で
な
い
の
か
な
、
と
思

っ
て
い
た
ら
、
そ
の
う

ち
に
息
子
さ
ん
が
帰

っ
て
き
た
と
い
う
か
ら
、
お
父

さ
ん
の
足
を
調
べ
て
く
れ
、
と
言

っ
た
ら
、
足
が
冷
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た
い
、
と
い
う
返
事
で
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
大
変
だ
、

脳
溢
血
だ
か
ら
、
す
ぐ
豆
腐
を
頭
に
貼
り
な
さ
い
、

と
言

っ
た
ん
で
す
。

豆
腐
は
１
時
間
以
上
も
た
な
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

脳
溢
血
の
場
合
は
、
い
か
に
熱
が
高
く
て
も
腋
の
下

で
計

っ
て
も
熱
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
豆
腐
を
貼
る
と

頭
の
中
の
熱
を
吸
い
出
す
か
ら
、
す
ぐ
に
ヌ
ル
ヌ
ル

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
豆
腐
が
黄
色
く
な

っ
て
き

て
変
な
臭
い
が
し
て
く
る
か
ら
、
最
初
の
う
ち
は
１０

分
お
き
く
ら
い
に
新
し
い
の
と
ど
ん
ど
ん
取
り
替
え

て
し
ま
う
ん
で
す
。

翌
日
、
１０
時
ご
ろ
、
そ
の
家
に
行

っ
た
ら
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
、
昏
睡
か
ら
目
が
さ
め
て
意
識
が
も
ど

っ
て
き
た
。
最
初
の
う
ち
は
よ
く
見
え
な
い
ん
で
す
。

赤
い
人
形
を
見
せ
て
、

「
見
え
ま
す
か
」
と
や

っ
た

ら
、

「
見
え
る
」
と
言
う
ん
で
す
。
そ
の
時
に
何
か

質
問
し
て
も
、
ま
だ
し
ゃ
べ
れ
な
い
で
す
。
最
初
は

言
語
障
害
が
あ

っ
て
、
ア
ー
ワ
ー
ワ
ー
と
言

っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
３
時
間
か
ら
４
時
間
た

っ
た
ら
、

も
う
は

っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
も
豆
腐
は

ど
ん
ど
ん
や

っ
て
い
ま
す
。

意
識
が
も
ど

っ
た
か
ら
、
日
か
ら
入
れ
て
い
る
の

は
玄
米
ス
ー
プ
だ
け
で
す
。
夕
方
に
な

っ
た
ら
、
も

う
し
ゃ
べ
り
方
は
は

っ
き
り
し
て
、
新
聞
で
も
何
で

も
は

っ
き
り
見
え
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、

一
週
間
だ

け
仕
事
を
休
み
な
さ
い
、
と
言

っ
た
ん
で
す
。
と
こ

ろ
が
３
日
目
に
な

っ
た
ら
、
も
う
元
気
に
な

っ
て
働

く
と
言

っ
て
い
る
と
い
っ
て
、
ま
た
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
。
仕
方
が
な
い
か
ら
、
奥
さ
ん
に
言

っ
て
、

奥
さ
ん
の
里
に
連
れ
て
行

っ
て
、

一
週
間
だ
け
休
ま

せ
て
静
か
に
玄
米
だ
け
食
べ
さ
せ
て
く
れ
、
と
言
っ

た
ん
で
す
。
そ
の
方
は
今
八
十
二
歳
で
す
。

ホ
ク

ロ
が
と
れ
る
時

そ
れ
か
ら

「
心
臓
が
苦
し
い
」
と
言

っ
て
く
る
人

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
陰
性
で
苦
し
い
の
か
陽

性
で
苦
し
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
と
困
る
。
陰
性
な

ら
塩
気
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
陽
性
な
ら

塩
気
を
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
な

っ
た
ら

な
か
な
か
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
普
通
、
心
臓
が

苦
し
い
と
い
う
と
、
た
い
て
い

「梅
生
番
」
を
や
る

け
れ
ど
も
、
私
自
体
、
こ
ん
な
経
験
を
し
た
ん
で
す
。

よ
く
望
診
を
講
義
す
る
け
れ
ど
も
、
よ
く
私
が
小

豆
大
の
ホ
ク
ロ
が
あ

っ
た
ら
命
取
り
の
病
気
に
な
る

と
言

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
私
も
肩
岬
骨
の
と
こ
ろ

に

一
つ
あ

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
風
呂
に
入

っ
た

ら
ポ

ロ
ツ
と
取
れ
た
ん
で
す
。
あ
あ
、
玄
米
四
十
年

や

っ
と
体
が
き
れ
い
に
な

っ
て
黒
血
が
取
れ
た
の
か
、

と
思

っ
た
ら
、
直
後
に
心
臓
が
鉄
の
板
で
つ
ぶ
さ
れ

る
く
ら
い
の
激
し
い
痛
み
が
来
た
。

私
な
ん
か
邪
食
し
て
な
い
か
ら
、
心
臓
病
で
死
ぬ

よ
う
な
痛
み
な
ん
て
な
い
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
。

普
通
な
ら
梅
生
番
を
飲
む
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を

作
り
に
台
所
に
行
く
力
も
な
い
ん
で
す
。
し
よ
う
が

な
い
か
ら
醤
油
の
中
に
番
茶
を
入
れ
て
飲
ん
で
み
た

け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
も
の
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ほ
ど
痛
い
。

考
え
た
ら
、
私
が
心
臓
病
に
な
る
わ
け
が
な
い
。

四
十
年
間
、
肉
も
魚
も
卵
も
食
べ
て
い
な
い
ん
だ
か

ら
。
今
、
日
本
で
は
心
臓
病
の
死
亡
率
は
第
２
位
で

す
。
十
五
万
人
死
ん
で
い
る
の
は
全
部
、
動
物
性
蛋

白
の
食
べ
過
ぎ
か
ら
来
て
い
る
わ
け
で
す
。
心
臓
の

回
り
の
筋
肉
に
血
液
を
送
る
た
め
の
冠
状
動
脈
に
肉

や
卵
を
食
べ
、
牛
乳
を
飲
ん
だ
人
は
、
白
い
ヌ
ル
ヌ

ル
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
、
こ
の
血
管
の
中
に
た
ま

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
左
の
背
中
か
ら
心
臓
に
か
け

て
、
つ
ぶ
れ
る
よ
う
な
痛
さ
が
き
て
、
そ
れ
で
つ
ま

つ
た
ら
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
。

そ
れ
は
、
こ
の
間
、
服
部
セ
イ
コ
ー
の
社
長
が
ゴ

ル
フ
の
最
中
に
発
作
が
き
て
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
そ

れ
か
ら
間
な
し
に
、
や
は
リ
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
の

社
長
が
死
ん
だ
。
そ
れ
で
企
業
ト
ッ
プ
の
死
と
い
う

こ
と
で
マ
ス
コ
ミ
が
騒
い
だ
け
れ
ど
も
、
日
本
の
心

臓
病
の
年
間
死
亡
者
は
十
五
万
人
で
す
。

し
か
も
、
彼
ら
は
会
社
に
専
属
の
医
者
が
い
て
、

定
期
的
に
検
査
を
し
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ん
か
も
や

っ

て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
七
、
八
年
前
か

ら
ジ

ョ
ギ
ン
グ

・
ブ
ー
ム
と
い
う
の
が
起
き
て
、
世

界
中
で
走
る
の
が
大
は
や
り
し
た
。
そ
れ
を
言
い
出

し
た
ァ
メ
リ
カ
の
お
医
者
さ
ん
が
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
最

中
に
コ
ロ
ッ
と
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
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確
か
に
運
動
す
れ
ば
血
液
循
環
は
よ
く
な
る
け
れ

ど
も
、
そ
れ
が
き
れ
い
な
血
だ

っ
た
ら
い
い
け
れ
ど
、

肉
を
食
べ
た
り
卵
を
食
べ
た
よ
う
な
汚
い
、
黒
い
血

を
速
く
回
し
た
ら
、
即
死
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
は
そ
う
い
う
悪
い
も
の
を
食
べ
て
い
な
い
。
も
し
、

そ
う
だ
と
す
る
と
、
私
が
い
つ
も
言

っ
て
い
る
こ
と

が
正
し
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

苦
闘
６
時
間

小
豆
大
の
ホ
ク
ロ
が
あ

っ
た
ら
、
そ
れ
は
黒
い
血

だ
か
ら
体
の
臓
器
の
中
に
は
、
そ
の
何
百
倍
か
の
黒

い
血
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
黒
血
が
暴
れ
出
し
た

時
に
は
命
取
り
の
病
気
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
よ

く
講
義
し
て
い
る
ん
で
す
。
言

っ
て
い
る
く
せ
に
、

ま
さ
か
自
分
の
場
合
に
そ
ん
な
黒
血
が
と
け
だ
し
た

と
は
思
わ
な
か

っ
た
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
気
が
つ
い
た
。
私
の
場
合
に
は
、
こ
れ
が

ド
ロ
ド
ロ
の
黒
血
だ
か
ら
、
そ
れ
が
濃
い
た
め
に
細

い
血
管
の
中
に
入
れ
な
い
。
そ
れ
で
心
臓
に
血
が
来

な
く
な
れ
ば
、
ど

っ
ち
み
ち
心
臓
は
縮
ま

っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
こ
れ
を
助
け
る
に
は
血
液
を
薄
く
す
る

も
の
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
椎
茸
の
大
袋
を
支

那
鍋
に
ぶ
ち
ま
け
て
出
し
を
取

っ
て
、
そ
れ
か
ら
風

呂
に
入

っ
て
大
根
湯
と
椎
茸
湯
の
が
ぶ
飲
み
を
や

っ

て
い
っ
た
。

そ
れ
で
２
時
間
の
間
は
も
の
す
ご
く
痛
か

っ
た
。

も
う
少
し
遅
れ
た
ら
死
ん
だ
で
し
ょ
う
。
２
時
間
目

に
心
臓
の
痛
み
が
取
れ
た
と
思

っ
た
ら
、
今
度
は
呼

吸
が
で
き
な
い
。
心
臓
の
血
は
み
ん
な
肺
に
行

っ
て

い
る
か
ら
肺
が
つ
ぶ
さ
れ
る
よ
う
な
痛
さ
で
す
。
こ

れ
も
生
ま
れ
て
初
め
て
で
す
。
こ
れ
が
２
時
間
。
呼

吸
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
喜
ん
で
い
た
ら
、
今
度

は
肺
か
ら
血
が
上
が

っ
て
き
て
、
鼻
か
ら
上
が
カ
チ

ン
カ
チ
ン
に
痛
い
。
腫
れ
た
痛
み
よ
り
も

っ
と
痛
い

で
す
。

も
う
大
根
湯
だ

っ
て
入
ら
な
い
。
飲
ま
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
も
う
二
杯
目
か
ら
は

あ
の
カ
ス
が
入
ら
な
い
。
悪
戦
苦
闘
６
時
間
で
す
。

そ
れ
で
よ
う
や

っ
と
の
思
い
で
、
こ
の
黒
血
を
腎
臓

へ
持

っ
て
い
っ
た
。

最
近
で
は
心
臓
が
苦
し
い
、
と
い
う
時
に
は
、
玄

米
を
食
べ
て
い
る
会
員
の
人
だ

っ
た
ら
、
梅
生
番
に

大
根
お
ろ
し
を
入
れ
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
を
言

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
普
通
の
邪
食
を
し
て
い
る
人

な
ら
梅
生
番
だ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
心
臓
が
苦
し
い
、
と
い
う
時
に
は
、

ど

っ
ち
の
場
合
で
も
心
臓
に
血
を
送
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
か
ら
、
心
臓
の
上
に
カ
ラ
シ
の
湿
布
を

す
る
と
い
い
。
カ
ラ
シ
だ
と
や
け
ど
を
す
る
よ
う
に

真

っ
赤
に
な
り
ま
す
。
赤
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
は

新
し
い
血
が
集
ま

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

は
ま
だ
カ
ラ
シ
を
使

っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。
大
根

お
ろ
し
を
使

っ
て
い
ま
す
。
体
に
油
を
ぬ

っ
て
、
そ

れ
か
ら
大
根
お
ろ
し
を
は
る
ん
で
す
。

〃
ハ
ブ
に
卵
醤
″
で
正
解
？

そ
れ
か
ら
、
こ
う
い
う
手
当
に
は

「
臨
機
応
変
」

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
は
、
桜
沢
先
生
が

亡
く
な
ら
れ
る
前
の
年
か
ら
、
最
後
の
Ｐ
Ｕ
学
校
、

Ｔ
Ｅ
Ｓ
と
い
う
の
を
や

っ
て
い
た
。
東
京
辺
の
人
は

塾
み
た
い
に
な

っ
て
い
て
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
く
ん

だ
け
れ
ど
も
、
地
方
の
人
は
会
費
を
払
う
と
、
時
々

問
題
が
送
ら
れ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
答
え
を
書

い
て
出
す
と

マ
ル
と
か
バ
ツ
と
か
が
つ
い
て
く
る
。

そ
の
こ
ろ
私
は
大
阪
に
い
た
ん
で
す
が
、
ひ
ん
ぴ

ん
と
し
て
電
話
が
か
か

っ
て
き
て
、
そ
れ
が
み
ん
な

同
じ
質
問
な
ん
で
す
。

「
ハ
ブ
に
か
ま
れ
た
ら
ど
う

す
る
か
」
と
。

「
卵
醤
を
の
め
ば
治
る
」
と
言

っ
て

や

っ
た
ら
み
ん
な
喜
ん
で
答
え
を
出
し
た
。
そ
し
た

ら
二
重
丸
を
も
ら

つ
た
と
い
う
。

そ
れ
で
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
に
、

「
だ
い
た
い
ハ
ブ
が
い
る
沖
縄
の
山
の
中
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
有
精
卵
が
あ

っ
て
醤
油
が
あ
る
の
か
？
」

と
聞
い
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
山
の
中
で
も
し

ハ
ブ

に
か
ま
れ
て
助
か
る
に
は
、
そ
ば
に
人
が
い
た
と
か
、

人
家
が
あ
る
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

っ
た

一
人
で
山
の
中
に
行

っ
て
ハ
ブ
に
か
ま
れ
た
ら
ど
う

す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

古
来
、
日
本
で
は
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
時
に
は
、

い
ち
ば
ん
渋
み
の
強
い
サ
ク
ラ
の
皮
を
使

っ
た
ん
で

す
。
日
本
中
ど
こ
で
も
サ
ク
ラ
の
木
が
あ

っ
た
か
ら
、
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サ
ク
ラ
の
木
の
皮
を
は
い
で
、
こ
れ
を
煮
出
し
て
飲

ん
で
、
そ
れ
で
み
ん
な
助
か

っ
た
わ
け
で
す
。
マ
ム

シ
だ
け
で
な
く
て
、
魚
の
中
毒
で
あ
れ
何
で
あ
れ
助

け
た
ん
で
す
。
要
す
る
に
、
少
し
苦
味
と
か
渋
味
の

あ
る
木
の
皮
で
す
。
そ
れ
を
煎
じ
て
、
さ
ら
に
そ
れ

に
塩
で
も
少
し
加
え
れ
ば
鬼
に
金
棒
で
す
。

臨
機
応
変
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
と

「
食
養
手

当
法
」
と
い
う
と
、

一
定
の
も
の
し
か
書
い
て
な
い

か
ら
、
大
根
な
ら
大
根
と
、
そ
れ
し
か
な
い
よ
う
に

思

っ
て
し
ま
う
。
突
発
で
ケ
ガ
し
た
り
病
気
に
な

っ

た
時
に
、
そ
こ
に
大
根
も
あ
る
、
醤
油
も
あ
る
、
ソ

バ
粉
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。
そ
れ

は
家
の
中
な
ら
あ
る
ん
で
す
。

道
を
歩
い
て
い
て
急
に
お
か
し
く
な

っ
た
と
い
う

時
に
、
近
所
に
家
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
頼
ん
で
台
所

に
あ
る
も
の
で
何
か
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
と
こ
ろ

が
近
所
に
人
家
の
な
い
と
こ
ろ
で
何
か
起
き
た
ら
ど

う
す
る
か
？
　
だ
か
ら
、
た
だ
手
当
法
を
丸
暗
記
し

た
だ
け
で
は
ダ
メ
な
場
合
が
あ
る
ん
で
す
。

ス
イ
カ
の
皮
を
あ
て
る

私
な
ん
か
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
な
病
気
を
し
た
こ

と
が
な
か

っ
た
ん
で
す
。

「痛
い
」
と
い
う
の
は
血

液
が
酸
化
し
て
、
そ
の
酸
化
し
た
血
液
が
ね
ば

っ
て

血
管
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
時
に
痛
み
を
感
じ
る
も
の
で

す
。
私
な
ん
か
変
な
も
の
を
食
べ
な
い
か
ら
痛
み
な

ん
て
知
ら
な
か

っ
た
の
に
、
た
ま
た
ま
去
年
、
私
の

長
女
が
夫
婦
で
や

っ
て
き
て
、
お
父
さ
ん
に
親
孝
行

し
た
い
か
ら
、
伊
豆
の
旅
館
を
取

っ
て
あ
る
か
ら
、

い
っ
し
ょ
に
海
水
浴
を
し
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
か
ら

感
心
し
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
行

っ
て
み
て
玄
米
が
出
る
の
か
と
思

っ
た
ら
、
普
通
の
食
事
が
出
た
。
招
待
し
て
お
い
て

玄
米
が
出
な
い
の
か
と
文
句
を
言

っ
た
ら
、
お
父
さ

ん
は
年
中
玄
米
を
食
べ
て
い
る
か
ら

一
曰
く
ら
い
邪

食
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
、
と
い
う
。
そ
れ
で
招
待

し
た
ん
だ
、
と
い
う
。
し
よ
う
が
な
い
、
旅
館
の
朝

と
い
う
と
、
ま
ず
卵
で
す
。　
一
個
だ
け
で
す
。
そ
し

て
海
に
行

っ
た
ら
、
た
ち
ま
ち
ク
ラ
ゲ
に
や
ら
れ
て

し
ま

っ
た
。

私
は
海
辺
育
ち
で
五
歳
く
ら
い
か
ら
海
に
入

っ
て

い
て
ク
ラ
ゲ
な
ん
か

一
回
も
さ
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

の
に
、
そ
の
時
は
海
に
入

っ
て
五
、
六
歩
行

っ
た
と

こ
ろ
で
で
す
。
こ
の
痛
さ
と
い
っ
た
ら
な
い
で
す
。

そ
の
場
に
倒
れ
て
し
ま

っ
た
。
水
際
ま
で

一
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
し
か
な
い
の
に
、
痛
く
三
戻
れ
な
い
ん
で

す
。
普
段
か
ら

「
動
物
性
を
入
れ
た
ら
右
の
足
を
や

ら
れ
る
」
と
言

っ
て
い
る
通
り
に
右
の
足
を
や
ら
れ

た
。

（笑
い
）
し
か
も
卵
は
い
ち
ば
ん
中
心
だ
、
と
。

そ
の
通
り
、
こ
こ
に
心
臓
の
ツ
ボ
が
あ
る
。
そ
こ
を

的
確
に
さ
さ
れ
た
。

そ
れ
で
よ
う
や
く
海
ぎ
わ
に
来
て
、
本
当
な
ら
芋

パ
ス
タ
ー
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
何
も
な

い
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
ス
イ
カ
の
皮
の
捨
て

た
の
が
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
ま
で
這

っ
て
い

く
の
が
大
変
で
す
。
や

っ
と
の
思
い
で
そ
れ
を
当
て

た
ら
娘
夫
婦
が
や

っ
て
き
て
、
お
父
さ
ん
、
ど
う
し

た
、
と
い
う
か
ら
、
こ
う
こ
う
だ
か
ら
家
に
帰
る
、

と
い
っ
て

一
度
も
海
水
浴
を
し
な
い
で
帰

っ
て
き
た

ん
で
す
。
完
全
に
治
る
の
に

一
日
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
は
ス
イ
カ
の
皮
と
、
あ
と
は
土
手
に
あ

る
水
気
の
あ
る
草
を
取

っ
て
も
ら

っ
て
芋
パ
ス
タ
ー

の
代
わ
り
に
貼

っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
時
に
は
、

臨
機
応
変
で
ス
イ
カ
の
皮
で
も
い
い
わ
け
で
す
。
痛

く
て
腫
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
酸
性
の
血
で
す
か

ら
、
こ
れ
を
ア
ル
カ
リ
の
も
の
で
吸
い
出
し
て
や
れ

ば
い
い
わ
け
で
す
ｏ

豆
腐
の
代
用
に
カ
ボ
チ
ャ

豆
腐
が
な
か

っ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
も

あ
る
わ
け
で
す
。
豆
腐
を
使
う
と
い
う
の
は
、
ほ
と

ん
ど
頭
の
病
気
で
す
。
脳
溢
血
、
そ
れ
か
ら
脳
膜
炎
、

最
近
多
い
髄
膜
炎
。
厚
生
省
が
全
国
の
子
供
た
ち
に

強
制
的
に
三
種
混
合
の
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
さ
せ
た
。

ず
い
ぶ
ん
こ
れ
で
死
ん
だ
の
も
い
る
。
一局
熱
が
出
て
、

い
わ
ゆ
る
脳
膜
炎
を
起
こ
し
て
し
ま
う
。
助
か

っ
て

も
、
そ
れ
が
原
因
で
バ
カ
に
な

っ
て
い
る
子
が
あ
る
。

脳
膜
炎
は
す
ご
い
熱
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
は
豆
腐

を
貼
れ
ば
い
い
け
れ
ど
も
、
豆
腐
が
な
か

っ
た
ら
ど

う
す
る
か
。
も
し
カ
ボ
チ
ャ
が
あ

っ
た
ら
代
用
に
な

り
ま
す
。
カ
ボ
チ
ャ
を
ふ
か
し
て
、
そ
れ
を

つ
ぶ
し
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て
頭
に
貼
り

つ
け
ま
す
。
夜
中
に
豆
腐
が
買
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
、
放

っ
て
お
い

た
ら
大
変
で
す
。
脳
膜
炎
を
起
こ
し
た
ら
時
間
の
間

題
で
す
か
ら
。

脳
溢
血
で
、
豆
腐
を
貼
る
の
が
遅
れ
た
だ
け
で
助

か
ら
な
い
場
合
が
結
構
あ
り
ま
す
ｃ
こ
れ
は
も
う
玄

米
歴
三
十
年
の
古
手
の
方
で
す
が
、
朝
方
、
湯
殿
で

倒
れ
た
。

「
オ
ー
モ
リ
…
…
」
と
言
い
か
け
て
、
そ

の
ま
ま
倒
れ
た
、
と
い
う
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

時
、
家
の
女
房
の
お
じ
い
さ
ん
が
前
立
腺
肥
大
で
尿

毒
症
を
起
こ
し
て
お
小
水
が
止
ま

っ
て
昏
睡
状
態
に

な

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
ち
ら
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
、
奥
さ
ん
に
、
豆
腐
を
ど
ん
ど
ん
貼
り
な

さ
い
よ
、
と
だ
け
言

っ
て
お
い
た
ん
で
す
。

夕
方
に
な

っ
て
、
娘
さ
ん
か
ら
電
話
が
か
か

っ
て

き
た
か
ら
、
も
う
治

っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
言

っ
た
ら
、

ま
だ
昏
睡
だ
と
い
う
。
豆
腐
な
ん
か
や

っ
て
い
な
い
、

と
い
う
。
た
だ
枕
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
敷
い
て
い
る
だ
け

だ
と
。
も
う
手
遅
れ
だ
ろ
う
、
と
言

っ
た
ん
で
す
。

朝
倒
れ
て
、
も
う
十
二
時
間
も
た

っ
て
い
る
。
今
か

ら
で
は
遅
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、

一
応
、
豆
腐

だ
け
は
貼
り
な
さ
い
、
と
言

っ
た
け
れ
ど
も
、
も
う

ダ
メ
で
す
。

脳
溢
血
で
ど
う
し
て
死
ぬ
か
と
い
う
と
、
痰
が
ゴ

ロ
ゴ

ロ
し
て
、
痰
で
気
管
を

つ
ま
ら
し
て
、
そ
れ
で

死
ん
で
し
ま
う
ん
で
す
。
舌
が
丸
ま

っ
て
、
自
分
で

窒
息
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
口
を
無
理
や
り
開
け

さ
せ
て
、
棒

に
ガ
ー
ゼ
を
か
ら
ま
せ
た
の
を
入
れ
て

や
る
ん
で
す

。
で
も

、
な
か
な
か
口
を
開
け
な

い
し

、

下
手
す
る
と
手
を
噛
ま
れ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、

倒
れ
た
直
後
か
ら
豆
腐
を
貼

っ
て
あ
れ
ば

、
ち

ゃ
ん

と
脳
が
命
令
し
て
、
こ
の
ヌ
ル
ヌ
ル
を
み
ん
な
吐

い

て
し
ま
う
。

ワ
ク
チ
ン
で
病
気

ば
い
菌
が
体
の
中
で
繁
殖
す
る
と
い
う
の
は
、
動

物
性
の
も
の
を
食
べ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
玄
米
と
野

菜
だ
け
の
体
の
中
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
も
ば
い
菌
も
繁

殖
で
き
な
い
。
よ
く
ワ
ク
チ
ン
、
ワ
ク
チ
ン
と
い
つ

て
、
厚
生
省
が
作
ら
せ
て
国
民
に
注
射
し
て
い
る
け

れ
ど
、
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
の
は
、
ば
い
菌
と
か
ウ
イ

ル
ス
を
培
養
す
る
ん
で
す
。
そ
の
エ
サ
は
卵
に
肉
汁

を
ま
ぜ
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
甘
い
果
汁
を
ま
ぜ
る
。

こ
う
い
う
も
の
の
中
で
ば
い
菌
を
培
養
す
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
を
日
常
食
べ
て
い
て
、

ば
い
菌
と
ウ
イ
ル
ス
の
病
気
を
治
す
な
ん
て
い
う
こ

と
は
絶
対
不
可
能
で
す
。
毎
年
毎
年
、
風
邪
の
予
防

に
ワ
ク
チ
ン
を
作

っ
て
対
策
だ
と
や

っ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
の
は
、
ば
い
菌
を
薄
め
て

作
る
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
ご
ろ
の
弱
い
子
供
は
ワ
ク

チ
ン
を
や

っ
た
だ
け
で
も
本
当
の
病
気
に
な

っ
て
し

ま
う
。
中
に
は
死
ん
で
し
ま
う
の
も
出
る
し
、
治

っ

た
と
思

っ
た
ら
熱
の
た
め
に
低
能
児
に
な

っ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
る
。

風
邪
の
場
合
は
日
本
の
医
師
会
が
怖
く
な

っ
て
、

強
制
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
三
種
混
合
も

同
じ
で
す
。
こ
れ
も
被
害
が
出
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ

は
厚
生
省
が
調
べ
た
の
じ
ゃ
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
調
べ

た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
こ
れ
も
強
制
し
な
い
こ
と
に

な

っ
た
。

要
す
る
に
、
百
年
前
の
理
論
を
そ
の
ま
ま
や

っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
せ

っ
か
く
ワ
ク
チ
ン
を
作

っ
て
や

っ
て
い
る
の
に
、
毎
年
流
感
が
大
は
や
り
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
理
論
が
無
効
だ
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

全
国
で
、
小
児

マ
ヒ
に
な

っ
て
い
る
人
が
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
病
院
で
も
、
こ
れ
を
治

す
方
法
は
な
い
わ
け
で
す
。
で
は
、
こ
の
原
因
は
と

い
え
ば
、
お
母
さ
ん
が
与
え
た
乳
の
中
に
動
物
性
の

血
か
ら
出
来
た
成
分
が
ま
じ

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
は
甘
い
も
の
が
入

っ
た
か
。

緊
急
に
動
物
性
で
手
当
て

私
は
純
正
菜
食
を
唱
え
て
、
動
物
性
は
い
ら
な
い

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
病
人
で
ど
う
し
て

も
摂
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
ん
で
す
。

そ
れ
は
便
利
で
す
か
ら
。
今

「塩
気
」
を
入
れ
な
け

れ
ば
患
者
が
死
ぬ
と
い
う
時
に
塩
水
を
飲
ま
せ
て
も

ダ
メ
で
す
。
塩
水
は
赤
血
球
の
中
に
は
入
ら
な
い
で
、

す
ぐ
腎
臓
に
行
っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
少
し
く
ら
い
血
液
が
汚
れ
て
も
、
ど
う

-22-



し
て
も
塩
気
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
時

に
は
使
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ガ

ン
の
末
期
で
す
。
こ

れ
は
完
全
に
塩
気
が
な
く
な

っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、

動
物
性
蛋
白
の
塩
気
の
つ
よ
い
の
を
食
べ
さ
せ
る
ん

で
す
。
食
べ
物
だ

っ
た
ら
、
そ
れ
は
血
に
な
る
ん
で

す
。動

物
性
蛋
白
の
中
で
い
ち
ば
ん
塩
気
が

つ
よ
い
と

い
う
の
は
、
海
の
カ
キ
で
す
。
こ
れ
は
、
結
核
患
者

が
寝
汗
を
か
い
て
血
液
か
ら
塩
気
が
な
く
な
る
と
、

非
常
に
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
寝
て
い
る
時
に
、

胸
か
ら
出
て
く
る
寝
汗
と
い
う
の
は
危
険
で
す
。
こ

う
い
う
時
に
、
心
臓
と
か
肺
に
集
ま
る
血
液
に
早
く

塩
気
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
う
い
う

時
に
は
カ
キ
を
フ
ラ
イ
に
し
て
摂
ら
せ
ま
す
。

ま
た
は
味
噌
煮
に
し
て
、
二
日
か
三
日
摂
れ
ば
、

カ
キ
と
い
う
の
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
い
ち
ば
ん
多
い
で

す
か
ら
、
す
ぐ
血
液
の
中
に
塩
気
が
入
り
ま
す
。
塩

気
が
な
い
か
ら
水
が
出
て
し
ま
う
ん
で
す
。
塩
気
が

陽
性
だ
か
ら
、
あ
る

一
定
量
の
水
を
保
持
し
て
い
る

ん
で
す
。
塩
気
が
な
く
な
る
と
、
水
を
保
持
で
き
な

い
か
ら
寝
汗
を
か
く
。
こ
れ
は
背
中
に
出
て
こ
な
い
。

陰
性
の
胸
に
出
て
く
る
。

背
中
に
出
る
汗
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
夏
の
暑

い
時
に
、
体
温
を
調
節
す
る
た
め
に
出
す
も
の
で
、

表
皮
に
出
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
手
の
ひ
ら
と
か
腋
の

下
と
か
、
寝
た
時
に
胸
に
出
る
汗
と
い
う
の
は
反
対

の
汗
で
す
。

こ
う
い
う
よ
う
に
、
普
段
は
摂
ら
な
く
て
も
、
手

当
法
と
し
て
、
急
に
塩
気
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、

ど
う
し
て
も
動
物
性
の
方
が
便
利
が
い
い
か
ら
使
い

ま
す
。
だ
か
ら
、

「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
動
物
性
を

摂
ら
な
い
な
ん
て
や

っ
て
い
る
と
、
そ
れ
で
ま
た
失

敗
し
て
し
ま
い
ま
す
。

私
が
動
物
性
で
使

っ
て
い
る
の
は
、
極
度
の
貧
血

が
起
き
た
時
に
、
鯉
こ
く
と
か
、
ガ
ン
の
場
合
の
増

血
法
と
し
て
は
、
ウ
ニ
を
使
い
ま
す
。
ウ
ニ
は
動
物

と
い
っ
て
も
、
動
物
ら
し
い
動
物
じ
ゃ
な
い
。

だ
か
ら
、
手
当
法
と
い
っ
て
も
、
な
る
べ
く
そ
う

い
う
も
の
を
使
わ
な
い
で
治
せ
れ
ば
い
い
け
れ
ど
、

ど
う
し
て
も
動
物
性
を
使
わ
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
ｏ
そ
う
い
う
特
殊
な
条
件
の
下

に
お
い
て
手
当
法
の
中
で
動
物
性
を
使
う
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
健
康
な
人
が
常
時
、
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
動
物
性
を
摂
る
と
い
う
の
は
害
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
言

っ
て
お
き
ま
す
ｏ

助
か
ら
な
い
人

だ
か
ら
、
失
敗
す
る
と
い
う
の
は
、
正
確
性
を
欠

い
た
人
で
す
。
実
際
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
も
病
気

が
治
せ
な
い
と
い
う
の
は
、
ま
ず
生
命
力
の
な
い
の

は
仕
方
が
な
い
。
手
遅
れ
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
あ

く
ま
で
も
高
圧
で
炊
い
た
玄
米
が
食
べ
ら
れ
る
ん
だ

っ
た
ら
、
ど
ん
な
病
気
で
も
助
か
る
。
問
題
は
、
食

欲
が
な
く
な

っ
て
、
玄
米
が
食

べ
ら
れ
な
い
と
い
う

人
は
、
な
か
な
か
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
す
。

ガ
ン
の
人
は
、
玄
米
は
い
や
だ
と
い
う
ん
で
す
。

次
に
は
お
粥
も
い
や
だ
と
言
い
出
す
。
玄
米
ク
リ
ー

ム
と
言

っ
た
ら
、
ク
リ
ー
ム
も
重
い
か
ら
い
や
だ
、

と
い
う
。
た
だ

「
冷
た
い
も
の
を
く
れ
、
冷
た
い
も

の
を
く
れ
」
と
い
う
ｏ
そ
の
状
態
だ

っ
た
ら
、
延
命

は
で
き
て
も
助
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
す
。

ヽ

次
は
正
確
性
の
な
い
人
。
病
人
の
場
合
、
ひ
と
口

百
回
噛
め
、
と
い
っ
て
も

ロ
ク
に
噛
ま
な
い
で
食
べ

て
し
ま
う
人
は
治
ら
な
い
。
で
も
、
軽
い
病
気
な
ら
、

そ
れ
で
も
治
る
け
れ
ど
、
非
常
に
重
い
病
気
だ

っ
た

ら
、
そ
う
い
う
食
べ
方
の
間
違
い
だ
け
で
も
危
険
な

状
態
に
な

っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
こ
と
は
言
え
ま
す
ｏ

お

粥

を

か

き

ま

わ

す

こ
れ
は
桜
沢
先
生
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
お
帰
り
に
な

っ
て
、
第

一
ホ
テ
ル
に
泊
ま

っ
て
い
る
時
に
、
お
粥

を
持

っ
て
き
な
さ
い
、
と
。
そ
の
時
に
、
Ｃ
Ｉ
の
会

員
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
親
子
が
い
た
ん
で
す
。
物
静

か
な
人
で
、
桜
沢
先
生
が
日
本
に
帰

っ
て
き
て
い
る

か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
を
し
た
い
、

と
い
う
時
に
、
桜
沢
先
生
が
お
粥
を
作

っ
て
持

っ
て

く
る
よ
う
に
言

っ
て
き
た
ｏ

と
こ
ろ
が
、
先
生
は
お
粥
の
フ
タ
を
開
け
る
や
否

や
怒
り
出
し
て
、
追
放
だ
！
　
と
や

っ
た
ん
で
す
。

当
時
、
日
本
Ｃ
Ｉ
の
事
務
所
は
麻
布
の
霞
町
に
あ

っ

て
、
私
が
行

っ
た
ら
、
親
子
し
て
泣
い
て
い
る
ん
で
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す
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て
叱
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
、

と
言
う
か
ら
、
お
粥
を
煮
て
い
て
途
中
で
鍋
の
フ
タ

を
開
け
た
で
し
ょ
う
、
と
。

「
開
け
ま
し
た
」
。
そ

れ
か
ら
、
箸
を
入
れ
て
か
き
ま
わ
し
た
で
し
ょ
う
、

と
Ｏ　
コ

一、
三
回
や
り
ま
し
た
」
。

そ
れ
を
桜
沢
先
生
は
見
破

っ
た
ん
だ
、
と
。
途
中

で
空
気
を
入
れ
た
ら
、
せ

っ
か
く
の
ア
ル
フ
ァ
ー
化

が
止
ま

っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
初
め
て
の
人
に
教

え
な
い
で
、
そ
れ
ま
で
要
求
す
る
の
は
ち

ょ
っ
と
無

理
で
し
ょ
う
。
た
し
か
に
、
重
病
人
に
は
大
問
題
で

す
。３０

分
の
コ
ッ
コ
ー

今
か
ら
二
十
五
、
六
年
前
に
熱
海
の
歯
科
医
師
会

長
の
お
子
さ
ん
の
脳
性
小
児

マ
ヒ
の
手
当
を
し
た
時

の
こ
と
で
す
。
二
月
間
、
四
十
度
の
熱
で
昏
睡
で
す
。

そ
の
子
が
何
も
日
か
ら
入
ら
な
い
、
と
い
う
か
ら
、

コ
ッ
コ
ー

〔穀
物
ミ
ル
ク
、
乳
粉
〕
く
ら
い
い
い
だ

ろ
う
、
と
思

っ
て
、
ち
ょ
う
ど
東
京
の
Ｍ
Ｉ
生
が
来

て
い
た
か
ら
、
コ
ツ
コ
ー
を
煮
て
く
れ
、
と
頼
ん
だ

ん
で
す
。

私
は
そ
の
子
の
熱
を
下
げ
る
の
に
、
頭
に
豆
腐
パ

ス
タ
ー
、
胸
に
芋
パ
ス
タ
ー
を
や
る
ん
で
大
変
で
す
。

そ
れ
で
、
そ
の
Ｍ
Ｉ
生
に
コ
ッ
コ
ー
を
持

っ
て
こ
い
、

と
言

っ
た
ん
で
す
。
こ
う
い
う
よ
う
に
昏
睡
中
に
何

か
飲
ま
せ
た
り
食
べ
さ
せ
た
り
し
た
ら
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
昏
睡
の
人
に
物
を
摂
ら
せ
る
に
は
、
顔
を

横
に
さ
せ
て
、
ガ
ー
ゼ
を
テ
ル
テ
ル
坊
主
の
よ
う
に

作

っ
て
、
こ
れ
に
ぬ

っ
て
日
の
中
に
入
れ
て
や
る
ん

で
す
。

本
人
が
上
を
向
い
て
い
る
の
に
や

っ
た
ら
、
こ
れ

で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
二
人
も
死
ん
だ
例
が
あ
り

ま
す
。
健
康
な
子
供
で
す
よ
。
日
か
ら
の
空
気
は
肺

へ
、
食
べ
物
や
飲
み
物
は
食
道

へ
と
私
た
ち
は
無
意

識
の
う
ち
に
振
り
わ
け
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
、

上
か
ら
水
分
が
た
え
ま
な
く
入

っ
て
き
た
ら
、
肺
は

空
気
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
弁
が
開
く
。

そ
れ
で
窒
息
し
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ま
し
て
昏
睡
し
て
い
る
人
は
意
識
が
な
い
で
す
か

ら
、
必
ず
顔
を
横
に
さ
せ
て
や
り
ま
す
。
い
く
ら
昏

睡
し
て
い
て
も
、
飲
も
う
と
す
る
時
に
は
ゴ
ク
ン
と

や
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
場
合
は
気
管
支
に
は
入

っ
て

い
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
そ
の
子
に
薄
い
コ
ッ
コ
ー
を
や

っ
て
み

た
ら
、
下
痢
を
し
て
し
ま
う
。
そ
の
下
痢
便
を
調
べ

た
ら
、
コ
ツ
コ
ー
の
粒
が
そ
の
ま
ま
出
て
い
る
。
そ

れ
で
、
そ
の
Ｍ
Ｉ
生
に
、
コ
ッ
コ
ー
を
ど
の
く
ら
い

煮
た
ん
だ
、
と
聞
い
た
ら

「
二
十
分
だ
」
と
い
う
。

常
識
で
考
え
て
み
ろ
、
と
。
生
の
玄
米
を
高
圧
で
炊

い
て
も

一
時
間
か
か
る
わ
け
で
す
。
コ
ッ
コ
ー
と
い

う
の
は
、
玄
米
の
粉
を
炒

っ
て
あ

っ
て
、
生
米
よ
り

も

っ
と
陽
性
に
な

っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
三
十
分

く
ら
い
で
ア
ル
フ
ア
ー
化
す
る
わ
け
が
な
い
。

だ
か
ら
、
三
十
分
く
ら
い
し
か
煮
な
い
コ
ッ
コ
ー

で
は
、
便
の
中
に
コ
ッ
コ
ー
の
粒
子
が
そ
の
ま
ま
出

て
い
る
。
そ
れ
で
桜
沢
先
生
が
か
き
ま
ぜ
た
お
粥
を

持

っ
て
き
た
娘
さ
ん
に
怒

っ
た
訳
が
分
か

っ
た
ん
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
重
症
者
で
な
け
れ
ば
い
い
ん

だ
け
れ
ど
、
本
当
の
末
期
の
患
者
だ
と
、
腸
壁
が
ビ

ラ
ビ
ラ
に
薄
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
絨
毛
の
と
こ
ろ

に
完
全
に
ア
ル
フ
ア
ー
化
し
た
糊
状
の
も
の
を
く

っ

つ
け
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
、

そ
の
ま
ま
下
に
落
ち
て
し
ま
う
。

こ
の
辺
に
な

っ
て
く
る
と
、
真
心
の
問
題
で
す
。

形
式
的
に
、
あ
あ
乳
粉
を
飲
ま
せ
れ
ば
い
い
ん
だ
、

と
い
つ
た
く
ら
い
の
や
り
方
で
は
ダ
メ
で
す
。
少
な

く
と
も
三
時
間
か
ら
四
時
間
、
ト
ロ
火
で
煮
込
ん
だ

コ
ッ
コ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
こ
う

い
う
よ
う
に
、
食
品
の
調
理
法
の
間
違
い
の
問
題
も

あ
る
わ
け
で
す
。

宿
命
論
が
蹴
飛
ば
せ
る
か

私
は
、
こ
の
食
養
と
い
う
も
の
で
人
生
の
宿
命
論

と
い
う
も
の
を
蹴
飛
ば
せ
る
と
思

っ
た
ん
で
す
。
な

ぜ
人
間
と
い
う
の
は
人
生
の
出
発
点
で
デ

コ
ボ
コ
が

あ
る
の
か
。
貧
乏
の
家
に
生
ま
れ
た
と
か
、
金
持
ち

の
家
に
生
ま
れ
た
と
か
い
う
の
は
、
た
い
し
た
問
題

で
は
な
い
。

し
か
し
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
体
が
弱
か
っ
た
り
、

し
か
も
女
の
子
の
場
合
、
ス
タ
イ
ル
も
悪
い
、
顔
も

オ
カ
メ
で
頭
も
悪
い
と
な
っ
た
ら
、
い
か
に
努
力
し
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て
も
陽
の
当
た
る
場
所
に
出
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
こ

う
い
う
人
は
、
そ
れ
で
は
宿
命
論
と
い
う
も
の
を
是

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
な
ら
、
教
育

も
何
も
い
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
が
、
玄
米
と
い
う
も
の
が
あ

っ
て
、
こ
れ

で
健
康
状
態
も
是
正
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
現
実
、
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
ぶ

つ
か

っ
て
み
る
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
先
天
的
な

小
児

マ
ヒ
の
子
と
か
、
日
の
な
い
子
と
か
、
そ
う
い

う
子
供
は
い
か
に
玄
米
を
や

っ
た

っ
て
正
常
に
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
い
う
子
供
た
ち
は
、
や

は
り
宿
命
論
の
中
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
と
。

あ
る
日
、
桜
沢
先
生
が
私
に

「
大
森
君
、
何
か
悩

み
が
あ
る
か
」
と
聞
く
か
ら
、
自
分
に
関
し
て
は
何

も
な
い
、
と
言

っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
た
と
え
ば

小
児

マ
ヒ
の
子
供

一
人
を
自
分
が

つ
き

っ
き
り
で
も
、

一
人
の
子
を
治
す
に
も
自
分
の

一
生
が
か
か
る
。
と

こ
ろ
が
、
世
の
中
に
は
小
児

マ
ヒ
の
子
だ
け
じ
ゃ
な

い
、
精
薄
児
だ
け
で
も
何
十
万
と
い
る
ん
で
す
か
ら
、

そ
の
子
た
ち
に
説
い
て
治
し
て
や
る
と
な

っ
た
ら
、

自
分
の
生
涯
で
は
出
来
な
い
。
そ
れ
が
私
の
悩
み
だ
、

と
言

っ
た
と
こ
ろ
が
、
先
生
は

「
大
森
君
、
病
人
は

治
し
て
は
い
け
な
い
ん
だ
よ
」
と
。
な
ぜ
、
あ
あ
い

う
病
人
が
で
き
た
か
と
い
っ
た
ら
、
母
親
と
父
親
を

反
省
さ
せ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
そ

の
病
人
を
簡
単
に
治
し
て
は
い
け
な
い
ん
だ
よ
、
と
。

「
ど
う
だ
、
も
う
悩
み
は
な
く
な

っ
た
か
」
と
言
わ

れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
簡
単
に
割
り
切
れ
な
い
で
す

け
れ
ど
。

け
れ
ど
、
小
児

マ
ヒ
の
子
供
は
何
も
悩
ん
で
い
な

い
ん
で
す
。
近
江
学
園
の
子
供
た
ち
も
ほ
が
ら
か
で

何
も
悩
み
は
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
を
産
ん
だ
親
た
ち

は
、
そ
の
子
供
が
い
る
か
ぎ
り
悩
ん
で
い
る
わ
け
で

す
。
た
だ
悩
ん
だ
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
な
ぜ
、
そ

う
い
う
子
供
を
産
ん
だ
か
、
と
、
食
べ
物
の
間
違
い

に
ま
で
気
が

つ
け
ば
い
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
な
か
な

か
、
そ
う
い
う
親
は
少
な
い
。

塩
気
を
入
れ
る
か
抜
く
か

一
応
、
本
に
あ
る
手
当
法
を
よ
く
読
ん
で
や
れ
ば
、

そ
う
大
き
な
間
違
い
は
な
い
わ
け
で
す
。

一
番
の
間

題
は
陰
性
か
陽
性
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
当
を

言

っ
た
ら
、
塩
気
を
入
れ
る
か
、
塩
気
を
抜
く
か
、

と
い
う
二
つ
だ
け
な
ん
で
す
。
こ
れ
だ
け
は
自
分
で

勉
強
す
る
以
外
に
な
い
で
す
。
　
　
　

　
　

（終
）

〔文
責
／
編
集
部
。
こ
の
講
義
録
は
２
月
号
か
ら
の

続
き
で
す
が
、
講
義
の
す
べ
て
で
は
な
く
要
旨
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
〕

好評。/ 正食医学の圧縮震密講義録

食物 による健康法・ 健康相談
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■『GOレター』特別掲載

最大の

わが冒険 00

桜 沢 如 一

●

一
九
五
六

。
二

・
一
六
　
１
０
４
９
信

０
，

①
「∽
　
●
ヨ
一∽
　
０
０
く
一コ
　
Φ
　́
ン
Ｃ
∞
Ｃ
∽
´
一コ
　
０
　
「
∞
「
一∽

ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
の
決
闘
は
終

っ
た
。
来
一
一十
三
日
出
発
―
二
四
日
ア
ル
ジ

エ

ー
ル
、
二
五
よ
り

一
週
間

ぎ
品
お

市

ｒ
ａ
？
お

（「
じ
・コ
ｘ
ふ
）
に
滞
在
、

後

マ
ル
セ
イ
ユ

「
］

マ
レ
シ
ャ
ル

フ
オ
シ
ュ
２

〓
銘

「
〓
２

氏
方
に

一
週
間

泊
ま
り
、
三
月
十

一
日
頃
パ
リ
着
の
予
定
。
急
用
次
の
通
り

１
　
一
月
十
五
日

〓
匡
①
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
に
仏
文
原
稿

「東
洋
の
医
学
」
と
手
紙

を
送

っ
た
が
返
事
が
な
い
。
こ
ち
ら
の
要
求
の
返
事
は
次
の
通
り

２

こ
の
原
稿
の
仏
文
を
完
全
な
仏
文
に
直
す
人
を
発
見
す
る
事

大
至
急
。

（条
件
次
の
通
り
）

３

仝
発
行
者
を
見

つ
け
る
事

（条
件
下
記
）

４

Ａ
条
件

仏
文
訂
正
者
に
は

（十
版

一
万
部
ま
で
）
印
税
の
５０
％
を
あ
げ

る
。
８
ｏ
法
売
り
と
し
て
３０
万
法
の

一
割
の
半
分

即
ち

一
万
五
千
法
位
。
私
は

少
く
と
も

一
万
売
る
自
信
あ
り
。

Ｂ

印
刷
費

一
切
又
は
半
分
小
生
負
担
し
て
よ
し
。
そ
の
額
に
相
当
す
る

だ
け
原
価
で
本
を
も
ら
え
ば
よ
ろ
し
い
。
印
税
は
最
低

一
〇
％
。

Ｃ

発
行
は
ゼ
ヒ
共
大
至
急
の
事
。

《前
の
東
洋
医
学

（鍼
）
の
発
行
者

『
轟
Ｒ
３
の
で
も
ょ
し
。
ナ
ル
ベ
ク
マ
８
８

ｃ
二
お
あ
〓
出
お

の
ク
セ
ジ

ュ
文

庫
に
入
れ
た
い
。》

５

右
引
受
交
渉
し
て
く
れ
る
か
否
か
折
返
し
ス
グ
返
の
事
。
以
上
。

然
る
に

一
カ
月
半
を
経
た
る
今
日
尚
受
取
り
さ
え
こ
な
い
。
至
急
し
ら
べ
て

善
処
し
て
ほ
し
い
。

何
分
返
事
を
上
記
ル
ド
ウ
イ
ク
氏
方
え
ス
グ
ほ
し
い
。

イ
ョ
ノ
ヽ
二
十
年
プ
リ
で
パ
リ
に
帰
る
日
が
近
い
。

私
は
ラ
イ
よ
り
恐
し
い
熱
帯
性
急
性
潰
瘍
に
全
身
を
や
ら
れ
、
Ｓ
博
士
か
ら

即
日

（
二
月
二
日
）
欧
州
え
出
発
し
て
静
養
す
る
コ
ト
を
す

ゝ
め
ら
れ
る
程
の

窮
地
に
陥
入
り
全
身
こ
れ
ウ
ミ
、
こ
れ
血
、
悪
臭

ハ
ナ
を

つ
く
死
病
と
斗

っ
た
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が
、
全
く
正
食
の
み
で
辛
く
も
脱
出
し
た
。
モ
ー
熱
帯
で
最
も
恐
る
べ
き
疾
病

も
征
服
し
た
。
サ
ス
ガ
Ｓ
博
士
も
あ
き
れ
て
モ
ノ
が
云
え
ず
、
二
人
の
斗
い
は

私
の
勝
ち
に
な
っ
た
。
ク
ワ
シ
イ
報
告
百
枚
は
サ
ー
ナ
に
出
す
。

一
日
も
早
く
右
の
本
を
出
版
し
た
い
。
君
た
ち
の
同
志
の
手
で
何
と
か
な
る

モ
ノ
な
ら
し
て
ほ
し
い
。
で
き
ね
バ
私
が
つ
い
た
ら
ス
グ
定
め
る
が
、
仏
文
訂

正
だ
け
は

一
カ
月
位
で
終

っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
に
で
も

十
分
で
き
る
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。
右
取
急
ぎ

●
１
０
５
０
信

０
，

Φ
「
∽
　
〓
一０
コ
一ｏ

全
く

＞
牢

『
８
君
①
の
不
親
切
に
は
驚
い
た
。
ゼ
ヒ
共
本
社
か
ら
釈
明
と
謝

罪
書
を
と

っ
て
ほ
し
い
。
キ

ッ
プ
ま
だ
入
手
し
な
い
が
、
来
２３
日
出
発
、
翌
日

ア
ル
ゼ
リ
ヤ
で

一
泊
、
〔略
〕

マ
ル
セ
イ
ユ
市

〔略
〕
に

一
週
間
滞
在
の
上
パ
リ

に
入
る
。
小
生
は

一
月
十
四
日
か
ら
、
ラ
イ
以
上
に
恐
ろ
し
い
、
ア
フ
リ
カ
で

最
も
恐
る
べ
き
熱
帯
性
急
性
潰
瘍
に
全
身
を
や
ら
れ
、
お
ど
ろ
い
た
Ｓ
博
士
か

ら

「
こ
れ
は
ゼ

ッ
タ
イ
治
せ
な
い
。
た
ゞ
欧
州
の
気
候
の
み
が
治
す
モ
ノ
だ
。

ス
グ
出
発
せ
よ
」
と
二
月
二
日
に
固
く
断
言
さ
れ
た
。
私
は
正
食
だ
け
で
キ
レ

イ
に
そ
れ
を

一
週
間
で
治
し
た
。
そ
れ
を
十
四
日
に
見
せ
る
と
Ｓ
博
士
も
た
ゞ

「
ウ
ー
ム
」
と
云

っ
た
き
り
で
コ
ト
バ
が
な
か

っ
た
。
こ
れ
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

王
者
Ｓ
Ｄ■
は
完
全
に
私
に
負
け
た
の
だ
。

と
は
云
え

一
月
十
四
日
以
来
、

一
カ
月
間
、
全
身
十
数
力
所
の
大
潰
瘍

（
５０

剛
×
７０

皿
大
）
と
百
以
上
の
小
潰
瘍
で
、
血

マ
ミ
レ
、
ウ
ミ
ま
み
れ
、
ハ
ナ
を

つ
ん
ざ
く
悪
臭
に
包
ま
れ
、
幾
日
、
幾
夜
か
イ
タ
ミ
の
た
め
眠
ら
れ
ず
、
正
食

の
材
料
も
な
い
条
件
下
で
苦
斗
し
た
凄
惨
な
状
況
は
百
数
十
枚
の
報
告
と
し
て

サ
ー
ナ
に
送

っ
た
。
ク
ワ
シ
イ
事
は
ソ
レ
を
見
て
く
れ
給
え
。
そ
ち
ら
か
ら
送

っ
て
く
れ
た
ミ
ソ
、
玄
米
の
効
が
大
い
に
あ
る
。
感
謝
す
る
。　
公
一月
二
日
入

手
―
↓

Ｓ
Ｄｒ
と
の
決
斗
は
結
局
、
東
西
思
想
の
根
本
的
相
違
―
―
即
ち
白
人
絶
対
優

越
感
、
万
事
を
Ｏ
Ｋ
し
受
入
れ
、
帽
子
、
洋
服
、
ク
ツ
か
ら
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

コ
カ
コ
ラ
、
肉
食
、
コ
ー
ヒ
ー
さ
て
は
ギ
ャ
ン
グ
ま
で
取
入
れ
た
日
本
人
と
、

往
来
約

一
世
紀
何
モ
ノ
を
も
東
洋
か
ら
取
り
入
れ
な
い
白
人
世
界
の
優
越
感
―

―
キ

ツ
プ
リ
ン
グ
の

「
東
は
東
、
西
は
西
」
の
城
砦
に
肉
迫
し
た
赤
手
空
拳
の

Ｐ
Ｕ
人
と
白
人
王
者
と
の
決
斗
だ

っ
た
。

ク
ワ
シ
イ
事
は
Ｓ
で
見
て
ほ
し
い
。

く
目

ａ
無

〓
Ｒ
８
〓
の

「８
ａ
∽
簿

＞
屋
＆

（英
文
は
オ
ソ
ラ
ク

「８
０
８
∽

”
己

∽
８
″
」
？
）
ゼ
ヒ

一
読
の
事
。

別
便
で
Ｓ
博
士
の
本
五
六
送

っ
た
。

ト
マ
レ
、
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
を
救
出
す
る
方
法
は

（原
理
も
）
確
立
し
た
。

ラ
イ
、
カ
ン
ト
ン
〔嵌
頓
〕
ヘ
ル
ニ
ヤ
、
喘
息
、
フ
イ
ラ
リ
ヤ
（象
皮
病
）
、
熱
帯

性
潰
瘍
は
ミ
ナ
正
食
だ
け
で
治
る
事
を
身
を
も

っ
て
私
は
示
し
た
。
Ｓ
博
士
に

対
す
る
黒
人
の
呪
諷
は
意
外
な
モ
ノ
で
、
カ
レ
ラ
は
Ｓ
博
士
を
悪

マ
と
呼
ん
で

い
る
。
Ｐ
Ｕ
と
正
食
、
自
然
医
学
を
も

っ
て
全
ア
フ
リ
カ
人
を
救
う
運
動
の
決

死
隊
が
青
年
黒
人
牧
師
Ｓ
オ
ヴ
オ
ー
ン
他
十
数
名
を
も

っ
て
組
織
さ
れ
た
。
私

の
名
は
モ
ー
、
仏
領
ア
フ
リ
カ
全
土
に
な
り
ひ
ゞ
い
て
い
る
と
云
う
。
数
百
キ

ロ
の
土
地
か
ら

ハ
ル
バ
ル
と
カ
ヌ
ー
で
私
の
診
療
を
求
め
て
く
る
人
々
は
百
五

十
人
を
下
ら
な
い
。
ダ
レ
か
Ｐ
Ｕ
人
が
き
て
や
る
べ
き
だ
。
私
の
ア
フ
リ
カ
遠

征
は
予
想
外
の
成
功
を
収
め
た
。
そ
の
代
り
私
は
全
身
こ
れ
創
痰
の
死
に
損
い

だ
。

●
１
０
５
１
信

ミ
ス

・
エ
マ
え
の
手
紙

十
七
日
に
は
病
人
の
た
め
に
、
十
八
日
に
は
ヒ
コ
ー
キ
の
都
合
で
出
発
で
き

な
い
の
が
分

っ
た
の
で
、
荷
物
の
セ
イ
リ
が
す
む
と
私
は
エ
マ
さ
ん
に
手
紙
を

か
い
た
。

「
私
は
ソ
ン
ナ
病
気
を

一
度
も
し
た
コ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
云
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っ
た

エ
マ
さ
ん
だ
が
、　
Ｔ
月
末
に
大
病
を
し
て
ス
ッ
カ
リ
や
せ
て
い
た
。
そ
し

て
二
月
三
日
に
ア
ル
ザ
ス
に
帰
る
の
だ
と
サ
モ
う
れ
し
相
に
云

っ
て
い
た
。
Ｓ

博
士
式
の
用
心
予
防
で
熱
帯
性
潰
瘍
に
は
や
ら
れ
な
い
が
、
長
年
の
邪
食

（砂

糖
、
ク
ダ
モ
ノ
、
肉
食
、
ノ
ミ
ス
ギ
）
で
心
臓
は
ス
ッ
カ
リ
や
ら
れ
て
い
る
し
、

足
は
ネ
リ
マ
大
根
の
様
な
ズ
ン
ド
オ
に
な

っ
て
い
る
。
た
ゞ
生

つ
き

（
ア
ル
ザ

ス
生
れ
）
、
母
親
か
ら
も
ら

っ
た
極
陽
性
体
質

（あ

ゝ
そ
の
目
の
小
さ
ゝ
、
唇

の
ウ
ス
サ
ー
）
で
ツ
イ
ニ
こ
の
ア
フ
リ
カ
で
二
十
年
は
た
ら
け
た
の
だ
。

エ
マ
さ
ん
は
極
▲
性
で
ト
シ
子
そ

っ
く
り
、
マ
チ
ル
ド
さ
ん
は
極
▽
で
森
山

さ
ん
ソ
ッ
ク
リ
。
Ｓ
博
士
の
不
在
中
、
た
ゞ

一
人
で

一
切
を
処
理
し
て
ゆ
く

エ

マ
さ
ん
の
テ
キ
パ
キ
ブ
リ
を
私
は
深
く
感
嘆
し
て
眺
め
た
モ
ノ
だ
。

エ
マ
さ
ん
―
―

私
共
の
出
発
は

一
週
間
の
び
ま
し
た
。
二
十
三
日
の
ヒ
コ
ー
キ
に
定
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
こ
の
際
改
め
て
モ
ー

一
度
ア
ナ
タ
に
感
謝
の
意
を
こ
め
て
こ
の

手
紙
を
送
り
ま
す
。
ア
ナ
タ
の
親
切
は
私
た
ち
が

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
ヨ
キ
思

い
出
を
沢
山
与
え
ま
し
た
。

し
か
し
何
と
云

っ
て
も
ア
ナ
タ
や
Ｓ
博
士
に
私
の
主
張
が
ヨ
ク
分

っ
て
も
ら

え
ず
に
、
私
共
が
ア
ナ
タ
方
に
お
別
れ
を
告
げ
る
コ
ト
は
残
念
千
万
で
す
。
二

カ
月
も
か
ゝ
っ
て
書
き
上
げ
た
私
の
本
や
、
ア
ナ
タ
方
の
目
の
前
で
奇
蹟
の
様

に
私
が
治
し
た
病
人
も
タ
ク
サ
ン
あ
る
の
に
。

私
は
ア
ソ
ビ
に
来
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
こ
の
美
し
い
オ
ゴ
ウ
エ
河
や
ミ
ド

リ
に
も
ゆ
る
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
見
に
来
た
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
百
万
円
の
金
を

か
け
、
多
く
の
危
険
と
困
難
を
き
り
ぬ
け
、
私
共
が
や

っ
て
き
た
の
は
、
こ
の

世
界
で
最
も
オ
ソ
ロ
シ
イ
熱
帯
の
ア
ラ
ユ
ル
病
気
か
ら
全
て
の
黒
人
を

一
度
で

永
久
に
救
い
出
す
た
め
に
、
薬
も
手
術
も
用
い
な
い
イ
ト
モ
便
利
な
方
法
を
教

え
る
コ
ト
で
ア
ナ
タ
方
の
努
力
に
御
手
助
け
を
す
る
た
め
に
来
た
の
で
す
。
そ

し
て
こ
の
四
カ
月
で
私
は
私
が
全
く
正
し
か

っ
た
コ
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

私
の
医
学
の
原
理
と
方
法
が
全
く
正
し
か

っ
た
コ
ト
を
私
は
十
分
証
明
し
ま

し
た
。
私
は
オ
ソ
ロ
シ
イ
熱
帯
性
の
ア
ラ
ユ
ル
病
気
、
フ
イ
ラ
リ
ヤ
や
ラ
イ
や
、

喘
息
や
歩
行
不
能
の
病
人
を
タ
ク
サ
ン
治
し
ま
し
た
。
私
自
身
の
フ
イ
ラ
リ
ヤ

や
潰
瘍
を
も
。
私
は
フ
イ
ラ
リ
ヤ
や
熱
帯
性
潰
瘍
に
や
ら
れ
た
コ
ト
を
大

へ
ん

ア
リ
ガ
タ
ク
思

っ
て
い
ま
す
。
ナ
ゼ
ナ
ラ
私
は
実
地
に
身
を
も

っ
て
、
そ
れ
ら

の
苦
痛
の
イ
カ
ニ
深
刻
で
あ
る
か
を
味
い
、
そ
の
上

ソ
レ
ラ
を
見
事
に
短
時
日

に
私
独
特
の
方
法
で
治
し
て
見
せ
る
コ
ト
が
で
き
た
の
で
す
か
ら
。

モ
チ
ロ
ン
あ
な
た
は
私
の
が

「
マ
ダ
完
全
に
治

っ
て
い
な
い
」
と
断
言
さ
れ

ま
し
た
。
ソ
レ
は
ホ
ン
ト
ー
で
す
。
し
か
し
ア
ナ
タ
は

一
月
十
五
日
以
来
、
私

が
う
ご
け
な
く
な
り
、
全
身
血
と
ウ
ミ
と

ハ
ナ
を

つ
ん
ざ
く
悪
臭
に
包
ま
れ
て

苦
し
み
の
ド
ン
底
で
呻
吟
し
て
い
た
コ
ト
を
御
存
じ
な
い
の
で
す
。
二
月
二
日

に
Ｓ
博
士
が
ワ
ザ
ノ
ヽ
お
見
舞
に
来
て
下
さ

っ
て
、
何
回
も
ノ
ヽ
、
ク
リ
返
し

ノ
ヽ

「
こ
れ
は
ゼ
ッ
タ
イ
治
ら
な
い
、

一
刻
も
早
く
欧
州
え
逃
げ
る
コ
ト
だ
」

「
ス
グ
出
発
せ
よ
」
と
云
わ
れ
た
時
、
実
は
モ
１
６０
％
も
治

っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
で
私
は
ハ
ッ
キ
リ

「
ノ
オ
、
私
は
私
の
方
法
で
コ
レ
を
こ
ゝ
で
治
し
て
見

せ
ま
す
」
と
お
答
え
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
七
日
後
に
は
９５
％
治

っ
た
の
で
す
。

モ
チ
ロ
ン
小
さ
い
新
し
い
オ
デ
キ
が
少
し
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
モ
ー

大
戦
後
の
ク
ス
プ
リ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
大
火
事
の
消
え
た
ア
ト
の
ホ
ト
ボ
リ
で

す
。私

の
発
見
し
た
の
は
熱
帯
の
ア
ラ
ユ
ル
病
気
を
治
す
原
理
と
方
法
、

一
生
免

疫
性
を
得
る
方
法
で
す
。
私
の
は
ア
ナ
タ
方
の
と
は
ち
が

っ
て
自
然
の

一
生
の

免
疫
性
の
獲
得
な
の
で
、

一
時
的
な
ム
リ
ナ
症
候
の
ボ
ク
滅
で
は
な
い
の
で
す
。

ナ
ル
ホ
ド
あ
な
た
方
の
云
わ
れ
る
様
に
ハ
ダ
シ
を
厳
し
く
禁
じ
、
長
ク
ツ
下

を
は
き
、
ク
ツ
を
は
き
、
キ
ニ
ー
ネ
を
と
り
、
ア
ラ
ユ
ル
薬
物
を
そ
な
え
て
身

を
守
る
事
は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ソ
レ
は
第

一
全
黒
人
に
出
来
な
い
事
で
す
。

第
二
、
ソ
レ
は
ア
ナ
タ
方
が
恐
怖
を
も

っ
て
い
る
と
云
う
コ
ト
の
証
明
で
す
。

そ
し
て
恐
怖
を
も

っ
て
い
る
と
云
う
コ
ト
は
ア
ナ
タ
方
が
真
の
ク
リ
ス
ト
精
神

の
信
を
も

っ
て
い
な
い
と
云
う
コ
ト
で
す
。
第
二
、

「
敵
を
愛
せ
よ
」
と
云
う
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キ
リ
ス
ト
の
精
神
に
反
し
ま
す
。
ア
ナ
タ
が
欧
州
え
逃
げ
て
帰
る
コ
ト
は
敵
を

愛
す
る
の
で
な
く
、
見
す
て
た
コ
ト
に
な
り
ま
す
。
第
四
、
敵
を
愛
せ
よ
、
と

云
う
の
は
万
物

（
タ
ト
エ
い
か
に
憎
々
し
く
見
え
て
も
）
が
我
々
の
た
め
に
創

造
さ
れ
た
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
モ
ノ
で
あ
る
と
云
う
世
界
観
に
徹
し
た
表
現

で
あ
る
、
と
云
う
コ
ト
を
深
く
考
え
る
べ
き
で
す
。

し
か
し

「
東
は
東
、
西
は
西
」
で
す
か
？
　
ア
ナ
タ
方
は
対
立
す
る
二
元
の

戦
い
を
ド
ー
シ
テ
お
さ
け
に
な
る
つ
も
り
で
す
。
こ
の
世
界
の
二
元
性
を

一
元

平
和
統

一
に
す
る
モ
ノ
は

一
元
の
無
双
原
理
、
実
用
弁
証
法
し
か
な
い
の
で
す
。

私
は

「
東
は
西
、
西
は
東
」
、
「
始
め
は
終
り
」

「
善
こ
そ
悪
」

「
悪
こ
そ
善
」

と
云
う
の
で
す
。
善
を
強
調
し
て
悪
を

一
掃
す
る
の
は
男
を
、
或
は
始
め
を
、

或
は
表
を
強
調
し
て
女
を
、
終
り
を
、

「
ウ
ラ
」
を
否
定
す
る
コ
ト
で
す
。
不

可
能
で
す
。

「
生
命
の
畏
敬
」
は
全
て
の
、
大
自
然
の
、
あ
る
が
ま

ゝ
の
肯
定
で
し
ょ
う
。

ミ
ジ
ン
ほ
ど
の
否
定
も
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
か
く
て
こ
そ
始
め

て

「
敵
―
対
立
者
を
こ
そ
愛
せ
よ
」
、
味
方
や
友
を
愛
す
る
コ
ト
は
オ
セ
ン
チ

で
あ
る
、
と
云
う
意
味
が
分
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
全
て
を
う
け
入
れ
る
モ

ノ
で
す
。
ス
ベ
テ
の
対
立
を
相
補
不
可
欠
性
と
し
て
愛
す
る
モ
ノ
で
す
。

所
詮
、
私
た
ち
が
今
お
別
れ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
世
界
観
の
問
題

で
す
。

一
切
の
肯
定
か
、
否
定
か
の
チ
ガ
イ
で
す
。
私
た
ち
は
電
灯
か
ら
ヒ
コ

ー
キ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
か
ら
コ
カ
コ
ラ
、
三
Ｓ
主
義
か
ら
ギ
ャ
ン
グ
ま
で

一
切

の
舶
来
モ
ノ
を
双
手
を
上
げ
て
歓
迎
し
ま
し
た
。
し
か
し
白
人
世
界
は
こ
の
数

世
紀
来
の
東
西
交
通
に
も
拘
ら
ず
、
東
洋
の
思
想
は
何

一
つ
う
け
入
れ
て
い
な

い
の
で
す
。
こ
ん
ど
の
私
の
訪
間
は
ソ
ノ
西
欧
世
界
の
思
想
的
鎖
国
主
義
を
打

破
す
る
た
め
の
最
初
の
冒
険
だ

っ
た
の
で
す
。

い
つ
か
お
分
り
に
な
る
日
が
来
る
の
を
望
み
つ
ゝ
、
且

つ
知
り
ぬ
い
て
い
る

が
故
に
、
私
は
心
を
こ
め
て
、
私
の
敬
愛
す
る
あ
な
た
に
心
か
ら
ゴ
ア
イ
サ
ツ

を
送
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（以
上
）

二
月
十
八
日
―
―
今
日
私
は
非
常
に
身
体
が
軽
快
に
な

っ
て
き
た
。
モ
ー
二

週
間
来
、
朝
の
お
茶
、
ヒ
ル
御
飯
だ
け
で
正
食
を
や

っ
て
い
る
結
果
だ
。

（数

日
来
玄
米
が
手
に
入

っ
た
の
だ
。
モ
ミ
を
ド
ウ
ー
メ
ル
ク
校
長
が
ラ
ン
バ
レ
ー

ネ
で
見

つ
け
て
下
さ

っ
た
。
ソ
レ
を
学
園
の
生
徒
た
ち
が
ウ
ス
で
つ
い
て
、
モ

ミ
を

一
粒
／
ヽ
と
り
去

っ
て
く
れ
る
。
大
し
た
労
働
だ
）
黒
人
ア
フ
リ
カ
正
食

健
康
運
動
の
決
死
隊
青
年
牧
師
オ
ヴ
オ
ー
ン
君
が
昨
夜
お
そ
く
ワ
ザ
／
ヽ
私
の

出
発
の
た
め
に
旅
か
ら
帰

っ
て
来
て
、
今
朝
早
く
か
ら
将
来
の
計
画
を
話
し
あ

っ
た
。
私
の
英
文
の
モ
ノ
、
仏
文
の
本
を
ミ
ナ
訳
出
し
た
い
と
云
う
願
い
を
も

っ
て
い
る
。
ま
ず
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
デ

ン
シ
イ
を
輸
入
し
て
売
出
す
計
画
を
た

て
た
。
熱
帯
性
潰
瘍
、
ラ
イ
、
フ
イ
ラ
リ
ヤ
の
食
療
品
を
輸
入
し
た
り
、
製
造

し
た
り
す
る
案
も
出
来
た
。
そ
の
中

コ
ッ
コ
オ
も
ヤ
ン
ノ
オ
も
、
香
蓮
も
…
…

と
云
う
夢
だ
。

か
く
て
私
は
ア
フ
リ
カ
ー
ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
を
、
満
腔
の
希
望
を
も

っ
て
去
る

の
だ
―
―

●

一
九
五
六

・
二

・
一
九
　
１
０
５
３
信

秩
序
な
き
生
活

―
―
ア
ラ
ュ
ル
不
幸
と
病
気
の
第

一
段
階
―
―

私
は
ア
ラ
ユ
ル
病
気
と
不
幸
の
発
生
の
第

一
段
階
を

「
秩
序
な
き
生
活
」
と

し
て
、
諸
君
に
示
し
た
。
ツ
マ
リ
き
ち
ん
と
し
た
、
キ
レ
イ
ナ
日
常
生
活
こ
そ

幸
せ

（無
限
の
自
由
、
永
遠
の
幸
福
、
絶
対
の
正
義
、
つ
ま
り
自
由
人
）
の
根

底
で
あ
る
と
断
言
し
た
の
だ
。

今
そ
の
大
き
な
実
例
を
君
は
Ｍ
Ｉ
に
見
る
事
が
出
来
る
。
ヴ
イ
ク
ト
ー
ル
ら

に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
Ｍ
Ｉ
台
所
―
―
生
命
の
薬
局
の
秩
序
の
な
さ
で
あ
る
。

そ
れ
は
実
に
オ
ド
ロ
ク
ベ
キ
モ
ノ
で
、
米
ビ
ツ
に
虫
が
わ
い
て
お
り
、
米
は
死

ん
だ
モ
ノ
が
つ
ま

っ
て
い
た
、
と
云
う
。
私
は
コ
レ
を
き
い
て
、
コ
レ
あ
る
か

な
、
と
思

っ
た
。
そ
れ
は
今
台
所
生
命
の
薬
局
に
は
た
ら
い
て
い
る
女
性
―
―
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キ
ョ
子
、
ク
ロ
ー
デ

ッ
ト
、
ポ
リ
ー
ヌ
、
チ
ル
ド
等
々
。
さ
て
は
そ
の
一則
の
プ

ラ
ン
タ
ン
、
シ
モ
ー
ヌ
の
如
き
秩
序
と
云
う
モ
ノ
を
全
く
知
ら
な
い
人
々
で
あ

２つ
。元

来
、
私
の
持
論
で
は
Ｗ
部
隊
卒
業
生
で
な
い
限
り
生
命
の
薬
局
に
は
入
れ

な
い
事
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
る
に
コ
レ
ラ
の
人
々
は
ミ
ナ
卒
業
せ
ず
に
も
ぐ

り
込
ん
だ
人
々
で
あ
る
。
禅
宗
の
典
座
と

一
つ
で
、
Ｍ
Ｉ
の
台
所
は
Ｍ
Ｉ
の
中

で
も
最
も
大
切
な
部
で
あ
る
。
こ
の
秩
序
を
破

っ
た
の
は
理
事
で
あ
る
。
今
ク

レ
マ
ン
が
覚
醒
し
て
く
れ
た
か
ら
コ
レ
カ
ラ
は
よ
く
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
オ
ソ

ロ
シ
イ
事
で
あ
る
。

日
常
生
活
に
さ
え
秩
序

（
キ

マ
リ
）
の
な
い
ダ
ラ
シ
の
な
い
が
、
ド
ー
シ
テ

人
生
に
、

一
生
に
、
家
庭
に
、
社
会
に
、
世
界
に
秩
序
を

つ
け
る
事
が
で
き
よ

う
側
　̈
ソ
ン
ナ
人
々
の
料
理
が
ド
ー
シ
テ
幸
福
な
人
々
を
創
造
で
き
る
ハ
ズ
が

な
い
で
は
な
い
か
？
　
こ
ゝ
に
Ｍ
Ｉ
丸
難
航
の
原
因
の

一
つ
が
あ
る
。
抽
出
し

や
押
入
れ
に
さ
え
キ
チ
ン
と
し
た
秩
序
を

つ
け
る
コ
ト
の
で
き
な
い
人
が
、
ド

ー
シ
テ
頭
の
中
に
、
思
想
に
、
秩
序
を
た
も

つ
コ
ト
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
不
可

能
だ
。
モ
チ
ロ
ン
そ
ん
な
人
々
は
家
庭
生
活
に
お
い
て
も
、
社
会
生
活
に
も
秩

序
を

つ
け
る
コ
ト
は
で
き
な
い
。

だ
か
ら
台
所
に
秩
序

（キ
チ
ン
と
し
た
、
キ
レ
イ
ナ
、
厳
め
し
い
、
犯
す

コ

ト
の
で
き
な
い
秩
序
）
の
な
い
家
か
ら
自
由
人
は
出
な
い
。
つ
ま
り
台
所
に
秩

序
を

つ
け
る
女
性

（母
、
妻
）
の
い
な
い
家
か
ら
自
由
人
は
出
る

ハ
ズ
が
な
い

と
云
う
の
だ
。
つ
ま
り
Ｐ
Ｕ
人
は
台
所
で
創
ら
れ
る
の
だ
。
Ｍ
Ｉ
に
秩
序
が
な

い
の
は
台
所
に
秩
序

（
シ
マ
リ
、
順
序
）
が
な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
台
所
に

秩
序
の
あ
る
生
活
を
創
り
出
し
た
女
性
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
幼
い
頃
か
ら

毎
日
自
分
の
オ
モ
チ
ャ
の
仕
末

（秩
序
）
を

つ
け
る
習
慣
を
も
た
ず
に
育

っ
た

人
々
で
あ
る
。

Ｍ
Ｉ
の
台
所
の
秩
序
の
な
さ
は
当
然
で
あ
る
。
秩
序
と
云
う
モ
ノ
を

つ
け
る

コ
ト
な
し
に
育

っ
た
人
々
ば
か
り
巣
く

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
第

一
が
キ
ヨ
子

で
あ
る
。
彼
女
は
私
の
出
発
以
来

一
度
も
タ
ダ
ノ

一
度
も
私
に
手
紙
を
か
い
た

コ
ト
が
な
い
。
理
事
長
ク
レ
マ
ン
を
助
け
る
と
云
う
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
又

出
発
前
に
ヒ
ド
ク
私
に
た
し
な
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
返
答
も
せ
ず
に
二
年
半

を
す
ご
し
て
い
る
と
云
う
、
世
に
も
不
可
解
な
奇
怪
な
女
性
で
あ
る
。
ク
ロ
ー

デ

ツ
ト
と
き
た
ら
、
オ
ソ
ラ
ク
Ｍ
Ｉ
中
で
、
否
世
界
中
で
最
も
悲
惨
な
半
生
を
、

そ
の
秩
序
な
さ
の
故
に
送
り
な
が
ら
、
マ
ダ
ロ
の
さ
め
な
い
不
幸
な
女
で
あ
る
。

ポ
リ
ー
ヌ
の
不
確
定
性

（
一
生
の
方
針
を
さ
え
始
終
グ
ラ
ノ
ヽ
さ
せ
て
い
る
）
、

Ｃ
の
グ
ラ
シ
ナ
サ
ー
…
も
う

ハ
ナ
つ
ま
み
モ
ノ
で
あ
る
。
シ
モ
ー
ヌ
は
自
分
の

一
生
の
不
幸
、
そ
の
子
供
た
ち
の
不
幸
を
目
の
前
に
み
な
が
ら
ま
だ
日
の
秩
序
、

行
動
の
秩
序
、

一
生
の
方
針
の
グ
ラ
ツ
キ
を
訂
正
し
よ
う
と
し
な
い
人
。
Ｐ
に

至

っ
て
は
数
々
の
秩
序
破
り
の
大
罪
を
犯
し

つ
ゝ
、
今
尚
ソ
レ
を
改
め
な
い
と

云
う
悲
し
い
女
…
…

お
シ
マ
姉
様
の
い
た
頃
の
台
所
は
キ
レ
イ
だ

っ
た
。
み
ち
子
も
秩
序
は
つ
け

た
。

（
ト
シ
子
は
別
だ
が
）

Ｍ
Ｉ
に
秩
序
が
な
い
の
は
悲
し
い
コ
ト
だ
。
秩
序
を

つ
け
る
モ
ノ
だ
け
が
自

由
人
に
な
れ
る
の
だ
が
、
コ
ン
ナ
人
々
の
み
が
台
所
に
い
る
と
云
う
コ
ト
は
悲

し
い
コ
ト
だ
。
世
界
の
秩
序

（平
和
と
統

一
）
を
宇
宙
の
秩
序
に
よ

っ
て
つ
け

る
事
を
ネ
ラ
イ
と
す
る
世
界
唯

一
の
家
に
秩
序
が
な
い
と
は
、
何
と
云
う
悲
し

い
、
コ
ッ
ケ
イ
ナ
、
ナ
サ
ケ
ナ
イ
事
だ
ろ
う
。
そ
の
原
因
が
コ
ン
ナ
女
性
た
ち

バ
カ
リ
が
、
台
所
に
か
く
れ
、
巣
く

っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
。
ク
レ
マ
ン
の
新

し
い
計
画
と

一
大
決
心
と
を
切
望
す
る
。

●

一
九
五
六

・
二

・
二

一　

１
０
５
４
信

出
　
発

―
―
戦
い
は
終
り
ぬ
―
―

イ
ヨ
／
ヽ
明
後
日
私
た
ち
は
ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら
と
び
立

つ
。

行
手
は
戦
火
の
巷
ア
ル
ゼ
リ
ヤ
、
ア
フ
リ
カ
の
北
端
―
―

つ
ま
り
私
た
ち
は
赤

-30-



道
ア
フ
リ
カ
か
ら
北
え

一
直
線
に
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
飛
び
こ
え
る
の
だ
。
恐
し
い

フ
イ
ラ
リ
ヤ
も
熱
帯
性
潰
瘍
も
征
服
し
た
し
、
カ
ラ
ダ
の
調
子
も
出
て
来
た
し
、

百
年
プ
リ
の
寒
さ
と
云
う
欧
州
え
向

っ
て
と
び
立
つ
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
身

も
心
も
軽
い
。

戦

い
は
終

っ
た
―

私
の
人
生
に
お
け
る
最
大
の
冒
険
―
―

シ
ュ
ワ
イ
ツ
エ
ル
博
士
と
の
対
決
は
、

東
西
思
想
の
対
立
と
云
う
地
上
最
大
の
問
題
に
な

っ
て
遠
い
地
平
線

一
ぱ
い
に

拡
が

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
六
十
日
の
断
食
の
後
で
、
フ
イ
ラ
リ
ヤ
、
潰
瘍
、
尿

道
炎
等
の
恐
し
い
病
状
を
た
ゞ
食
事
だ
け
で
退
治
る
と
云
う
冒
険
は
、
私
の

一

生
に
お
け
る
全
く
大
き
な
放
れ
業
で
あ

っ
た
。

そ
れ
も
終

っ
た
。
見
事
に
私
は
切
り
ぬ
け
た
。
不
自
由
と
云
う
よ
り
、
手
も

足
も
し
ば
ら
れ
た
ま
ゝ
、
大
激
流
に
な
げ
こ
ま
れ
た
様
な
危
難
か
ら
、
私
は
脱

出
し
た
。

見
よ
、
私
の
全
身
の
潰
瘍
の
ア
ト
を
Ｉ
　
Ｓ
博
士
を
戦
慄
さ
せ
た
潰
瘍
と
フ

イ
ラ
リ
ヤ
の
治

っ
た
ア
ト
を
＝

私
は
こ
の
生
理
学
的
、
生
物
学
的
大
冒
険
の
情
報
を
、
医
学
を
や
ら
な
い
諸

君
に
ク
ワ
シ
ク
、
ハ
ツ
キ
リ
印
象
ず
け
る
コ
ト
に
失
敗
し
た
か
と
思
う
。
ソ
レ

は
ホ
ン
ト
ー
ニ
身
の
毛
も
よ
立

つ
様
な
、
危
険
き
わ
ま
る
、
苦
し
い
モ
ノ
だ

っ

た
。
諸
君
に
私
は
お
願
い
す
る
、
モ
ー

一
度

ユ
ッ
ク
リ

「
赤
道
ア
フ
リ
カ
横
断

記
」
と

「砂
ノ
ミ
と
熱
帯
性
潰
瘍
」
と
そ
の
附
記
や
後
記
を
よ
み
返
し
て
ほ
し

い
。
君
を
私
の
立
場
に
お
い
て
。

そ
し
て

『
熱
帯
に
来
る
人
は
最
も
△
性
の
体
質
を
も
っ
た
人
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
』
と
云
う
オ
ド
ロ
ク
ベ
キ
結
論
を
ジ
ッ
ク
リ
か
み
し
め
て
ほ
し
い
。
冷

帯
や
寒
帯
に
行
く
人
が
ゼ

ッ
タ
イ
極
陽
性
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
コ
ト
は
云
う

ま
で
も
な
い
。
だ
か
ら
モ
ー
私
た
ち
は
絶
対
に
▲
性
に
な
ら
な
く
て
は
こ
の
地

上
で
無
限
の
自
由
、
永
遠
の
幸
せ
、
絶
対
の
正
義
を
身
に
つ
け
た
自
由
人
に
な

る
コ
ト
は
ゼ

ッ
タ
イ
で
き
な
い
の
だ
、
と
云
う
コ
ト
を
十
三
分
に
認
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
諸
君
は
私
が
長
い
間
体
質
の
△
性
化
と
砂
糖
の
害
毒
を

説
い
て
き
た
コ
ト
が
正
し
か

っ
た
コ
ト
を
真
に
領
解
さ
れ
た
ゞ
ろ
う
。
生
野
菜
、

ク
ダ
モ
ノ
の
如
き
を
主
張
す
る
対
症
療
法
的
見
地
か
ら
私
の
大
乗
的
な
健
康
法

を
云
々
す
る
コ
ト
は
全
く
見
当

ハ
ズ
レ
で
あ
る
。

ト
マ
レ
、
私
は
出
発
す
る
。
極
陽
の
ア
ル
ゼ
リ
ヤ
え
―
　
そ
し
て
欧
州
え
―

何
が
私
を
ま

っ
て
い
る
か
？
　
ア
リ
エ
ガ
タ
サ
＝

●

一
九
五
六

・
二

・
二

一　

１
０
５
５
信

シ
ュ
ワ
イ
ツ
ェ
ル
研
究
の
資
料

①
ア
フ
リ
カ
物
語

こ
れ
は
Ｓ
博
士
の

「
未
開
人
の
心
理
」
に
対
す
る
理
解
の
な
さ
を
示
す
本
で
、

Ｓ
博
士
の
犯
罪
兇
状
を
示
す

「
ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
通
信
」
同
様
ト
テ
モ
お
も
し
ろ

い
。
こ
の
本
の
批
判
を
か
く
ヒ
マ
が
今
の
私
に
は
な
い
。
今
私
は
出
発
準
備
で

せ
わ
し
い
の
だ
。
し
か
し
私
の

「
未
開
人
の
精
神
」
を
よ
ん
だ
人
々
は
こ
の
本

の
各
頁
毎
に
、
Ｓ
博
士
が
レ
ヴ
イ

・
ブ
リ

ュ
ー
ル
同
様
の
気
の
毒
な
ゴ
カ
イ
、

無
理
解
、
大
恥
さ
ら
し
を
示
し
て
い
る
の
を
見
て
快
哉
を
叫
ぶ
だ
ろ
う
。
コ
ト

ニ
Ｓ
博
士
の
は
レ
ヴ
イ

ｏ
ブ
リ

ュ
ー
ル
と
ち
が

っ
て
、
自
ら
の
体
験
が
い
く

つ

か
入

っ
て
い
る
か
ら

一
ソ
オ
お
も
し
ろ
い
。
そ
の
上
、
こ
れ
を
よ
む
と
、
私
た

ち
の
会
合
に
お
い
て
Ｓ
博
士
が
と

っ
た
、
不
可
解
な
ほ
ど
の
ゴ
ー
マ
ン
さ
の
理

由
が
そ
の
判
断
力
に
あ
る
コ
ト
が
よ
く
分
る
。

こ
の
本
を
よ
ん
で
君
が
、
Ｓ
博
士
や
レ
ヴ
イ

・
ブ
リ

ュ
ー
ル
の
如
き
西
欧
哲

学
界
の
最
高
峯
の
人
々
に
さ
え
、
殆
ど
ゼ

ッ
タ
イ
不
治
と
思
わ
れ
る
精
神
的
色

盲
が
カ
ク
モ
た
く
さ
ん
あ
る
コ
ト
を
各
頁
に
発
見
し
な
い
な
ら
君
は
ス
デ

ニ
、

欧
米
化
さ
れ
た
人
間
で
あ
り
、
東
洋
の
深
い
思
想
の
分
ら
な
い
人
で
あ
る
と
云

う
コ
ト
を
深
く
猛
省
す
べ
き
で
あ
る
。
君
が
ソ
ン
ナ
人
の
仲
間
で
な
い
事
を
示

す
た
め
に
、
こ
の
本
を
よ
ん
だ
ら
、
そ
の
中
の

一
つ
の
タ
ブ
ー
、
又
は

一
つ
の

土
人
の
迷
信
に
対
す
る
君
の
正
解
を
ゼ
ヒ
か
い
て
送
り
給
え
―
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②
世
紀
の
人
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ェ
ル

こ
れ
は
Ｓ
博
士
を
知
る
の
に

一
番
手
頃
の
本
で
あ
る
。
マ
ジ
メ
ナ
人
々
数
人

の
共
著
。

③
文
化
の
没
落
と
再
建

こ
れ
は
Ｓ
博
士
が

一
九
二
三

（
四
八
才
）
頃
に
出
さ
れ
た
本
で
、
執
筆
は
そ

の
数
年
前
の
モ
ノ
。
こ
の
本
で
博
士
の
こ
の
世
で
の
最
高
の
要
請
が
ヨ
ク
分
る
。

四
〇
才
位
で
こ
ん
な
本
を
か
い
た
、
と
云
う
コ
ト
が

一
つ
の
驚
異
で
あ
る
。
し

か
し
残
念
な

コ
ト
は
ソ
レ
が

一
つ
の
要
望
に
終

っ
て
い
る
コ
ト
、
そ
の
後
カ
レ

に
思
想
的
展
開
が
な
い
コ
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
オ
モ
シ
ロ
イ
事
は
、
そ
の
要
請

『
世
界
と
生
命
を
肯
定
す
る
世
界
観
の
確
立
』
を
実
現
し
た
の
が
Ｐ
Ｕ
で
あ
る

コ
ト
だ
。
こ
れ
で
諸
君
は
、
Ｓ
博
士
、
世
界
最
高
の
哲
学
者
、
思
想
家
と
云
わ

れ
る
人
の
要
請
が
、
切
望
が
、
最
大
の
ユ
メ
が
Ｐ
Ｕ
で
ぁ
る
と
云
う
事
実
を
知

っ
て
イ
タ
ク
心
を
打
た
れ
、　
一
種
の
戦
慄
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
な
け
れ
ば

君
は
モ
ー
Ｐ
Ｕ
の
本
を
、

コ
ン
パ
や
セ
カ
イ
セ
イ
フ
を
よ
む
資
格
を
も

っ
て
い

な
い
人
間
で
あ
る
コ
ト
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
小
さ
い
本
だ
か
ら
ゼ
ヒ

一
読
す

べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
Ｓ
氏
が
、
そ
の
切
望
す
る
世
界
観
に
全
く
色
盲
で
あ
る
と
云

う
事
実
は

一
つ
の
フ
シ
ギ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
は
ゼ
ヒ

「
未
開
人
の
精
神
」

と
併
せ
て
よ
む

コ
ト
を
お
す

ゝ
め
す
る
。
こ
れ
が
西
欧
最
高
の
思
想
な
の
だ
。

こ
れ
が
現
代
最
大
の
人
な
の
だ
＝
　
こ
の
本
の
ヒ
ハ
ン
が
私
の
「東
洋
の
医
学
」

で
あ
る
。

④
少
年
時
代
の
思
い
出

こ
れ
は
Ｓ
博
士
の
少
年
時
代
の
思
い
出
で
あ
る
が
、
マ
コ
ト
ニ
お
ど
ろ
く
べ

き
モ
ノ
で
あ
る
。
こ
ん
な
カ
シ
コ
イ
、
思
想
の
あ
る
少
年
を
造
る
生
活
の
条
件

と
、
そ
し
て
こ
の
少
年
が
ナ
ゼ
四
〇
才
位
で
そ
の
鋭
い
洞
察
力
と
思
考
力
の
発

育
を
止
め
て
し
ま

っ
た
か
、
の
条
件
を
こ
の
本
か
ら
君
が
よ
み
と
る
な
ら
、
君

は
大
き
な
収
穫
を
す
る
だ
ろ
う
。

（以
上
四
冊
、
新
教
出
版
）

附
記
―
Ｉ

Ｓ
博
士
は
倫
理
的
世
界
観
を

一
刻
も
早
く
確
立
し
て
全
人
類
と
そ

の
文
化
の
没
落
を
救
わ
ね
バ
な
ら
な
い
と
強
調
す
る
人
で
あ
る
。

倫
理
が
判
断
力
に
お
い
て
ド
ン
ナ
位
置
を
し
め
て
い
る
か
、
世
界

観
Ｐ
Ｕ
が
ド
レ
ホ
ド
便
利
な
道
具
で
あ
る
か
、
ソ
レ
を
イ
カ
ニ
多

く
の
偉
大
な
人
々
が
要
望
し
て
い
る
か
を
、
君
は
Ｓ
博
士
を
研
究

す
る
コ
ト
に
よ

っ
て
発
見
す
る
べ
き
だ
。

●

一
九
五
六

・
二

・
二
三

ｏ
Ｓ
Ｒ
午
前
２
時
〕

１
０
５
８
信

Ｃ
校
正
係
は
モ
ー
ゼ

ッ
タ
イ
御
免
ノ

①
丸
山
兄
―
Ｉ
Ⅱ
‐
１６
付
う
れ
し
く
拝
見
、
早
く

「
東
洋
の
医
学
」
を
見
て
ほ

し
い
。
数
時
間
後
に
イ
ヨ
ノ
ヽ

こ
の
ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
を
出
発
す
る
―
―
多
く
の

思
い
出
を
抱
い
て
、
痕
跡
だ
ら
け
の
カ
ラ
ダ
を
ひ
っ
下
げ
て
、
ア
ル
ジ

エ
リ
ヤ

の
戦
火
の
中
え
―

②
牧
幸
男
兄
―
―
五
年
の
時
の
詩
、
オ
モ
シ
ロ
ク
拝
見
、
ユ
メ
の
モ
チ
の
完
成

は
実
に
ア
リ
ガ
タ
イ
、
早
く

一
つ
頂
き
た
い
、
父
上
の
健
康
を
祈
る
。

③
Ｓ

一
月
号
入
手
、
誤
植
の
益
々
ハ
ゲ
シ
イ
の
に
は
呆
然
と
す
る
。
正
誤
表
を

す
ぐ
送
れ
、
モ
Ｉ
Ｃ
の
校
正
係
り
は
ゼ
ッ
タ
イ
御
免
だ
。

④
私
の
文
は
後
日
単
行
本
に
す
る
た
め
に
紙
型
を
と
る
の
で
、
行
数
、
活
字
、

体
裁
、
組
み
方
な
ど

一
点
も
変
更
し
て
は
い
け
な
い
、
と
云

っ
て
あ
る
の
に
こ

の
号
で
は
ソ
レ
を

一
切
破

っ
て
い
る
。
何
と
云
う
分
ら
な
い
青
年
だ
ろ
う
！

⑤

「
ア
フ
リ
カ
横
断
記
」
は
ナ
ゼ
ら
い
て
う
先
生
が
始
め
出
版
し
て
知
友
に
配

布
す
る
と
云
わ
れ
た
の
に
、
こ
ち
ら
で
出
す
事
に
な

っ
た
の
か
、
ナ
ゼ
半
年
以

上
も
お
く
れ
て
い
る
の
か
、

一
体
そ
ち
ら
で
出
す
と
せ
ば
原
価
計
算
は
ド
ー
ナ

ル
の
か
、
体
裁
は
、
紙
質
は
、
写
真
は
？
？
　

一
切
の
計
画
を
、
ユ
キ
サ
ツ
を

知
ら
さ
な
い
ワ
ケ
は
？

⑥
Ｎ
Ｙ
の
Ｍ
Ｉ
か
ら
第
二
回
目
の
小
包
―
―
ゴ

マ
塩
テ
ッ
カ
、
ガ
ー
ゼ
、
ホ
ー

タ
イ
沢
山
、
―
―
何
と
云
う
細
い
心
く
ば
り
だ
ろ
う
。
第

一
回
は
コ
ル
ネ
リ
ヤ
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か
ら
だ

っ
た
。
そ
の
炒
玄
米
と
ミ
ソ
で
私
の
特
急
療
法
が
効
を
奏
し
た
の
だ
。

ア
レ
が
な
か

っ
た
ら
カ
ク
モ
早
く
快
復
す
る
コ
ト
は
で
き
な
か

っ
た
ろ
う
。

今

つ
い
た
Ｎ
Ｙ
か
ら
の
手
紙
で
は
第
二
回
、
第
四
回
分
が
明
日
中
に
送
ら
れ

る
ら
し
い
。
今
日
の
小
包
の
中
の
ゴ

マ
塩
は
珍
ら
し
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に

入

っ
て
い
る
。
上
に
は

「
産
地
―
―
長
崎
の
山
中
、
収
穫
Ｓ
２９
年
」
と
か
い
て

あ
る
。
そ
れ
に

「
こ
の
小
包
、
荷
造
直
前
十
五
分
間
、
中
火
で
炒
り
し
モ
ノ
」

と
注
が
つ
い
て
い
る
。
ゴ

マ
塩
の
方
に
は

「
長
崎
産
ゴ

マ
四
、
Ｎ
Ｙ
の
塩

一
の

％
」
と
か
い
て
あ
る
。
容
器
の
あ
け
方
ま
で
親
切
に
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
が
な

か

つ
た
ら
こ
の
珍
し
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
の
フ
タ
を
こ
わ
し
て
し
ま

っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
は
Ｋ
の
お
見
舞
品
で
あ
る
。
Ｋ

（中
村
キ
ミ
マ
サ
）
は

Ｎ
Ｙ
の
Ｍ
Ｉ
同
志
で
、
東
京
の
Ｍ
Ｉ
を
知
ら
な
い
。
私
も

マ
ダ
会

っ
た
事
が
な

い
。
ソ
レ
に
ミ
チ
オ
と
固
く
組
ん
で
私
の
本
を
よ
み
出
し
て
か
ら
ミ
ツ
チ
リ
正

食
を
や

っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
か
ら
も
東
京
か
ら
も
空
便
は
五
六
日
か
ゝ
る
。
ソ
レ

に
東
京
か
ら
は
何

一
つ
お
見
舞
品
が
来
な
い
の
に
、
Ｎ
Ｙ
か
ら
は
ド
ン
／
ヽ
来

る
。
こ
れ
は
△
の
セ
イ
だ
。
こ
れ
だ
け
で
も
イ
カ
ニ
東
京
Ｍ
Ｉ
人
が
▽
だ
か
、

そ
の
台
所
が
な

っ
て
い
な
い
か
、
Ｐ
、
キ
ヨ
子
、
ク
ロ
ー
デ

ツ
ト
が
イ
カ
ニ
不

幸
な
又
不
幸
に
な
る
人
間
だ
か
分
る
。
カ
レ
ラ
は
こ
ん
な
貴
重
品
を
イ
ク
ラ
で

も
送
る
コ
ト
が
で
き
る
の
に
、
毎
日
手
に
し
て
い
な
が
ら
、
思
い
つ
き
も
し
な

い
の
だ
ろ
う
か
γ
　
ユ
メ
に
も
思
い
つ
か
な
い
の
だ
。
ユ
メ
に
も
ゴ

マ
塩
や
テ

ッ
カ
や
ミ
ソ
や
キ
ン
ピ
ラ
が
オ
ー
レ
オ
マ
イ
シ
ン
や
ネ
オ
マ
イ
シ
ン
よ
り
千
倍

も
万
倍
も
ア
ザ
ヤ
カ
ナ
卓
効
を
も

っ
て
い
る
モ
ノ
だ
と
云
う

コ
ト
や
正
食
の
ア

リ
ガ
タ
サ
を
全
く
知
ら
な
い
の
だ
。

カ
レ
ラ
は
不
幸
な
不
自
由
な
人
生
を
送
る
様
に
つ
く
ら
れ
た

ロ
ボ
ッ
ト
の
様

な
モ
ノ
だ
。
幼
い
頃
か
ら
、
門
前
の
女
乞
食
を
見
て

「
自
分
の
幸
せ
な
生
活
が

恥
し
く
て
た
ま
ら
な
か

っ
た
」
と
云

っ
た
チ
ャ
ン
ド
ラ

ｏ
ボ
ー
ス
の
様
な
、
又
、

「
週
二
回
の
最
大
の
ゴ
チ
走
で
あ
る
肉
入
リ
ス
ー
プ
を
見
る
と
、

（
ソ
レ
を
た

べ
ら
れ
な
い
人
々
が
あ
る
コ
ト
を
思
い
出
し
て
）
見
る
の
も
イ
ヤ
に
な

っ
た
」

と
云

っ
た
シ
ュ
ワ
イ
ツ
エ
ル
少
年
の
様
な
ヤ
サ
シ
イ
、
モ
ノ
の
ア
ワ
レ
、
ワ
ビ

シ
サ
、
サ
ビ
シ
サ
、
サ
ム
サ
、
ク
ル
シ
サ
、
ヒ
モ
ジ
サ
を
十
三
分
に
教
え
て
く

れ
る
母
が
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
ホ
ン
ト
ー
ニ
あ
わ
れ
で
あ
る
。
Ｐ
の
如
き
は
イ

イ
年
を
し
な
が
ら
、
コ
ン
ナ
お
見
舞
品
に
気
が

つ
か
な
い
ど
こ
ろ
か
、
送
れ
と

云

っ
た
モ
ノ
さ
え
満
足
に
送

っ
た
コ
ト
も
な
い
し
、
そ
の
上
、
送
る
べ
き
モ
ノ

さ
え
送
ら
な
い
。
ド
ー
シ
テ
か
く
も
心

つ
め
た
き
悪
魔
の
様
な
愚
か
な
モ
ノ
が

で
き
る
か
。
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
親

（
自
分
の
子
だ
け
を
愛
し
て
、
雪
の
日
に
ハ
ダ

シ
で
タ
ル
拾
い
を
し
て
い
る
子
を
見
て
見
ぬ
様
な
親
、
自
分
の
子
た
め
に
は
公

務
や
ツ
ト
メ
さ
え
休
む
様
な
親
、
幼
い
頃
自
分
が
な
め
た
ク
ル
シ
サ
を
子
供
に

な
め
さ
せ
な
い
親
、
リ
コ
ン
さ
れ
た
ら
自
害
す
る
様
に
短
刀
を
も
た
し
て
や
る

カ
ワ
リ
一一、
早
く
帰

っ
て
こ
い
と
云
う
様
な
親
）
が
人
類
と
文
化
の
没
落
の
真

犯
人
で
あ
る
コ
ト
を
私
は
三
、
四
十
年
も
と
き

つ
ず
け
て
来
た
。

「
与
え
よ
、
与
え
よ
、
ス
ベ
テ
を
与
え
よ
、
そ
ッ
ト
モ
大
切
な
モ
ノ
を
与
え
よ
」

を
無
限
の
自
由
え
の
唯

一
の
道
と
し
て
叫
び

つ
ず
け
、
実
行
し

つ
ず
け
、
今
も
、

生
命
ま
で
与
え
る
た
め
に
、
こ
ん
な
ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
と
云
う
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ャ

ン
グ
ル
に
ま
で
来
て
、
そ
の
幸
せ
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
の
に
、
ド
ー
シ
テ

モ

「
自
己
防
衛
」
と
云
う
美
名
に
か
く
れ
て
医
学
や
医
薬
や
医
術
や

マ
ジ
ナ
イ

や
、
あ
ら
ゆ
る
対
症
療
法
に
マ
ダ
多
く
の
人
々
が
頼

っ
て
い
る
の
は
、
私
が
布

教

一
年
で
、
自
ら
進
ん
で
十
字
架
に
か
ゝ
っ
た
キ
リ
ス
ト
の
精
神
と
行
動
を
正

し
く
リ
カ
イ
し
て
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う
か
？

今
は
じ
め
て
、
私
は
青
年
キ
リ
ス
ト
の
死
の
偉
大
な
意
義
を
知

っ
た
の
だ
ろ

う
か
？
　
数
時
間
で
私
の
乗
る
ヒ
コ
ー
キ
が
サ
ハ
ラ
の
砂
漠
の
月
明
の
夜
、
ツ

イ
落
し
て
死
ん
だ
り
す
る
様
な
手
ガ
ル
サ
で
は
安
ん
じ
て
な
ら
な
い
の
だ
。
全

身
の
紫
色
の
瘍
ア
ト
を
な
が
め
な
が
ら
私
は
こ
の
暁
の
ひ
と

ヽ
き
を
瞑
想
す
る
。

″何
手
は
戦
火
の
巷
、
ア
ル
ジ

エ
リ
ヤ
の
マ
ッ
タ
ダ
中
―

-33-



●

一
九
五
六

。
二

。
二
七
　
＞
ぼ
Ｒ
に
て
　
１
０
６
１
信

雪
の
北
ア
フ
リ
カ

ロ
ア
ン
デ
ン
デ
新
教
伝
道
本
部
よ
り
四
千
キ

ロ
、
ア

フ
リ
カ
を
赤
道
よ
り
真
北
え
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
月
明

に
縦
断
、
暁
四
時
、
戦
乱
の
ア
ル
ジ

エ
ー
ル
着
。

ロ
ブ
ー
ジ
イ
市
の
弟
ガ
ブ
リ
エ
ル
を
訪
ね
て

①
ツ
イ
ニ
赤
道
を
出
発

二
月
二
十
三
日

（木
）
、
私
は
完
全
に
シ
ュ
ワ
イ
ツ
エ
ル
博
士
の
技
術
と
、

現
代
医
学
の
最
高
の
技
術
で
は
ゼ
ッ
タ
イ
不
治
の
急
性
熱
帯
潰
瘍
、
フ
イ
ラ
リ

ヤ
等
各
数
種
の
ラ
イ
よ
リ

ハ
ル
カ
ニ
恐
し
い
病
気
を
ワ
ズ
カ
数
日
で
キ
レ
イ
ニ

治
し
て
見
せ
、
ア
ン
デ
ン
デ

・
ミ
ツ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
泣
き
悲
じ
む
黒
人

牧
師
た
ち
、
教
員
た
ち
に
別
れ
、　
一
月

一
日
以
来
リ
マ
の
手
で
、
玄
米
で
育
て

ら
れ
た
ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
、
正
食
で
大
革
命
を
や

っ
た
学
園
長
メ
イ
ェ
ル
夫
妻
、

娘
た
ち
と
固
い
ノ
ヽ
再
会
を
約
し
て
、
学
園
の
大
き
な
モ
ー
タ
ｌ

ｏ
ボ
ー
ト
で

ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
飛
行
場
え
向

っ
た
。
女
学
部
の
学
生
や
教
員
た
ち
の

「
ま
た
あ

う
日
ま
で
」
の
歌
は
い
つ
ま
で
も
私
た
ち
の
耳
に
の
こ
っ
て
い
る
。
な

つ
か
し

い
オ
ゴ
ウ
エ
河
の
ほ
と
り
…
…

四
時
出
発
―
―
六
時
リ
ー
ブ
ル
ヴ
イ
ル
で
の
り
か
え
、
八
時
ド
ア
ラ
で
夕
食
。

九
時
出
発
、
折
か
ら
の
月
夜
を
私
た
ち
は
、
巨
大
な
コ
ン
ス
テ
ラ
シ
ヨ
ン
・
ス

ー
パ
Ｉ
Ｇ
で
、
進
路
を
真
北
え
と

っ
て
サ
ハ
ラ
大
砂
漠
を
縦
断
―
―
無
事
暁
方

四
時
、
ア
ル
ジ

エ
ー
ル
市
に
つ
い
た
。
こ
の
ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
か
ら
パ
リ
え
の
空

路
の
切
符
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
道
夫
か
ら
送
ら
れ
た
モ
ノ
で
あ
る
か
ら
、
私
た

ち
は

一
種
異
様
な
、
生
れ
て
始
め
て
の
気
分
に
ひ
た

っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｉ
の
子
ら

に
背
負
わ
れ
て
空
を
飛
ぶ
様
な
、
ア
ラ
ビ
ヤ
夜
話
の
空
と
ぶ
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
の

っ
て
い
る
様
な
、
不
思
議
さ
と
オ
ド
ロ
キ
の
感
じ
で
あ
る
。

キ
ミ
マ
サ
の
通
信
に
よ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ｍ
Ｉ
は
創
立
以
来
ス
デ

ニ

二
千
ド
ル
以
上
の
大
金
を
Ｐ
Ｕ
人
の
た
め
に
提
供
で
き
た
と
云
う
。
八
百
万
円

で
あ
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
を
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
ド
ン
底
か
ら
脱
出
せ
し
め
る
た

め
の
こ
の
二
枚
の
切
符
は
そ
の
中
で
も
最
大
の
支
出
だ

っ
た
ろ
う
。

一
粒
万
倍

の
原
則
で
ゆ
く
と
、
こ
の
キ

ッ
プ
を
万
倍
に
し
て
返
す
に
は
相
当
ホ
ネ
が
お
れ

る
。
そ
の
上

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
送
ら
れ
た
ホ
ー
タ
イ
、
ガ
ー
ゼ
、
ワ
タ
、
ミ

ソ
、
玄
米
、
モ
チ
、
綿
実
油
、
美
し
い
造
花
バ
ラ
と
サ
ク
ラ
…
…

ラ
ン
パ
レ
ー
ネ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
、
メ
イ
ェ
ル

一
家
、
ド
ウ
ー
メ
ル
ク
学
長
、

若
き
黒
人
牧
師
サ
ミ

ュ
エ
ル

・
オ
ヴ
オ
ー
ン
、
そ
の
他
の
教
員
た
ち
、
数
百
数

千
の
病
人
た
ち
な
ど
イ
ロ
／
ヽ
ナ
思
い
出
…
…

モ
ー
赤
道
ア
フ
リ
カ
は
私
た
ち
に
と

っ
て
異
郷
で
は
な
い
。
そ
こ
に
す
む
人

た
ち
は
、
自
人
も
黒
人
も
、
私
た
ち
を
父
母
、
兄
弟
以
上
に
愛
し
、
慕

っ
て
く

れ
る
。
あ

ゝ
こ
の
四
カ
月
＝
　
あ

ゝ
こ
の
恐
し
い
砂
ノ
ミ
と
潰
瘍
と
フ
イ
ラ
リ

ヤ
の
国
、
こ
の
も
ゆ
る
ミ
ド
リ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
陸
、
単
純
で
正
直
で
、
大
入

し
い
黒
人
数
百
万
は
、
Ｐ
Ｕ
と
正
食
と
食
物
療
法
を
身
に
つ
け
た
Ｍ
Ｉ
人
を
ま

つ
大
き
な
国
で
あ
る
。
土
地
は
巨
大
な
ミ
ド
リ
の
大
洋
、
木
材
は
原
生
林
の
、

ヒ
ル
尚
く
ら
き
無
尽
蔵
、
河
な
ら
コ
ン
ゴ
オ
河
、
オ
ゴ
ウ
エ
河
、
ナ
イ
ル
河
、

湖
な
ら
四
国
や
九
州
よ
り
大
き
い
の
が
イ
ク
ツ
で
も
あ
る
ア
フ
リ
カ
は
真
Ｍ
Ｉ

人
の
来
る
の
を
渇
望
し
て
い
る
。
赤
手
空
拳
で
単
身
や

っ
て
来
て
、

一
生
で
も

十
生
で
も
タ
ノ
シ
ク
あ
そ
び
く
ら
せ
る
天
国
だ
！
　
七
八
十
年
前
か
ら
、
こ
の

ジ
ヤ
ン
グ
ル
は
、
リ
ヴ
イ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
や
、
プ
ラ
ザ
や
ナ
ッ
ソ
オ
夫
妻
、
そ

の
後
そ
の
娘
た
ち
、
幾
多
の
若
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
娘
た
ち
に
よ

っ
て
切
り
開
か

れ
、
シ
ュ
ワ
イ
ツ
エ
ル
や
エ
マ
さ
ん
、
マ
チ
ル
ド
さ
ん
、
そ
の
他
数
百
の
白
人

（多
く
は
女
性
）
に
よ

っ
て
学
校
や
病
院
が
た
く
さ
ん
奥
地
に
ま
で
た
て
ら
れ

て
い
る
。
し
か
も
黒
人
た
ち
は
白
人
を
嫌
い
、
ノ
ロ
イ
、
恐
れ
て
い
る
。
ま
る

で
Ｍ
Ｉ
人
の
た
め
に
開
か
れ
た
天
国
の
様
な
モ
ノ
で
あ
る
。
一削
に
私
は
こ
の
ジ

ヤ
ン
グ
ル
の
奥
深
く
で
二
十
二
年
も
す
ご
し
た
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
の
ボ
ー

ト
に
の
せ
て
も
ら

っ
た
話
を
か
い
た
。
日
本
人
は
地
球
と
云
う
小
さ
な
天
体
に

つ
い
て
の
考
え
を
訂
正
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
Ｍ
Ｉ
人
は
ソ
ノ
お
手
本
を

マ
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ッ
先
き
に
身
を
も

っ
て
示
す
べ
き
で
あ
る
。

月
明
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
は
千
古
の
秘
密
を
は
ら
ん
で
、
静
か
に
、
ア
ク
マ
デ
静

か
に
眠

っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
高
度

一
万
五
千
尺
で
飛
ん
だ
。
巡
航
速
度
五
百

キ

ロ
で
―

〔
こ
の
１
０
６
１
信
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら

「
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
編
」
と

な
り
ま
す
の
で
、

一
九
八
九
年

一
月
号
か
ら
連
載
の

『
最
大
の
わ
が
冒
険
』
は

終
わ
り
と
し
ま
す
。
ご
愛
読
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
―
―
編
集
部
〕

〔編
注
―
―

「
８
０
８
と

／
英
語
に
は
な
い
。
フ
ａ
お
と

が
適
当
か
。　
ヨ

一

Ｓ
主
義
」
／
ス
ポ
ー
ツ
、
セ
ッ
ク
ス
、
ス
ク
リ
ー
ン

（映
画
）
の
三
Ｓ
で
、
愚

民
化
政
策
。

「
禅
宗
の
典
座
」
／
禅
寺
で
食
事
を
司
る
役
僧
。

「
未
開
人
の
精

神
」
／
桜
沢
如

一
著

『未
開
人
の
精
神
と
日
本
精
神
』
昭
和
１８
年
刊
。

「
レ
ヴ

イ
・
ブ
リ

ュ
ー
ル
」
／
あ
〓
二
８
Φ
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
社
会
学
者
。

「
チ

ヤ
ン
ド
ラ

・
ボ
ー
ス
」
／
“
名
二
旨
ｕ
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
指
導
者
ｏ

「
タ
ル

拾
い
」
／
昔
、
酒
屋
の
小
僧
が
得
意
先
の
空
ダ
ル
を
回
収
し
に
行

っ
た
こ
と
ｏ

「
コ
ン
ス
テ
ラ
シ
ヨ
ン
」
／
ア
メ
リ
カ

・
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
６４
人
乗
り
旅
客
機
。

「
二
千
ド
ル
」
／
１
ド
ル
四
百
円
で
計
算
す
る
と
八
〇
万
円
。〕

『
世
界
無
銭
武
者
旅
行
』

イ
ン
ド
編
再
開
〃

？
曇
す
義
）

『
最
大
の
わ
が
冒
険
』
は
、

一
九
五
三
年
十
月
、
桜
沢
先
生
夫
妻
が
イ
ン
ド
ヽ

ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
海
外

へ
遠
征
に
出
ら
れ
た
先
か
ら
の
克
明
な
通
信
、

『
Ｇ
Ｏ
レ
タ
ー
』
の

「
ア
フ
リ
カ
編
」
で
す
が
、
第
１
信
か
ら
第
８５
信
ま
で
は
、

本
誌

一
九
七
二
年
十
月
号
か
ら

一
九
七
三
年
七
、
八
月
合
併
号
ま
で
９
回
に
わ

た

っ
て
連
載
し
ま
し
た
。
こ
の
分
は
別
に
刊
行
す
る
こ
と
と
し
、
次
号
４
月
号

か
ら
は
、
イ
ン
ド
編
の
続
き
の
部
分
か
ら
連
載
を
再
開
い
た
し
ま
す
。
ご
期
待

下
さ
い
ノ

アメリカ合衆国上院栄養委員会資料

『新 しき世界へ』臨時増刊 309円 (送料46円 )

B5 40頁

桜 沢 如 一
●マクロビオテ ィックの原理

を分かりやす く述べた名著 .′

―
最 高 判 断 力 の 書

―

■目次/医学 か ?信仰か ?/実 用弁証法的な分類法/
東洋の無双原理/人間の起源/東洋の医学/字宙の

秩序/最高判断力
A 5判  15× 21cm

253ベ ージ

定 価 2,060円 (〒 260)

東洋医学の哲学
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ゼイリレ
1等 Ittill長‐11購 1]

榊純正食品マルシマ
〒 722 尾道市新浜1-6-21 ● 0848・ 22・ 2瑯

第
７９
回
愛
農
大
学
講
座

３
月

２０
日

（火
）
～
２９
日

（木
）

創
始
者
、
小
谷
純

一
氏
の

「農
業
こ

そ
人
間
生
活
の
根
底
で
あ
る
」
と
の

考
え
を
実
地
に
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ｌ
ｃ

●
受
講
料
／
３
５
、
０
０
０
円

（他

に
テ
キ
ス
ト
代
　
４
、
０
０
０
円
）

一
日
４
、
５
０
０
円

●
問
合
せ
／
全
国
愛
農
会
本
部

（
三

重
県
名
賀
郡
青
山
町
別
府
七
四
〇

（８
０
５
９
５
５
・２
・０
１
０
８
）

美 術 印刷 一般

郵 東 賀
代表取締役 野 ヶ 山 量 尉 知

一Ｔ号

番

８

９ゾ
目

７

丁

２

４

６

橋

１

草

表
曳
代

区
ａ６

東

０

ムロ　一ｎ（

都

東

一示
話

東

電

カラー印刷絵入 り

食 物 |の 1陰 1陽 ‐表
49セ ンチ×26セ ンチ    定価 206円 (送料 !20円 )鞘費税込み)

半断食 “宿便とり"

熱海温泉道場
大森英桜、牧内泰道先生直接指導……・海砂もぐり、森林浴、温泉に、自然の中の広大なる“気

が一杯"の総桧造りのスバラシイ道場で、経験あるベテランスタッフでの親身な奉仕で “人

生もう一度飛び出そう"し てみませんか。●まず毎月1～ 8日 の研修合宿に来て下さい。

指導者養成コース  :褒鶏准装|」 :言旨壼菅奏致
して経営可)

無料進呈中『宿便とり』 リーブル出版 ¥850返信切手 210円同封し申し込み下さい。

篤 馨蔑あ 財団法 人 修 学 協 会 温泉道場 私 鵠丼豆山鵬28055700四釧
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（毎
月
第

一
木
曜
）、
昼

・
夜
２
回

□
吉
成
知
江
子

□
品
崎
８
０
２
７
３
（
２
２
）５
４
８
４

目

園

同

囲

日

Ｈ

Ｉ Ｉ

□

詳
細
問
合
せ

□
吉
成
知
江
■

□
小
川
自
然
食
品
店

８
０
４
８
７
（７
４
）８
５
０
４

日

目

目

幽

□

Π

ＩＴＩ

□

外
人
さ
ん
と
楽
し
く
集
う
国
際
料
理

土
曜
夜

口
代
々
木
上
原

●
０
３
（
４
８
５
）０
１
６
５
　
伊
藤
の
り
ｒ

第
３
＝
曜
９
時
～

□
小
川
み
ち

回
●
０
２
２
（２
６
２
）７
６
７
７

毎
月
曜
ｉ
、
夜

□
川
中
受
ｒ

□
中
心
健
康
セ
ン
タ
ー

●
０
３
（
４
４
９
）５
０
０
１

渋
谷

（
月
２
回
、
金
曜
）、
下
丸
子
（
月

１
回
、
水
曜

）

国
題
智
格
子
、
他

固
下
丸
子
８
０
３
（７
５
８
）１
５
７
０

回
□
園
日
＝
――
――
□

（第
４
土
曜
）
２
時
～

岡
顧
谷
紀
水

□
名
古
屋
、
カ
ソ
コ
ー

●
０
５
２
（
９
６
２
）７
３
２
１

（第
１
日
曜
）

□
浮
津
宏
子

同
憂
知
・
小
牧
●
０
５
６
８
（７
６
）２
７
３
１

□
浮
津
宏
子

□
た
な
か
や

（毎
週
月
曜
日
）

（西
武
新
宿
線
王
川
上
水
駅
）

□
●
０
４
２
５
（３
６
）８
４
７
７

料
理
教
室

は
問
合

せ
。

月
～
±
　
１２
時
～
３
時
、
６
時
～
９
時

日
曜

・
祝
日
は
予
約

の
み

国
文
京
区
関
口
●
０
３
（２
６
９
）０
８
３
３

第
３
水
曜
、

Ｈ
時
～

静
岡
県
伊
東

・
富
戸
　
安
井
．
恵̈

□

８
０
５
５
７
（
５
１
）
２
３
９
７

日
取
り
問
合
せ

岡
富
士
宮
中
央
公
民
館

固
８
０
５
４
４
（２
４
）０
５
５
６

火
曜
１０
時
～
自
宅

土
曜
３
時
～
自
宅

□
横
浜
　
栄
区
　
Ｊ
Ｒ
本
郷
台
駅
歩
５
分

●

０

４

５

（
８

９

４

）
４

７

９

９

（飯
＝
橋

）
会
費
／

５
０
０
０
円
他

巴
赤

ひ
け
堂

●
０
３
　

３
７
０
　

５

宿
泊
、
料
理
講
習
、
正
食
相
談
、
ス
キ
ー
教
室

□
〒
０３０
　
青
森
市
戸
山
字
赤
坂
２
６
８
１
１
７

７
　
●
０
１
７
７
（
４
１
）９
５
５
９

■
毎
週
木
曜
１９
時
～
２‐
時

□
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
４
分
日
暮
ビ
ル
５
Ｆ

□
●
０
４
７
３
（６
７
）１
５
９
２

運
動
手
技
療
法
教
室

（
小
川
茂
年

）

太
極
拳

（毎
週
木
曜
午
後

７
時
～
、
毎
週
日
曜

午
前
１０
時
～
）
ヨ
ガ
教
室

（毎

日
曜

３
時
～
）

□
三
鷹

８
０
４
２
２
（
５
３
）
６
４
８
３

玄
米
食

ス
タ

ッ
フ
募

集

　

男

女
数
名

回
●
０
２
５
７
（８
３
）３
６
６
７
　
鈴
木

□
大
森
英
桜
　
牧
内
泰
道

毎
月
１
日
～
８
日
　
合
宿

□
熱
海
温
泉
道
場

一Ш
８
０
５
５
７
（８
０
）
２
１
０
１

毎
月
第

一
本
曜
１０
時
～
１４
時

□
神
戸
ヘ
ル
ス
ワ
ー
ズ
８
０
７
８
（４
５
３
）

第
３
水
曜
　
１０
時
～

岡
盛
岡
、
マ
ナ
自
然
食

第

３

日
曜

　

Ｈ
時

～

□

群

馬

マ
ク

ロ
ピ

オ

テ

ィ

ッ
ク

・
セ

ン
タ

ー

回

●

０

２
７

３
（
２
２

）
５

４
８

４

最
後
の
日
曜
日
　
１
時
～

□
仙
台
　
食
事
処

「友
苑
」

□
●
０
２
２
（２
４
６
）２
７
７
１

国
人
泉
教
会

（大
泉
公
園
駅
下
車
）

□
毎
週
月
、
本
、
金

日
●
０
４
２
９
７
（
９
）０
６
０
９

松
永
た
世

目

□

日

園

日

目

□

毎
月
第

２
週
７
日
間
。
指
導
／
橋
本
宙
人

ロ

バ
ス
セ
ン
タ
ー

〔福
島
県

い
わ
き
市
〕

固

０
２
４
６
（
８
８

）２
３
３
５

３
月
％
Ｈ

（
Ｈ

）
１
時

ヽ
４
時
半

先
生

今^
治
市

）
会
場
／
セ

ン
ト
ラ

'レ

 ,也
フ III

ラ 政
|「

０
１５
　
　
［日囲剛日間困日日Ｍ日日Ｍ日‐‐‐‐‐‐―‐―‐―‐―‐―‐□

白
家
製
作
物
提
供
。
全
室
床
暖
．房
。
静
か
な
個

室
。

ミ

不
ラ
ル
温
泉
。
テ

ニ
ス
、
ス
キ
ー
、
プ

ー
ル
あ
り
。
岐
準
県
人
野
郡
清
見
村

□
大
原
山
荘
　
●
０
５
７
７
６
（
８
）
２
９
５
３

口
日
間
□
目
団
国
□

瞑
想
の
会
　
毎
月
第
１
、
４
月
曜

３
～
５
時

□
日
蒲
線
奥
沢
駅
２
分

囲
●
０
３
（５
７
６
）９
５
６
７
　
内
海

食
養
料
理
の
心
得
の
あ
る
方
、
委
細
面
談

匝
竹
内
信
幸

（千
葉
県
市
川
市
）
●
０
４
７
３

．

３ ９

・

３

３

２

６

ス
タ
ッ
フ
募
集
．
優
遇
．
詳
細
は
問
合
せ

巴
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
　
●
０
３

●
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク

（料
理
、
食
品
）
の

用
語

メ
モ

コ
ッ
コ
ー
　
穀
物

ミ
ル
ク
。

「穀
光
」

ヤ
ン
ノ
ー
　
小
豆
が
主
成
分
の
保
健
飲
料
。

「
ヤ
ン
」
は

「
陽
」

ヤ
ン
セ
ン
　
タ
ン
ポ
ポ
の
根
か
ら
作
っ
た
保
健

口‐‐‐‐‐‐田‐Ｚ‐□閑Ш旧日□□口闇国‐‐‐‐‐‐―‐―‐国
　
　
飲料。
「陽泉
」

３
月
３
～
４
Ｈ
　
サ
イ

コ
ト
ラ

マ

高ヽ
良
聖
、
　

　

バ

ン
オ
サ
ワ
　
穀
物

の
粉
を
入
れ
た
自
然
発
酵

２
万
円
宿
泊
費
込
み

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
食
養
的
な

ハ
ン
。
「
オ
ー
サ
ワ
式

ハ

ン
」

３
月

９
～
Ｈ
Ｈ
　

ア
レ
ク
サ

／
ダ
ー
テ
ク
ニ
ッ
　
　
コ
ー
フ
ー
　
肉

に
似
た
感

じ
の
植
物
性
蛋
自
。

ク

（
ル
４
　

／
ュ
ワ
ル
ツ
他
、
３
万
７
千
円
　
　
　
　
小
麦
の
グ
ル
テ

／
．
中
国
語
。

宿
泊
費
込
み

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ィ
タ
ン
　
ビ

／
詰
め
ま
た
は

パ
ッ
ク
さ
れ
た

匝
０
２
６
３
（８
３
）５
２
６
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
菱
の
グ
ル
テ

ン
．

「生
枠
の
蛋
白
」

ポ
チ
ロ
ン
　
０
９
■
９

　
　
か
ぼ
ち
ゃ
。仏
語
で

タ
ル
ト
　
一１
８

ハ
イ
‘
仏
語
。
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自然食ニュースの ミネラル栄養療法基礎 ゼミナール
今、話題のミネラル栄養療法の真髄をあなたも  ●基礎講座内容

学んでみませんか。4ヽ グループ単位でのためにな  1月 lo日 (水 )Na,K。 リューマチ、関節炎
るミニ講座です。                 2月 7日 (水 )Ca,Mg。 ガン
●基礎講座期間  1990年 1月 ～12月        3月 7日 (水 )Cu, se。 心筋硬塞
●開 講 日 時 毎月第 1水曜日(pm7:00～ 8:30) 4月 4日 (水 )Fe,V。 脳溢血

5月 9日 (水 )Mn, si。 アレルギー
●会    場 自然食ニュース会館       6月 6日 (水 )Al,Hg。 ボケ、ノイローゼ

(目 黒区日黒3-97)8719-3461  7月 4日 (水 )Cr,Mo。 肥満、糖尿病

国電目黒駅西日より徒歩10分    8月 休み

同西口よリバス大鳥神社前下車   9月 5日 (水 )CO,Ni。 シミ、 ソバ ヵス
●講    師 仙石紘二 (自 然食ニュース主幹) 10月 3日 (水 )Pb,As。 慢性疲労
●受  講  料  1回 (1講座) 3000円     11月 7日 (水 )Li,Be,cd。 ス トレス
●申 込 受 付 先着順〆切           12月 5日 (水 )Zn,P。 消化吸収不全

バイオミネラル研究会            受講修了書授与
803(719)3461  併設・ライブ鍼灸院・ ミネラル栄養療法個人指導

いま、もうひとつの1憂ヨηキ|こ 夢子:う
赤穂の天 塩 二つの食卓用塩

ふ りかけに使利
コクのある味わい

食卓用 。調理用

淡味力
'′

しヽがけ」,4ι

iグ fllや すくソフ ト

.ヽ、りかけ用 淡味塩

●
リ
マ
・
ク

ッ
キ
ン
グ
保
育
室
の
案
内
　
料
理
教
室
昼
の
部

の
開
講
中
、
２
階
で
保
育
を
し
ま
す
。
対
象
は
歩
け
る
お
子

さ
ん
か
ら
。
乳
児
は
お
あ
ず
か
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
保
育
室

入
会
金
／
２
０
６
０
円
、
保
育
料
／
お
子
さ
ん

一
人

一
回
１

０
３
０
円
で
す
。
詳
細
は
保
育
室
担
当
、
加
藤
大
季
ま
で
。

■

編

集

後

記

■

●
１
９
６
２
年
、
桜
沢
先
生
の
予
言
―
―

「
革
命
は
、
そ
の
本
質
は
反
抗
、
暴
力
で
あ
る
。
結
局
、
哲

学
的
、
思
想
的
、
世
界
観
的
な
モ
ノ
で
は
な
い
。
…
…
ソ
連

は
モ
ー
来
る
ト
コ
ロ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。
ソ
レ
は
技
術
ダ

オ
レ
に
な
る
見
通
し
が
コ
ク
な
っ
て
い
る
。
…
…
こ
の
国
は

モ
ー
生
物
学
的
、
生
理
学
的
に
亡
ん
で
い
る
。
…
…
モ
１
１０

年
を
出
ず
し
て
、
米
国
黄
金
王
朝
は
没
落
し
去
る
。
…
…
ソ

連
が
ソ
ノ
次
で
あ
る
。
ソ
レ
は
モ
ー
３０
年
さ
き
の
話
だ
。
あ

あ
、
哲
学
と
科
学
を

一
つ
に
と
く
モ
ノ
、
理
解
す
る
モ
ノ
は

い
な
い
の
か
＝
」

（本
誌
３
２
２
号
よ
り
）

●
昨
年
末
以
来
の
ソ
連

・
共
産
圏
の
大
激
動
は
、
お
そ
ら
く

二
十
世
紀
の
最
大
級
の
歴
史
的
事
件
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

本
当
の

「世
界
観
」
に
も
と
づ
い
た
人
間
革
命

。
世
界
革
命

が
急
務
と
な

っ
て
き
て
い
る
ノ

●
桜
沢
里
真
先
生
は
２
月
の
初
め
か
ら
風
邪
を
ひ
か
れ
て
休

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
３
週
目
の
週
末
あ
た
り
か
ら
大
分

元
気
を
回
復
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（橋
本
政
憲
）

東京都新宿区百人町2丁 目24番 9号  株 式 :弓針社  天  塩   〒 160 電話 03(371)1521代 表

新
し
き
世
界

ヘ
　
エ雀
三
号

◎
　
一
九
九
〇
年
二
月
号

発
行
日
　
一
九
九
〇
年
二
月
一
日

編
集
兼
発
行
人
　
　
橋
　
本
　
政
　
憲

発
行
所

　

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

〒

一
五

一

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話
　
０
３

・
４
６
９

・
７
６
３
１
■
５

振
替
　
東
京

０
／
１
９
４
１
２
５
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日本CI協会出版目録

■日本CI協会発行の図書、録音テープは、一般書店

では扱っていません。注文は、①現金書留、また

は②帳替東京卜194125へ 、代金と送料と注文品を

明示して送金してください。

■2冊以上の送料は、3千円未満350円 、6千円未満
450円、1万円未満550円 、1万円以上650円

日 本 C i協 会

東京都渋谷区大山町H5〒 151

803(469)7631(本曜休館)

日本CI協会の雑 誌 (正会員、法人会員、誌 友の制度があ ります )

魔
法
一の
一メ
一ガ
一ネ

桜
沢
如

一

●
１
２
３
６

円

〒
２
６
０
円

（本
体
１
２
０
０
円
＋
消
費
税
３６
円
）

″魔
法
の
メ
ガ
ネ
″
っ
て

一
体
な
ん
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
大
海
原
に
漕
ぎ
だ
そ
う
と
し
て
帆
を
手

い
れ
す
る
舟
乗
り
の
、
身
と
航
海
の
安
全
を
守
る
、

フ
シ
ギ
な
磁
石
、
マ
ホ
ウ
の
コ
ン
パ
ス
（轟
針
盤
）な

の
で
す
。
そ
う
、
人
生
の
大
海
原
、
社
会
の
荒
波
の

な
か
で
、
だ
れ
も
が
ス
バ
ラ
シ
イ

一
生
を
送
る
た
め

の
〈陰
Ｘ
層
〉
の
羅
針
盤
。

こ
の
本
は
、
純
真
な
少
年
少
女
た
ち
の
読
み
も
の
、

５
幕
１３
場
の
劇
の
脚
本
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ

ま
し
た
が
、
む
し
ろ
大
人
を
喜
ば
す
で
し
ょ
う
。

=irl■
1111

靭|]



『東洋医学の哲学』
書 求 こ り 世 と す 院           桜 沢 如 ―

桜 で め の
｀

界 に る に シ

書  の 理 る 務 い そ を ネ
°  が 解 に で わ の 打 の o2′ 060円

本 を は あ ば も 開 病  (本体 2′ 000円 +消費税60円 )〒260円

『リマクツキン妨
桜沢里真

07,725円

(本体 7′ 500円 +消費税225円 )〒 360円

豪
幸
カ
ラ
ー
愛
蔵
版
、　
一
八
八
ベ
ー
ジ
。
リ
マ
・

ク
ツ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
校
長
と
し
て
、
い
ま
も
第

一
線
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
桜
沢
里
真
先
生
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
。
化
学
調
味
料
、
砂
糖
な
ど
不
自
然
な

も
の

一
切
を
用
い
ず
、
素
材
の
味
を
生
か
す
コ
ツ
が

わ
か
り
ま
す
。

四
季
の
桜
沢
流
食
養
普
茶
料
理
。
和
・洋
・中
華
風

お
せ
ち
の
お
も
て
な
し
料
理
。
基
本
食
メ
ニ
ュ
ー
十

二
ヵ
月
。
天
然
酵
母
バ
ン
、
手
作
り
豆
腐
、
コ
ー
フ

ー
の
作
り
方
。

『ジャックとミチ』
桜沢如―著

吉見クリマック訳

(本体 2′ 913円 +消費税87円 )

フ
ラ
ン
ス
語

で
書

い
た
痛
烈
な
西
洋
文
明
批
判
の

書
。

「
未
開
人
」
と
称
し
て
い
る
ジ
ャ
ッ
ク
氏
夫
奏

（
著
者

の
分
身
）
が
西
洋
社
会

の
表
と
裏
を
天
衣
無

縫

に
斬

っ
て
み
せ
、　
ユ
ー
モ
ア
と
皮
肉

に
共
鳴
す
る

人
は
喝
采
し
、
理
解

で
き
な
い
人
は
激
怒
す
る
。
西

洋
社
会
と
そ
の
文
明
を
深
く
愛
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ

の
欠
点
を
遠
慮
な
く
え
ぐ
る
筆
者

の
円
熟
期

の
傑
作

の

一
書
。

「
善
を
愛
す
る
如
く
悪
を
愛
せ
、
美
を
愛

す
る
如
く
醜
を
愛
せ
」
と
、
宇
宙
万
物

一
体

一
元
の

哲
学
を
説
く
。

『食養料理カード I・ II』

χ曇呉Γ tt f謂              桜沢里真

｀
南 ま き 15点           (本 体800円 +消費税24円 )〒250円

原子転換 』
原子転換 』

ルイ・ケルヴラン著

桜沢如―訳

“斡　　．．ｒ．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一一．　・・・各３′６０５＜本体３．５０‐

一̈一̈一〕一̈中̈一̈一一一′レるな一̈一時一一』一一

」一」「呻一一一一̈一一一一一一一一一一一静」̈

の
中
に
時
に
は
７０
％
も
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
持
っ
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
物
理
学
者
ケ
ル
プ
ラ
ン
教
授
は
原

子
が
低
温
、
低
圧
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
転
換
す
る
と

い
う
破
天
荒
の
新
事
実
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

繁

鉗
二 ■ ■ .‐ ‐

消費税 105円 )1

Ｊ

玄
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

酬

一［
す

　
こ
れ
が
「食
養
」
の
原
典
中
の
原
典
′
　
明
治
２９
年

レ
Ｋ
Ｕ
こ
の
本
の
出
版
が
「食
養
元
年
」
と
な
っ
た
。

一日
１

　
「人
類
は
穀
食
動
物
で
あ
る
」
「人
間
は
食
＝
環
境

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
Ｌ
食
物
の
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

と
カ
リ
ウ
ム
の
構
成
比
率
に
着
目
せ
よ
Ｌ
食
事
の
原

則
は
、
土
地
の
風
土
環
境
に
よ
る
。
日
本
の
よ
う
な

暖
い
海
国
で
は
、
西
洋
の
よ
う
な
寒
い
大
陸
国
の
肉

食
を
真
似
し
て
は
い
け
な
い
」
な
ど
綿
密
に
脱
く
。
固

い
言
葉
が
多
く
、
読
み
に
く
い
が
、
「
モ
ト
の
モ
ト
」

を
知
り
た
い
人
に
は
必
読
の
大
著
。

02,060円 (送料共 )

(本体 2′ 000円 +消 費税60円 )

る健康
．■
い
　
こ
れ

一
冊
で
、
講
義
が
４
つ
に
各
種
病
気
の
健
康

Ｆ
Ｌ

相
談
が
１７
も
′
　
大
森
英
桜
先
生
の
「七
号
食
。少
食
・

椰

鰤
」
”
製
機
¨
は
牌
独

誇

羮

師

に
す
る
料
理
の
工
夫
Ｌ
食
箋
料
理
に
つ
い
て
」。
健
康

相
談
は
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
か
ら
胃
腸
病
、
腎
臓
病
、
高
血

圧
、
自
内
障
、
リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
満
載
の
豪
奉
版
′

桜
沢
先
生
の
「新
食
養
療
法
」
の
応
用
解
説
版
と
し
て

こ
の
特
集
号
を
ぜ
ひ
熟
読
し
て
く
だ
さ
い
。



こ
の
本
は
「
ベ
ン
ジ
ヤ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
一

生
」
を
Ｐ
Ｕ
の
眼
（魔
法
の
メ
ガ
ネ
、
陰
と
陽
の
物
の

見
方
・考
え
方
）
で
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た

「新

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
伝
」
で
す
。

び
ん
ぼ
う
や
寒
き
、
ひ
も
し
き
、
わ
び
し
き
が
、

実
は
、
禍
を
転
じ
て
福
と
な
す
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ

ク
ーー
正
食
を
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に
つ
け

る
法
だ
と
い
う
こ
と
を
君
に
お
し
え
て
く
れ
ま
す
。

金
も
め
ぐ
ま
れ
な
い
環
境
も
な
い
少
年
少
女
の
た

め
に
書
か
れ
た
贈
り
も
の
で
す
。

『永遠の少年』
桜沢如―

0773円
(本体750円 +消 費税23円 )〒 20円

Ｊ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

際一
庭〔南赫摯蹴賊椰」」「螺な̈
巾̈
けの一利韓

べ
る
こ
と
を
い
い
、
そ
の
基
本
は
、生
態
学
（
エ
コ
ロ

ジ
ー
）
に
も
と
め
ら
れ
る
。

「生
命
現
象
と
環
境
』
は
、
今
日
的
に
い
え
ば
エ
コ

ロ
ジ
ー
の
本
に
な
る
が
、
そ
の
考
え
方
を

「身
土
不

二
の
原
則
」
で
説
明
す
る
。

身
体
と
土
地
・環
境
は
、
切
り
は
な
せ
な
い
も
の
。

日
本
国
内
に
育
た
な
い
産
物
を
常
食
す
る
こ
と
は
、

身
土
不
二
（し
ん
ど
ふ
に
）
に
反
し
て
い
る
。

物
に
は
元
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
作
っ
た
モ
ト
が

あ
る
。

で
も
、
モ
ト
に
も
、
ま
た
モ
ト
が
あ
り
ま
す
。
元

の
元
で
す
。
だ
か
ら
、
元
の
元
の
元
に
も
元
が
あ
る
。

こ
の
モ
ト
の
モ
ト
の
モ
ト
の
モ
ト
の
モ
ト
が

″宇

宙
の
秩
序
″″永
遠
の
生
命
″
な
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
生
物
と
い
う
も
の
は
、
物
体
と
し
て
は

自
然
の
素
材
か
ら
、
大
地
の
元
素
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。
そ
の
元
素
は
、
素
粒
子
と
い
う
も
の
か
ら
、
素

粒
子
は
、
波
動
の
こ
と
　
　
そ
の
モ
ト
は
　
　

，
・

『宇自の秩序』
桜沢如―

● 030円

(本体 1000円 +消費税30円 )〒 20円
1111

正
し

い
食
生
活
の
指
導
原
理
を
示
す
、
食
養
家
庭

に
な
く
て
は
な
ら
な

い
本
。

戦
前
、
実
業
之
日
本
社
か
ら
発
行
さ
れ
、
た
ち
ま

ち
数
十
版
を
重
ね
、
今
も
増
刷
さ
れ
て

い
る

ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
の
増
補
版
。

い
ざ
と

い
う
時

に
役
に
立

つ
、
梅
生
番
茶

や
玄
米

ク
リ
ー
ム
、
生
姜

シ

ッ
プ
、
大
根
葉

の
千
葉
湯
な
ど

の
作
り
方
、
用

い
方

の
ほ
か
、
台
所
こ
そ
生
命

の
薬

局
で
あ
り
、
す

べ
て
の
病
気
は
判
断
力

の
く
も
り
だ

と
う

っ
た
え
ま
す
。

『新食養療法』
桜沢如―

●2′ 060円

(本体 2′ 000円 +消 費税60円 )〒 260円

東
洋
の
「易
」
を
現
代

に
翻
訳
し
た
書
。

パ
リ
・プ

ラ
ン
社
か
ら
昭
和
６
年
、
『東
洋
医
学
お

よ
び
科
学
の
根
本
無
双
原
理
員
仏
文
）
の
題
で
出
版

さ
れ
、
邦
訳
は
、
昭
和
＝
年

「
食
養
会
」
か
ら
発
行
、

現
在

の
版
は
、
昭
和
５８
年
校
訂
版
。

古
色
蒼
然
た
る
帝

王
の
学
と
よ
ば
れ
る
「易
」
を
、

現
代
科
学
の
分
光
学
や
原
子
核
転
換
を
も
説
明
す

る

無
双
の
公
理
―
実
用
弁
証
法
と
し
て
、
現
代
語
に
訳

出
し
た

こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。
陰
陽

の
分
極
性

一

元
論
は
、
科
学
、
宗
教
、
哲
学
を
指
導
す
る
。

『無双原理0易』
桜沢如―

● |′ 545円

(本体 |′ 500円 +消費税45円 )〒 260円

″吉
凶
、
禍
福
は
糾
え
る
組
の
如
し
″
と
い
い
ま
す

が
、
そ
の
原
因
を
知
る
者
は
い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
人
生
の
吉
凶
、
禍
福
、
寿
夭
、賢
愚
、

美
醜
、書
悪
が
食
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
し
た
ら
、
一
体

ど
う
で
し
ょ
う
。
人
間
に
は
善
悪
が
な
く
、
た
だ
食

物
に
書
悪
が
あ
る
の
だ
と
し
た
ら
　
　
。

本
書
は
、
人
の

一
生
を
恋
愛
か
ら
は
じ
め
、結
婚
、

家
庭
、
妊
娠
、
育
児
と
経
て
、
幼
年
、
少
年
、
青
年

時
代
、
活
動
時
代
、
老
年
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
食
養
を

説
く
、
も
っ
と
も
愛
読
さ
れ
て
い
る
名
著
で
す
。

『食養人生読本』
桜沢如―

● 1′ 339円

(本体 |′ 300円 +消費税39円 )〒 260円

副
題

は

「
自
由

と
幸
福

の
教
育

革
命
、

人
間
性

の

開
発
」
。

戦
争
直

後

の
自
由

と
民
主
主
義

の
熱
狂

の

中

で
、

人
間

の
教
育

こ
そ
す

べ
て
の
基

で
あ

る
と
、

無

双
原
理

（
Ｐ
Ｕ
）
と
正
食

に
よ

る
教
育
論

を
情
熱

を

こ
め

て
展
開
。

『
天
国

の
鍵
」

と

い
う
題
名
か
ら

「
あ

の
世
」

で
の
救

い
の
こ
と
を
書

い
て
あ

る
よ
う

に
想
像

し
た
ら
実

は
反
対

で
、

願
望
的
神

秘
な
世

界

を
打
破

す

る
革
命

の
書

で
あ

る
。

「
理
綸
好

き

の
若

い
人
、
学

生
諸

君

に
は
好
ま

し

い
語
題
が
豊
富

だ
」

（
山

口
卓

三
正
食
協
会
会

長

）

『天国の鍵』
桜沢如―

02′ 600円

(本体2′ 524円 +消費税76円 )



照

ら
れ
ぎ
る
知
恵
〃の
宝
庫

今
日
、　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米

。
南
米
の
諸
都
市
で
、
あ
な
た
は

《
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
》

《
オ
ー
サ

ワ
》
《
イ
ン
・
ヤ
ン
》
と
い
っ
た
よ
う
な
言
葉
の
つ
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
自
然
食
品
店
、
雑
誌
や
図
書
に
た

や
す
く
ぶ
つ
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
は
、
大
量
の
天
然
醸
造

・
無
添
加
の
味
噌
、
醤
油
、
無
農
薬
の
玄

米
、
ヒ
ジ
キ
、
梅
干
が
売
ら
れ
、
人
々
が
争
っ
て
求
め
て
い
ま
す
。

れ
は
、
桜
沢
如

一
（
一
人
九
二
～

一
九
六
六
、海
外
で
の
ベ
ン
ネ
ー
ム
、ジ

ョ
ル
ジ

ュ
。オ
ー
サ
ワ
）が
開

、
そ
の
共
鳴
者
、
教
え
子
た
ち
が
活
動
し
た
成
果
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
ね
ら
い
は
数
千
年
来

食
民
族
に
、
優
秀
な
穀
物
を
主
と
す
る
食
物
を
食
べ
さ
せ
る
生
理
学
的
生
物
学
的
世
界
革
命
に
よ
る

平
和
の
実
現
で
す
。

十
年
前
の
一
石

の
巨
大
な
潮
流
は
、
明
治
二
十
九
年
、
陸
軍
薬
剤
監

・
石
塚
左
玄
が
、
大
著
『化
学
的
食
養
長
寿
論
』

に
問
い
、
欧
風
食
生
活
に
よ
っ
て
蝕
ま
れ
る
日
本
民
族
の
健
康
を
憂
い
、
食
物
と
病
気
の
関
係
、
人

性
格

・
人
格
と
の
関
係
、
治
療
・矯
正
法
な
ど
に
つ
い
て
の
原
理
（ナ
ト
リ
ウ
ム
・カ
リ
ウ
ム
拮
抗
性
）

う
世
界
的
大
発
見
を
発
表
し
た
の
が
最
初
の
一
石
で
し
た
。

治
二
十

一
年
発
行
の
「食
物
養
生
法
―
化
学
的
食
養
体
心
論
」
は
、
食
物
と
人
間
の
関
係
を
通
俗
的
に

た
名
著
で
、
大
正
末
年
ま
で
に
二
十
数
版
を
重
ね
ま
し
た
。
桜
沢
如

一
「石
塚
左
玄
』
は
昭
和
三
年
に

さ
れ
た
、
左
玄
の
唯

一
の
伝
記
で
す
。

玄
の
始
め
た
運
動
は
、
や
が
て
社
団
法
人
『食
養
会
」
と
な
り
、
和
漢
の
食
物
療
法
、
手
当
法
が
左
玄

論
の
も
と
に
解
明
、
取
捨
整
理
、
あ
る
い
は
創
造
さ
れ
、
各
種
の
事
業
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
食
養
会

・
飯
田
彬
『食
養
道
』、
桜
沢
如

一
『自
然
医
学
―
食
物
療
法
総
覧
」
な
ど
は
こ
れ
ら
の
成
果
の
一
部
で

こ
れ
ら
は
、　
い
わ
ゆ
る
食
物
療
法
に
関
す
る
も
の
で
す
が
、
昭
和
初
年
か
ら
食
養
会
に
身
を
投
じ
た
桜

沢
如

一
（日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
創
立
者
）
は
、
中
途
か
ら
、
左
玄
の
理
論
を
、
食
物
治
療
の
み
で
な
く
、
自
然

。

人
事
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
共
通
の
統

一
理
論
と
し
て
ま
と
め
、
「実
用
弁
証
法
』
と
名
づ
け
、
分
析
的
微

視
的
世
界
観
に
対
置
し
、
こ
れ
を
武
器
に
イ
ン
ド
・ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ｏ米
国
を
東
奔
西
走
し
、
波
乱

万
丈
の

一
生
を
送
り
多
数
の
教
え
子
を
育
て
ま
し
た
。

如

一
の
著
作
は
邦
文
三
百
余
種
、
欧
文
十
数
種
に
の
ぼ
り
、
今
日
ま
で
数
百
万
部
も
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
古
書
市
場
に
は
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん
。
そ
の
真
価
が
知
ら
れ
る
の
は
今
日
以
後
の
人
々
の
手
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
の
桜
沢
如

一
は
、
青
年
教
育
道
場
（メ
ゾ
ン
・イ
グ
ノ
ラ
ム
ス
）
を
つ
く
り
、
「世
界
政
府
』
新
間
を
発

行
し
、
東
西
文
明
の
会
合
を
う
っ
た
え
ま
し
た
。
ま
た
、　
ル
イ
・ケ
ル
ヴ
ラ
ン
と
の
出
合
い
は
、
晩
年
の
桜

沢
を
物
心

一
如
の
東
洋
精
神
を
示
す
法
と
し
て
原
子
核
転
換
の
問
題
に
向
わ
せ
た
の
で
す
。
巨
大
な
足
跡

を
残
し
た
自
由
人
・桜
沢
如

一
の
著
書
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
が
出
版
を
続
け
て
い
ま
す
。

t彗 塁左希許明よ雰[こ 八 業禽τこ

(*印 は桜沢如一の著作または訳書です)

食物の陰陽表 206円 (本体200円 )〒 120

正食医学の救急手当法  206円 (本体200円 )〒 120

*心臓を入れ替える法  2575円 (本体2500円 )〒 260

*一つの報告

*健康戦線の

1030円 (本体1000円 )〒 210

第一線に立ちて   1339円 (本体1300円 )〒 260

*最後にそして

永遠に勝つ者    1030円 (本体1000円 )〒 210

*世界恒久平和案、「意志」教育五十年の

実験報告 1030円 (本体1000円 )〒 210

*桜沢如一アルバム   515円 (本体500円 )〒 210

*兵法七書の新研究   2060円 (本体2000円 )〒 260

*わが遺書 1030円 (本体1000円 )〒 210

米国の食事改善目標  306円 (本体300円 )〒 46円

●桜沢如一カセットテープ (カ ッコ内はカセットの個数 )

*ニ ューヨーク講演(14)21630円 (本体21000円 )〒 670

●大森英桜カセットテープ (カ ッコ内はカセットの個数)

宇宙の秩序解説 (2)

女の業について(2)

眼病の治 し方 (2)

健康法総批判 (2)

玄米の研究 (2)

子供の病気と食養 (2)

食物 と夢判断(2)

食養手当法 (2)

身心改造法 (2)

生命と食物の歴史(2)

妊娠 と出産 (2)

美容とヒフの手当法(2)

無双原理入門(2)

体質別正食法 (2)

入浴法の研究 (2)

人間はどこから来たか(2)2678円 (本体2600円 )〒 250

●久司道夫カセットテープ (カ ッコ内はカセットの個数)

2678円 (本体2600円 )〒 250

2678円 (本体2600円 )〒 250

3090円 (本体3000円 )〒 250

4120円 (本体4000円 )〒 250

4120円 (本体4000円 )〒 250

4841円 (本体4700円 )〒 250

2678円 (本体2600円 )〒 250

4120円 (本体4000円 )〒 250

4120円 (本体4000円 )〒 250

2678円 (本体2600円 )〒 250

4120円 (本体4000円 )〒 250

3090円 (本体3000円 )〒 250

2678円 (本体2600円 )〒 250

4120円 (本体4000円 )〒250

2678円 (本体2600円 )〒 250

*判断力の話(1)

*座間講演 (2)

2678円 (本体2600円 )〒 175

3090円 (本体3000円 )〒 250
人間性の医学(2)

世界平和と健康(3)

3060円 (本体3000円 )〒250

4635円 (本体4500円 )〒 250
*GO、母を語る(1)  2678円 (本体2600円 )〒 175

*TES第 一回(2)   3090円 (本体3000円 )〒 250
(1990.1.)



日本 CI協 会は “無限の自由 、永遠の幸福 、絶
対の正義 "をだれでもが実現できる法を唱えて世
界を駆けめぐった 、自由人 ・桜沢如― (海外での
ベンネーム 、ジ ョルジューオーサヮ 、1893～ 1966)
が創設したマクロビオティック (玄米正食 )運動
のセンターで 、cl(セ ンター・イグ ノラムス )と
は「無知なる者の集 まり」を意味 し、健康と自由
の原理を身につけていこうという団体です。

現在の主な活動は 、

①桜沢如一著書の刊行 、月刊 『新 しき世界へJの
発行。マクロビオティック図書の出版。

②食養料理法の全国普及 (リ マ・クッキングアカ
デミー 、桜沢里真校長 )。

く月刊『新 しき世界へ』

年間購読料 5,150円

③正食生活法の研究・実践――夏 ・冬の健康学園
正食医学講座 、望診法講座 、講演会をどの開催。
④正食相談 ・マクロピオティック生活相談。
⑤その他各種関連活動 、事業。

会員の種別は 、A正会員 (年会費 12360円 )、 B
,EE力会●  (12360円 を2[]以」ヒ)、 C誌友  (51 50FEl)、

D店舗・団体 (30900円 )があ り、これから宇宙の
秩序にもとづ <生活法 、食養料理法 、食べ物によ
る健康法を学 びたい方は 、正会員にを ってくださ
い。(正会員は各種相談を受けることができます )

また月刊 『新 しき世界へ』誌 を購読する「誌友」
になることもできます。

種 別 年 会 費 特 徴

A 正 会 員 12,360円
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送呈。会員証 会員バッジ。各種行事割引。料理教室、正食医学講
座、正食相談 無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。2000円分の日本CI協会発行の図書テープ
券進呈。

B 賛助会員
12,360円 を
2□ 以上

月刊機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員に同じ。 4000円分の日本cl協会発行の図書券進呈。

C 誌   友 5,150円
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送呈。料理教室、正食医学講座受講、無農薬玄米配布のカムカムク
ラブ入会可。

D 法   人 30,900円
Aに同じ 本誌巻末に毎号、店名 住所 電話 営業時間 その他を掲載。
「新しき世界へ」 5部配布。日本CI友の店シール配布。

●下記の用紙に記入し、会費を添えて 〒151東京都渋谷区大山8」 11-5日本CI協会会員係にご送付くださしヽ。振替東京0-194125

・ 新 規 |  |
・ 継 続 |  | 日本 C:協 会 入会申込書 皓書で書いてください)

□
年

□
朋 から

□
銅 分   陰 員別の符号を○でかこんでくだれ )

A.正 会 員 B 賛助会員

(12,360円 )            C・
誌  友   D.法

(12,360円 を □)(5,150円 ) (30,900F人

(店舗 )

]2分 割可 )

フリガナ

氏  名

業

女

職

男 生年月日週
一＞
腱月年

一Ｔ住

所

(OO号 室 )(○○様方 )と 詳 しく。

TEL

*未婚、既婚 (家族    名 ) 円程与ダ震署
したい方

 ( )

法 正 誌 号 1名簿
|

タナック
| 領収 / 円

入 金 方 法 現金書留 来館 タト部 フリカエ 雑誌

●会員係の記入欄→



阿咋堂薬局 〒460名古屋市中区大須2262● 052・ 231・ 2839圏 10～ 20

困◎祝 漢方薬、健康自律指南、食養指導、気流法

コジマフーズ 〒457愛知県名古屋市南区呼続Ⅲ11618052・ 821・ 8746

圏辟19困0無農薬玄米、玄米餅製造、純正醤油、味噌

自然食の店カジコー 〒460愛知県名ir屋市中区錦3324第 2桜 ビル

lF 8052・ 962・ 7321圏H～21困0自 然食辞,、 レストラン

°
馬毛轟ム表二億9)1譴8税翼曇事野型5闘塊匙15雄怪尻盟絡毅

3・ 38

愛知陰陽会(長生堂)① 〒485愛知県小牧市小牧135280568。 76・ 2731

圏レ19困◎祝 食養講演会、リマ・クッキングスクール

ケ
こ而謎
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8舵5卜 2・

鴫需 暮鱚 誅副卿
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マ
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:SE・ S‖ i臓 MACROB10TIC C_海 静養生回、桧扇荘① 〒517 05 1ilTl県志

摩郡阿児町鵜方9431805994・ 3・4372 自由人お宿レストラン

京都自然食品センター 〒604京都市中京区河原田I通 り夷川東北′18
075。 221・ 7890,231・ 0348□ 9～ 18困③祝

マクロビオティック① 〒606京都市左京|ス高野蓼原町77● 075。 711

・4551弁当(予約制 )、 1に 食舌:1、 書籍
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サ
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八幡自然食品センター① 〒806福岡県北九州Iif八幡西区八千代町6

228093・ 62卜 4184□ 9～ 18困 1・ 30料理講習、健康相談

愛鍼灸院① 〒84913佐賀県鹿島市大殿分15901● 09546・ 3・ 0981圏
8～ 19困◎ 鍼灸と正食品による綜合治療、健康相談

自然食品センター夢有民(ムユウミン)① 〒855長崎県島原市桜‖丁951本田

春代 809576・ 4・3169地卵、無農薬有機野菜直売

一心堂 〒85701長崎県佐世保市吉岡町1838980956・ 40・ 5733ロト
18困③ 驚;油・ヨモギ茶・粒状/粉末ヨモギ石けん

天粧子飼店① 〒860熊本市東子飼‖135● 096・ 343・ 4043福山敬救

困無 体質別食養社1談・オリープ自然美容法

天粧下通店① 〒860熊本市ド通148● 096・ 354・ 9161福山約 ―朗

固10～ 19困 l・ 30体質別食養相談・オリープ自然美容相談

岡部食品豆腐工場(創 業慶応3年 )① 〒86146熊本県 L益城郡111佐 町

壇;下 1438096・ 234・ 0447圏 7～ 19困③ 純正豆腐、食養ワf究会

ニコニコ村① 〒874別府liF堀 [‖ 12組 ●0977・ 23・ 3244移動販売、有
機野菜、食養村信炎、地方発送 llI

心の学校・ヨガハウス① 〒874人分県別府市野:1中 冊161880977・ 26

・2463匿Ю 2ヽ1困③ ヨーガとマクロビオティンク

報 亀場1♂ 躍 塾 乗営 ず%3装選躊 盤 鵬 躍 轟 讐
9
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自然食品センター陽報① 〒900河 :縄県llll覇 市久茂地311880988・
61・ 7195固 10ヽ 19困◎祝 食養村l談、料理教室、書籍、純正食品
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固9ヽ 19困Э 無農業野菜、食:早l、 隊1書 、化粧!lfi

自然食品の店エリナ八戸① 〒()31諄 :森県八「illj l八 日‖1280178・ 44

・6461口 9｀ r、 18｀ r圏③視 野ii摘 、砂療法、料pll教 1{        (Dデ リカショップキャリオカ① 〒35002埼 :「 嗅t坂 ′i市薬nT‖∫218
80492・ 83・ 4433□ 10ヽ 21困O TF菜 、化粧品、輌」達、料]!教室

リロン十和田① 〒034青森県「 和lll!li稲

`L‖

r1034801762・ 2・ 7840

□10～20困③健康‖1談、り1例の集ヽ＼食品、イ〕精リド      ー
語辱99■811ご華曇委りJI始 Iツ杞:lillャ帯l髪キlliぜ

41同

Чろ′晰為うま静

“

描暴球側撃議鷲:謝罫辞職
帆 た

徘訳47子]"長
1瑞

[含ご雪マllllll輪

98218劇
""刊

m
秋田自然食品センター①〒010秋 ul市保戸野鉄砲冊l卜51●0188。 23・

2921圏 10ヽ 18口③祝 *1理 教宇、健康講演会、食1:l,販売、Tr菜      すこゃか薬局① 〒359所沢市松葉Ⅲ1262新 ,,7沢 駅束‖より3分 804
24・ 22・ 0985固 10ヽ 20困③祝 漢 /J‖ 1談、第 3 11lrttl理 教室

整骨院巴堂① 〒013秋 Π]県横「
11i清川冊J12180182・ 32・ 3331固8半

1ヽ8半 困③祝 オーサワジヤバン商占マ:、 強健術            小川自然食品店① 〒362埼玉県JJ已 市_し冊1272580487・ 74・ 8504

□10ヽ 19困◎ 純iF食 !卜 :1、 有機農産物、浄山l指導、料川!教宝
マナ自然食① 〒02001岩 手叫1盛岡|li高松卜153180196・ 62・ 6205

□8～ 19困① *lF‖ 講習(第 3水 )、 食品、野菜雑穀、図書、配達       カムカムサン① 〒260「 葉ili緑‖]卜282● 0472・ 47・ 1737□ 10ヽ 19

圏③ 無農業III菜 、1又l書 、健ll‖ 1談、食lI指導、配達、各地発送
盛
民品名7品鷹「 イめ亀島祐編 路吊F高弓ざnl180祀 卜Kli県  市

川」昌8%T:I〔 層轟 ;毅‖出曇Wld塩 蟹、罷ピ
ト

"・

l1810日 0

はり。きゆういわしな治療院 〒02001盛 ltn市前九
`円

631● 0196・

45・ 3461□ 8～ 19半 困③とl③ 昧診流治療、健FktII談         自然食品の店たんぼぼ① 〒272 iljり |lili南 人野3222580473・ 37・ 50

72□ 10｀ r、 18口
'2・

3011菜、書籍、食養‖1談、半lFllttilil
みちのく自然食品センター① 〒980宮城県仙台ilj中 央31078022・

262・ 7677圏 9ヽ 19困③ 食り;処「友苑J8266・ 4095*1■ 1講習     自然食の店シーズン① 〒2720111iり |liliイ 融 駅前22122行 徳マンシ

ョシlF 80473・ 56・ 6166□ 10ヽ21困年中無休
こうけん堂 〒980 111fiili人 田J2617● 022・ 265・ 4465団 10ヽ 19圏り|

H・ S,ART食 養レストラン JIく 11iり |1駅
1・lllJア ーケードljハ ズレ8

未O ttlil、 無農薬野菜、自然食レストランプラトー8265・ 8353
0473・ 26・ 5426固 10～ 24食品、書籍 +1理講習 Oの講師/lll中 愛 r先

サンマート咲田店ホシ① 〒963:m島り,lllヽ llllj咲 田21880249・ 32・
生、ジャズライブ③o③ P‖ 7:30

4404圏 9ヽ23困無 純i[食 i171、 (り l図千F、 食養‖1談

自然食品の店たんぽぼ① 〒277千葉県拍市泉町657● 0471・ 67・ 1997
だるまや① 〒965会

'FFl松

ili 箕‖,八幡村北11414● 0242・ 22・ 21189
□9ヽ !9□無 食liF[、 無農薬BIJ菜 、食養・美容村1談 、各地発送

□ 10ヽ 18天然特産物。「l然農法農産物・ネtiF食 llF,・ *‖
jLttЛ !教す

La Vie de清 蓮① 〒273千葉ll船橋市13込冊J72580474・ 39・ 7493圏
会津屋純正食品流通センター〇 〒9661H島 県喜多/J!li′ F諏訪1561

10ヽ 16困③視 食品、無農薬野菜、書籍、配達、料馴1教 室
8024i・ 22・ 4193圏 8｀ 卜 19困無 食品、CI図チ|、 発送、食養‖1談

自然食品の店 稲 〒279「葉県‖i安 lli入船4212● 0473・ 52・ 3811固
パス① 〒970m島県tヽ わき,li14杉 F`1980246・ 22・ 9510り l"l『 マク

10半 1ヽ9困◎祝 食品、11農薬lllr菜 、化粧il:l、 発送。*lF饉 教室
ロビアン』発行、イ

"月

身体改造合イil、 健康‖1談 ほか

【東京区部】【関東】
不二自然食品① 〒106港 区麻4,「 番22i3803・ 451・ 8966郵使振替群馬マクロビオティックセンター‖AttNAO〒 370群 lll県高崎11i利 ||||

東京018943田9半 1ヽ9困③ りF菜 、海産物、食養‖l談Ⅲ171380273・ 22・ 5484□ 10ヽ 20困① 図1:、 食」:イ :、 *1■ 1教 11

風Fu① 〒112文京区関ll卜 179803・ 269・ 0833固 12～ 15,18～ 21③祝高崎自然食品センター〇 〒3701111J県高崎市新‖16380273・ 25。 26

05口 10ヽ i9困〇 図書、食11「 ]、 IF食・空
「

・ヨガ講illl会 、健康指導      は予約のみ レストラン、十1Pl教 宝、小売。有楽冊I線江戸川橋の出‖

鈴木述子(群馬県安全農法研究会)(D〒 370121Υ馬蝙t高崎il'山 御llr乙   高砂自然食品センター〇 〒125葛飾区高砂8135● 03・ 600・ 4322固

61180273・ 46・ 4921 rl然 農法農ノI物、純 |に 食:
「ヽ1            9｀ 20困③ 無農薬II菜 、果物、料Fl講 習、勉強会、配違

須藤商店① 〒3761羊 llJttlll生 市東久方‖r2621● 0277・ 44・ 5733□9  自然食品専門店ベル・ウンド① 〒143大 Ill「X北馬込23318803・ 771

2ヽ0困③ 純正食占′,、 1文1評 :、 rl然 酒、無添加ワイン、料川!教牢        ・9243固 10～ 19)r ttЭ 無農薬野菜、おし正食iヽ ′1、 化粧占l!、配達

天然医学研究所 〒320栃木嗅t.::‖

`宮

|li松原2420(野 沢幸弘)●0286  自然食品取扱い店スーパー宝屋① 〒143相 111ス 人森中2241,〔 浜急

・25・ 0544ロト18困◎ i[食 健康‖1談、lF食 医学健康法講習       行梅黒敷駅前 803・ 76i・ 5489同 9'卜 22困無 無濃薬野菜、果物

食養健康センター① 〒320栃木県宇都宮 ||テ l番町2480286・ 36・ 2415  玄米キッド・田畑組① 〒146大 Ul区池上3147● 03・ 755・ 1412困0
圏 10～ i8圏0純 Jl食 品、リマ化11品、森 ド食品、CI書需        1l lll販売と電話注文配達専門(人 |11区 内外のみ)i[食食糧tヽ 1

自然食品の店マサチエミ① 〒146人 1田 区多摩川1352803・ 756・ 244晴雨くてりふり)農 場① 〒34913栃 木県「 都賀郡藤岡町大前175180282
・62・ 2635「 1給 ri足的基11に立っての衣食住の追求と実践        5圏 10～ 19困◎祝 純ili食 lヽふ、無農薬野菜、料理!教字、CI図書

つくばマクロビオティック① 〒30042茨 城県つくばテl'北条28802   自然食の店にんじん屋① 〒150渋谷区恵比フi西 141803・ 476・ 2811

圃 10ヽ 20困◎祝 OJ商 tl占
。()」 バンゆ富 恵比寺駅徒歩2分

98・ 67・ 12i4圏8半 1ヽ7困0オ ーサワジヤバンKK商 11「1そ の他

■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書(法人会員)に 記入してお申し込みください。3行以上になる場合は1行 につき

-13-



α θθθケ ″ォσ」協会 琴々ウヽィラィハ

アクロどオテ/ノクを楽しi学ぶ基本コー/ 励物 好
*********************************

◆マクロビオティックのお話・試食
<初めての方のための楽しい集まりです>

☆玄米を炊きながらのお話と試食です  「玄米っておいしいの ?」

まず、実際に召し上がってみてください !

そして、食べ物と心と体の大切な結びつきについて考えてみましょう。
|マ クロビオティックとは何なのか llなぜ玄米を食べるのか | |ま ず

初めにどうしたらよいか |な どをテーマにわかりやすくお話しします。

まだこの素晴らしい玄米食を知らないご家族やお知合いの方をお誘い

合わせの 上l、 ぜひ、お集まリトさい。

●日程/*3月 i3日 (火 )15:00～ 17100*4り 110日 (火 )15:00～ 17:00

●会費/各国2,57511(食事付)● 要予約/前 日までに必ず電話でお申込み下さい。

*****************************************************

◆マクロビオティックヘの入門講座
1無双原理と玄米正食 lの理論と実践について楽しく学べるわかりやすい講座

です。「iに しいものの見方・考え方による食事と健康と幸福の大切なつながりJ

「陰陽について 1「 どんなものをどのように、どのくらい食べたらよいかJな ど、

基本についていっしょに考えましょう。一人一人に合つたマクロビオテイック

を日常的にi[し く実行し、心身共に健康に明るく楽しい人4Lを 送るためにぜひ、

ご参加 Fさ い。

●3月 7日 (水 )15:00～ 17:00

f陰陽の見分け方についてJ

―食の10段階と健康チェック

●4月 4日 (水 )15:00～ 17:00

「食の段階と四つの体質① l

●会 費/各回2,060円

*****************************************************

◆家庭の手当法
風邪をひいた、熱がでた、お腹がいたい、吐き気がする、ケガ・やけどをした、虫歯がいたい……などなど、日常生

活での体の トラブルは、たくさんあります。そんな時身近にある植物や食品を用いた正しい手当ての方法を身につけて
いればあわてることもありません。その時その季節にあった手当法、保健飲料の作り方を実習しながらしっかりと体得
し、千イザ!lと ぃう時に備えましょう。

●日 程/3月 28日 (水 )15:00～ 17:00「 三年番茶、梅しょう番茶、醤油番茶、ゴマ塩、くず湯 J

4月 24日 (水 )15:00～ 17:00「解熱・利尿/第一大根湯、椎茸スープ、玄米スープ、第二大根湯ほか」
●会 でそ/各口12,575円 (材料費を含みます)※ 要予約/前 日までに必ず電話でお申込み下さい。

◆マクロビオティック生活相談       蛸/Dn献季
正食を実行する上での トラブルはよりよい解決法で ! ●3月 6日 (火 )15:00～ 16:00

人とのつきあい(地域、仕事など)に起こる問題、健康上の問題、育児、しつけ、学  ●3月 7日 (水 )17:00～ 18:00

校 (給食、いじめ、登校拒否、など )わからないこと、困っていること、迷つて  ●3月 13日 (火 )17:00～ 18:00
いること、悩んでいることなど一緒にJL体的に、考えてゆきます。何でもご相談下  ●3月 14日 (水 )17:00～ 18:00

さい。 ●3月 27日 (火 )15:00～ 16:00

※個人相談(有 料)※ 要予約/詳細は係までお問い合わせ下さい。         ●3月 28日 (水 )17:00～ 18:00

-12-



●ノθθθ夕″オσ」″会 ん帯ウヽイライハ

☆マクロビオティック生活実践講座
正食を実行する上でのさまざまな問題……妊娠中の食事、生活の注意、出

産後の生活の仕方、離乳食と離乳について、母親同士のつきあい、子供同士

のつきあい、保育園、幼稚園生活ではどうしたら良いか? 学校給食ではな

く、お弁当を持たせたい ! 予防注射はどのように考えるか、また、結婚前

の女性のマクロピオテイック生活法について、現代社会における人とのコミ

ニュケーションをスマー トにする方法は? 夫が正食をしてくれない、親、

姑たちに理解してもらえるには? などなどについて参加者の皆さんと一緒

に考えながら、無双原理の立場からみての考え方をお話ししていだきます。

独身の方、母親の方、ぜひ、おいでください。 (男性の方も大歓迎です )

●3メ■ ■6Eヨ (く≧ ) ■■ :00-■ 4100(涯 桑 子≒ イ寸 )

テ ー て
「

正 食 と 除 去 食 に つ い て J

●各 種 の 7レ ル ギ ーー 0こ ど う 対 爽聾 司
「

23か

●誓近察勿、 こゴ ミ 、 イ芭老か、 カ  ビ 、ヨ誕牢勿、接 議 虫 等

●受 論轟 料 /各 回 3,090円  (昼 食 付 ) お 子 様 づ れ 参 カロ r.∫

※ 要 予 約 (事 前 に 必 ず お 申 込 み 下 さ い )

●4メ■ 20Fヨ (≦≧ ) ■■ :00´-14100(た 桑 子を イ寸 )

テ ーーマ  
「

f供 の 育ヒソフ Z曇 弓 |モ当 lliす 生 れ彗 だヒ 子と事 _」

●各 種 の お 稽 古 事 を 考 え る 。

●親 の 背 壱を 多也 てr子 は 育 つ 。

☆おべんとう作り講習会 ●講 師 /大 森 ―一慧

毎日のことだから大切にしたい !

おべんとうを開けた時の、なんとも言えないあの思い。まわりの人の反応で得意になつたり、ひがんだり……。お子様

にとつて、「おべんとう」による親子のコミュニケーシヨン、社会体験は、マクロビオティックを実践する上で、重要な

ポイントとなります。小さいけれど大きな意味のある、いわば “食文化の箱庭"です。

そんな大事なおべんとう作りも、毎日のことになると、ついマンネリになりがち。そこで、愛情のこもつたメニュー、

豊富なアイデイアの数々を実習してみませんか。中身、味つけ、見た目もとても大事。子どもが喜んで持つていく「お

べんとうJは ? 手間も費用もムダなく作る工夫は? さあ、玄米つ子 6人 を育てた大森一慧先生に、そのコツを習い

ましょう。 (大人の食事の参考にもなりますよ)

●講習費/各 国3,090円 (7肖 費費込み)● 定員/30名  ※要予約 (事前に必ずお申込み下さい)

●中込み方法/① 先ず電話にて予約 し②申込み書に記入し講習費を添え郵送または持参

●保 育 あ り/一 人につき1030円 (事前に必ず確認 してください)

●3 JL]loEヨ (「 )■ 3:00´ ― ■6=00

☆潮 い ■ /*コ家 )に こゴ 0ま ノし 、 *ツ身 工薦 だ参 展疑 i△ 拶夕 、*よ も ぎ Eヨ f、

*菜 の 花 か ら し 醤 マ由 、 *絹 さ や ソ テ イ ‐一

●4メ■ ■4[](三 L)■ 3=00-■ 6100

★眸犬 立 /*コ欠 )に こゴ 0ま ノし 、 * ′~フ ~ ′・ 'ツ ケ 又は ・ ―一  ノ ~~

ノ :り  ンヽ タ ~~、  *′もヽき θう し θD′ゴ う自
=き

*よ も 建ゴ EJ f

*せ り だ 雇に禾「Iえ

メiメエ メ/ズる0◇ざ×X鰤0◇乏×X巡翁◎椒X靡⑮O◇呻×XtO會 劣×Xt◎ 會褻XXtO筈 豫

☆ マ ク ロ ビ オ テ イ ツ ク 子 育 て ・
家 庭 相 談   ●担 当 /大 森 一 慧

ク1娠、出産、子育て、教育、健康に関することを中心に家庭や社会でのさまざま  ● 3月 10日 (土 )16:30～ 17:30

な問題について、マクロピオテイックの立場からみた解決の方法を指導いたします。 ● 3月 16日 (金 )14:30～ 15:30

● 4月 14日 (土 )16:30～ 17:30
※個人相談 (有料) ※要予約/詳細は係まで

● 4月 20日 (金)14:30～ 15:30
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★
「
望診法」と

「
姓名学」の両方を受講される場合は割引き料金になります|

〈講師/大森英桜〉
■苗字の数に合わせた名のつけ方

■お店、会社の名のつけ方

■外国名の姓名判断など

■姓名相談講習△
7マ (有料個人相談/公開講座)

1989年 10月 と1990年 1月 の
「
運命学特別講座Jで は姓名学の入門的講座として姓名学の原理、名前と病気診断な

どをテーマして、好評を得ました。

ここに多くの方々のご要望におこたえして「姓名学講座実際編 Jを 開講いたします。凶数を持つてしまつてい

て名前をかえたい、お店、会社、子供に良い名前をつけたいなどと思つていらつしゃる方々はこの機会に是非ど

うぞ。

ふ る つ て ご 参 カロく だ さ い コ

□ F・lF時 /19904■ 4メ129Eヨ (日 ),30[ヨ (夕兄 )
□髪姜瑚議/[ヨ 冽に (EI"男 髪姿 2降 蟹

□講 習 費 /5講 義 ―一括 32,960円  (lE会 員 31,980円 )
※「瑾涅 言多 およ牛手夕晨 」(4/28,29)と 二 更登 蜃～づ菱謙障 6D/J~0ま 56,650「 ll

音 Iζ

`か
蛋鶴 溝 0ま と "り ま 週 r′毎

□矢
=∫

乳/604呂
■主催/[1本 CI協会 〒151谷 区大山町115

2'03・ 469・ 7631 FAX.03・ 469・ 7635

■申込方法/申 込書に記入し、講習費を添え、日本CI協会
あて現金書留で送るか直接持参して下さい。

■締切り/4月 25日 (水 )た だし定員になり次第締切ります。
*取消じ/4月 25日 までの取消しは手数料2000円 を引いて

返還します。それ以降の場合は、会の運営上、
半額返還となります。

◎持参品/食器―茶わん、汁わん、中皿、はし、ふきん、
学習用具。

■日本CI協会の法人、正会員または、誌友になることが

必要です。
★食事/日 本CI協会料理部が調理する、玄米正食料理です
■講義の録音、録画、撮影はご遠慮下さい。

4ノ■ 29Eヨ ([ヨ )
5:00～ 15:30進 行 説 明

15:30～ 17:30講義① 二文字の苗字について
17:30～ 19:00 夕 食
19:00～ 21:00講義② 一文字、三文字の苗字について
23:00～    消 灯

4ノ可30[ヨ (■兄 )
6:00～ 7:00起床、清掃、歌
7:00～ 9:00講義③ 外国名、屋号、会社名について
9:30～ H:30講義④ 改名だけで救われるか否か?

11:30～ 13:00 食 事
13:00～15:00講義⑤ 公

o( ●

υ

姓 名 学 講 座

2.誌  友 (の家族 )です。
3.入 会申込みます

します。………56,650円

姓名学講座を受講(一般、誌友)・
・32,960円

姓名学講座を受講(正会員)・ ……・31,930円

で〒
~~]丁

蔀遭
~~~~郡 ~~~~

合計IIIIIコ 要 面 覆 雨 藤
日 本 CI協 会 御



正 食 医 学 講 座 ・ 別 科

望診法特集
●オーバーヘツ ド・プロジェクター使用

*人 相 、手相にみる「健康」と「運命」の秘密 !! 無双原理で縦横に解明 !

① 4月 28日 (土 )～ 29日 (日 ) l② 6月 2日 (土 )～ 3日 (日 ) l③ 6月 30日 (土 )～ 7月 1日 (日 )

「人相J「 手相」は、神秘めかして易者さんの専売になつて

います。無双原理は、あらゆるものの原理ですから、人相

も手相も、易者さんも驚く原理で解明します。そして、運

命、性格だけでなく過去・現在の健康状態を判断 します。

これが「望診法Jで 、正食医学の極意です。修養の足らない

者がこれを丸かじりすると危険なことから、占来、むやみ

に教えられなかつたものです。

まず、人間の誕生の経過 (発生学)を 研究します。これが

望診法の基礎の基礎になります。

6月 の第 2回はI鼻・耳・口・歯・ほくろ・手相総論・生命線・

頭脳線・感情線 J、 第 3回は、
「
結婚線・太陽線・爪・指・声 脈

・足・便」などです。〔保育はありません〕

.調/大森英桜

.錫/日 本CI協会本部
●研修費/① ② ③各27,810円 (正 会員は26,780円 )(2食つき、宿泊費含まず)

●I姓名学講座Jと 通し受講の方は56,650円 ●部分受講はありません。

●会館に宿泊の方は17自 2,060円増し。研修費、宿泊費などは消費税込みです。

●主催/日 本CI協会〒151渋谷区大山町H5富 03・ 469・ 7631(小 田急線東北沢駅 F車 )FAX.03・ 469・ 7635

●持参品/食器(茶わん、汁わん、中皿、はし、ふきん )、 雑巾、学習用具。

●申込方法/申込書に記入し、講習費を添え、日本CI協会あて現金書留で送るか直接持参して 下さい。

●締切り/4月 25日 (水 )ただし定員になり次第締切ります。

*取消し/4月 25日 までは手数料2000円 を引いて返還。それ以降は、会の運営上、半額返還となります。

●日本CI協会の法人、正会員または、誌友になることが必要です。

●食事/日 本CI協会料理部による玄米正食料理です。

■講座の録音、録画、撮影はご遠慮下さい。

12:30-13
13:00--15

～ 17

～ 19

00進 行
00講座①

30講座②
00 夕 食

「精子と卵子の結合、受精

卵の分裂、性の決定」
「各臓器の発生とその陰陽 J

～ 21:00講座③ l人「人体各部の発生とその陰陽

4JI1 29 Eヨ (Iヨ )
6:00～ 7:00起床、清掃、歌
7:00～ 9:00講座④「骨相、人相総論 l

9:30～ 11:30講 座⑤l人相①髪、額、眉、
11:30^シ 13:00

日 J

望 診 法 特 集

受 講 申 込 書

1.正 会員(の家族)です。番号

2.誌 友 (の家族)です。

3.入会中込みます

自宅電話

ILL   (  )
1.姓名学講座と一括受講……………56,650円

2.望診法特集を受講(一般、誌友)・
・・27,810円

3.望診法特集を受講(正会員)………26,780円

生日
滅

月

＜

年

明

大

昭

合計_____一 一―
円を添えて申込みます。

日 4氏 CI協 男裟キイ餌 J「■    年  月  日



正食医学

、飛.ス

講座・別科
|

夕の多〃冴

〈講師/大森英桜〉

似 夕の修理″ノ続編 を開講 ノ
●男女の産み分け●日常の悩み
●最近の成人病 ●難病、奇病
゛″鶉 絲 考 /き つづι}で送 ろ″評のだ密講義′′ 夏の τフペんか らつま力までのきまざまな'宗気′異′/悩みを

∬倉 で着す睡意 の島 射 ′

゛多くの方々のご要望 /_お ご/_え ιて ′ス″の修理虜・続編」を開講 ι
'/_ι

ます。男′の産み弁ケ、″″の溜

み、成スオ,殿近話題 の難病 ゃす方などだん 点をθわせての講義 です。

′S、 る つ て ご 参 加 く だ さ い |

□ [ヨ 時 /■ 990生
「

3メ■ ■OEヨ (三L),■ ■ Fヨ (Eヨ )
□ 会 場 /日 本 CI協 会 2階
□講 習 費 /5講 義 一 括 27,000円  (I三 _~員 26,000円 )
*響部 夕>奮 と 講  (■ 粛酵 尋曳 )0ま 8,300F可  ※講習費には消費税を含みます

※者姜 負官 布旨 ヤ自 0ま 2,060F可 士曽 し

□定 員 /60名

■主催/日 本CI協 会 〒151渋谷区大山町115
2803・ 469・ 7631  FAX.03・ 469・ 7635

■申込方法/申 込書に記入し、講習費を添え、日本 CI協会
あて現金書留で送るか直接持参して下さい。

■締切り/3月 7日 (水 )た だし定員になり次第締切 ります。
*取 消し/3月 7日 までの取消しは手数料2000円 を引いて

返還 します。それ以降の場合は、会の運営上、
半額返還 となります。

◎持参品/食器―茶わん、汁わん、中皿、はし、ふきん、
学習用具。

■日本CI協会の法人、正会員または、誌友になることが

必要です。
☆食事/日 本CI協会料理部による玄米正食料理です。
■講義の録音、録画、撮影はご遠慮下さい。

タ ィ ノ 、 テ
_ブ ル

3月 ■0日 (十 )
15:00～ 15:30協 会 説 明
15:30～ 17:30講義① 喘息、無月経、精子減少症

インポテンツ、精力過剰、男女の産み分け
7:30～ 19:00 夕 食
9:00～ 21:00講 義② 高血圧、低血圧、早期流産
しらくも、赤 ら顔、にきび 、難聴

6:00～ 7:00起 床、清掃、歌
7:00～ 9:00講義③ 火傷、凍傷、子宮筋腫、卵巣

裏腫、打撲/捻挫/骨折、バス トを豊かに
9:30～ 11:30講 義④ 風しん、尿毒症、不眠症

ひび/あ かぎれ、朝寝坊/居眠り、躁うつ病
1:30～ 13:00 食 事
3:30～ 15:30講義⑤ エイズ、自然気胸、ヘルペス

B型肝炎、胆石、ぎつくり腰、五十肩

人 体 の 修 理 法
‐

続 編

受 講  申 込 書

1.止 会員 (の 宗族 )で す。番号

2.誌  友 (の 家族)です。

3.入 会申込みます
|

明

]

レ

豚
日
滅

月

＜

年大

昭

勤務先

■L    (   )
職

業

自宅電話

( )ILL村

町

都

市;|〒

  ~ 
増貫 1.人 体の修理法を受講する ・…………・27

2.人 体の修理法を受講する (正 会員)。
・26

3.(  )を 部分受講する…………………8

4.会館に宿泊する ………………………2

円

円

円

円

合計         円を添えて申込みます

日 本 C I協 会 御 l中    年  月  日

-8-



講師/大森英桜

医学

⑥ 各論編のⅢ (各種病気)

4月 7日 ～ 8日

1.子供の病気

2.老化 と老人の病気

3.ガンの 1(総論、胃、腸、子宮)

4.ガ ンの 2(乳、肺、自血病など)

5。 エイズなど難病、奇病、新病、公害病

6.質疑応答、まとめ

新 しい層貸州 をつくる。7クロピオ

ディックの     「5年運搬 籠 .第
「/JEs JFIノ

全 6回 ① 10月 7日 ～8日 、②‖月4日 ～5日 、

③ 12月 2日 ～ 3日 、④ 2月 3日 ～ 4日 、

⑤ 3月 3日 ～4日 、⑥ 4月 7日 ～8日

主催・会場 ●日本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町11-5803.469・ 7631

研修費 024,720円 (会館宿泊は26,780円 )

持参品●食器一 茶わん、汁わん、中皿、はし、布巾、雑中、学習用具

申込方法 ●申込書に記入し、研修費を添えて日本CI協会あて現金書留で

送るか直接持参する。日本CI協会の正会員 (年、12,360円)ま たは誌

友 (年 、'5,150円 )になることが必要です。

締切り●各国開講の 4日 前巌守。

取消 し●締切日までの取消 しは手数料 2,000円 をひいて返還します。それ

以後は会の運営 ll、 半lll返 還 となります。

*食事は日本CI協会の料理部が調理する玄米正食料理です。

*①～⑥まで受講された方には「正食医学講座修 f証」を発行いたします。

■講義の録音、録画、撮影はご遠慮ください。

l■l

12:00～ 1:00 受 付

1:00～ 1:30 説 明

1:30～ 3:30 講義 1

4:00～ 6:00 講義 2

6:00～ 7:30 夕 食

7:30～ 9:30 講義 3

11:00～    消灯、就寝

(日 )

6:00 -7:00

7:00^-9:00

9:30^-11:30

11:30^-1 :00

1 :00-1 :30

1 :30- 3:30

起床、清掃、体操、歌

講義 4

講義 5

朝 食

写真、次回分受付

講義 6

キ リ ト リ 線

第1劇 正食医学講座①②③④⑤⑥ 伸込み鑢字にOをつけてくださt→

①各回参加 )24,720円 (会館宿泊26,780円 )②一括前納 >138,020円 (会館宿泊150,380円 )

③請義の部分受講 1・ 2030405・ 6)1請 義4,300円

男

・
女

( )歳

日

生

月年

明

大

田

耕
・馴

1.正会員(の家族)です。番号_____―――
誌友(の家族)です。

入会申し込みます。氏名

ふりがな
一Ｔ

道
県

都
府住所

番

＞
局外市

＜

宅
話

自
電

業

先務

職

動

勤務先 市外局番
電 話 (  )

円を添えて申込みます。

日本 CI協 会 御 中

今回で全 6回を修了する方は、ここにサイン
して下さい。

●今期から、事前に申し込まずに当日、会場に来 られた方は、千円の割増 しを申 し受けます。



|プロ0技‐
l=1学

‐ぶ ―一毎月 1回開講―一

食養料はな液議屋

講師/松本 光 司
*実習・試食・講義でしっかり体得できる充実し

た内容で、和気あいあいの楽しい授業です。

*豊富なメニューでレパー トリーがぐんぐん増

えます。

*各回とも、その季節の材料を盛り込んだ新し

いメニューでの実習と、各テーマの講義で料

理のコツ・秘訣を締めくくります。

どなたでも、いつからでもスター トできます

ので、お気軽にご参加ください。

3月 18日 (日 ) 10:30^-15:30
(途 中、試食・休憩があります。メニ■―によって多少

時間が延長される場合もありますのでご「 承下さい)

●会 場/日本Cl協会会館3階

0受講料 (各回ごとに)(消費税を含む)/正会員・法人

会員=10,300円 。誌友=10,815円。

0受講は日本Cl協会「正会員」「法人会員」または「誌

友」になることが必要です。

●要予約/ま ず電話で予約し、申込み用紙に記入し、3

月14日因までに受講料をそえて事務局へ。

(準備の都合 11、 必ず予約をされるようお願いします)

●エプロン、スカーフ、筆記用具持参

(一括納 入はあ りませんので、ご了承 くだ さい )

▲ 手ぎわよく調理 しながら、要点を説明する松本光司先生

◆メニュー

三色だんご、嫁菜切胡麻和え

ひ じき豆腐、蕗味噌

野草の天ぷら、よせ粥

◆お話/野菜の下ごしらえ

*次回は 4月 22日 lB)の予定です。

プロの技 に学ぶ食 養 料 理 技 法 講 座 申 ■入 書

氏

名

田力
・十ス

明・ 大・ 昭

年生

電話

番号
一Ｔ住

所

)

① 日本Cl協会の正会員 (の家族)です。②「誌友」です。③ 法人会員です。

④ 会員ではないので入会申込みます。(ど れかに○をつけて下さい)

下記のように受講料を納めます。 (該 当する月日と金額を○で囲んで ください )

受  講   日 1  正会員・法人会員  1   誌   友

3月 18日 04月 22日     |(各 回ごとに)10,300円 |(各 回ごとに)10,815円

●正会員会費 (12,360円 )を 納めます。 ●誌友会費(5,150円 )を 納めます。

合計 円を添えて申込みます。 1990年   月  日



●日本C′ 協舒薄Иイライト

く食養手作り教室〉

●講師/吉成知江子
●3月 17日 (土 )13:00～ 16:00

●講習費/¥3,200(消費税込み

●申込方法 (要予約)

1ま す電話で予約じ 2申込用紙 1日 本CI協
会事務局にあります)に記入し、講習費を添え
て、事前に持参または郵送してくださいc

※保育はありませんのでご了承ください。

笏 啄 、残 り初 、

鶴
{.t4. v\)vr)TETf- o

何気なし)けいよ
稔も童にモ,とtメ3夕な
日々 のあツ句略曜2に つり

7、

し,かりと曽ダましうι

一一
．．ヽ

一一．

一しざうそ
一
　

　

一
一一

・
．．・

・
お

料理‐|二11:二

くメニュー〉
*玄米御飯

(玄米の洗い方から炊き方までの基本を復習/)
*ごぼうの丸煮

(少ししなびてしまったごぼうも、ひと工夫する
と立派なおかずに大変身。そのコツは ?)

*の つべい汁
(春先とはいえ まだ寒い時季。体をやさしく温

める汁物のおいしい作り方を学びましょう)

●次回は、5月 26日 土の予定です。

*納 豆

(ヘルシー食品としてもてはやされる大豆たんぱ<
も、むやみに食べては時として害になります。
上手に中庸にしておいし<頂く方法は ?)

*ひ しおみそ演

(簡単でおいしいスピー ドみそ漬けの作り方は ?)
*おやき風ガ トー (その 10)

(身近な野菜を使ってマフィン風に仕上げます )

(メ ニューは変更になる場合もありますのでご了承<ださい)

桜沢里真 の 増刷出来/

食養料理カード
■
集 1

食費料理カード集2

各824円  〒250円

①O共の〒360円

(800円 +税24円 )

175× 128ミ リ

16枚

175× 128ミ リ

16枚
【第 1集】小豆入り玄米御飯、味噌汁、ごま塩、きんびらごぼう、ひじき蓮根、玄米クリ
ーム、鉄火味噌、鯉こく、小豆南瓜、おめでとう、しぐれ味噌、ほうとう、バンオサヮ、
クレープ、そばクリーム (15種 )

【第 ‖集】玄米焼きむすび、南瓜がゆ、ひえがゆ、大和、昆布のつくだ煮、油味噌、ごま
無双、吸物、野菜ら、くめ煮、野菜あんかけ、野菜水無し炊き、けんちん汁、そばずし、焼
きそば、サラセン・ クッキー (15種 )



*毎週開講しているリマ・ クッキングアカデ ミーの内容を、遠方の方または毎週通えない方のた

めに開催する濃密な講座です。 2日 間に4実習と「質疑応答」があります。

*免状/こ の集中講座を 3回受講すると「初級」免状を申請することができます。さらに4回受

講すると「中級」免状の中請資格が得 られます。毎週の料理教室を受講されている方でも、こ

の講座を受講すれば 4週分の受講と同 じ扱いとなります。

*日 時/1990年 3月 31日 (土 )午後 1時～ 4月 1日 (日 )午後 3時  1泊 2日 (通いも可 )

*会場/日本 CI協会会館 3階料理教室 (〒 151渋谷区大山町H5803-4697631)
(新宿から小田急線各駅停車 5つ 目 東北沢駅から2分 )

*入学金/リ マ・ クッキングアカデ ミーの入学金として5,150円 (納入済みの方は不要 )

*受講料/下の「申込書」の欄を参照。 *申込み方法/「申込書」に言己入し現金書留で送るか直

接、事務局に持参 して下さい。 *締切り/3月 27日 (火 )午後 5時

*取消 し/締切りの日時までの取消しは、手数料2,000円 を差引いて返還。それ以後は運営上、半

額差 し引いて返還 します。(事前に申込まずに出席希望の方は1,000円 割増 しを中し受けます)

*持参品/筆記用具、エプロン、スカーフ (頭にかぶるもの)、 容器 (料理の一部を持ち帰る方)、

寝間着 (会館に宿泊する方)

● 3月 31日 (土 )午後 1時～ 1時 30分 受付 ◆ 1時 30分 ～4時 30分「料理実習 |」 (講師/桜沢里

真)◆ 6時～8時 30分「料理実習‖」 (講 師/吉成知江子)● 4月 1日 (日 )午前 6時～ 7時 起

床、清掃、体操、歌 ◆ 7時～9時 30分「料理実習Ⅲ」 (講師/吉成知江子)◆ 10時 30分 ～li時 30分

「質疑応答」(講師/桜沢里真)◆ 12時～午後 3時「料理実習Ⅳ」(講師/桜沢里真 )

※担当の講師が変更になる場合があります。

※講習費には消費税相当額が含まれています。■ 次回は6月 9日 ～10日 の予定です。

・
90「

::T;71;;・ ;カデミー集 中 料 理 講 座 申込 書

グ71タタ≠|ンクア″六 ■

集 中料理 1講1座

01.「通い」で受講します。

(17.510円 )

ふリカ(な

氏

名

住 (〒

所

自宅電話

贅雰       ―

日 本 CI

02.会館に宿泊 します。

(19,570円 )

部分参加(講習 1,U,Ⅲ ,Ⅳ )

1,IV/各 5,150円、Ⅱ,皿 /各 3,605円 )

1.正会員(の家族)です。No.(   )
2.誌友(の家族 )です。

3.新規に入会 します。

●入学金(5,150円 )を

納入します/納入済み

勤務先電話

籠雲      ―     ―

*集中料理講座( 年 月)を受講 しま

した。

03.

(

男 。女 (

明治・大正

昭和  年

)歳

月 日生

職 業

勤務先

協 会 御中

円を添えて申込みます

1990年   月  日



●講習の献立は「学習ノー

◇ 1990年 春 期

● リ マ ‐ ク ッ

卜」を参照してください。

(第 56回 )

キ ン グ

・

ア カ デ

｀

ミ ー 初級 。中上級師範科 申
=´
へ 嘔貯

○料理教室に新規入学します。○継続して受講/前回のコース名( )
1.初級 2.中 級 3.上級 の免状を取得しました。 (○印をつけて下さい)

●受講希望 クラス

A・ BoC・ D

男 。女 (

明治 。大正

昭和  年 月 日生

)歳 1.正会員(の家族 )で す。No.(   )
2.誌友(の家族 )で す。

3.新規に入会 します。

氏

名

一Ｔ住

所

) ●入学金(5,150円 )を

納入します/納入済み

自宅電話

な

職 業

勤務先

勤務先電話

奮    ―

日 本 C l 協 会 御中

円を添えて申込みます

月年 日

*集 中料理講座( 年 月    )を 受講 しま した。

*保育を希望 します。 ( 歳 男女、 歳 男女 )

-3-



マ・クツキング/7カデミー
校 長 /桜 沢 里 真 (日 本CI船 会励

玄米や穀物類、味わい深い季節の野菜、海草、豆類な

ど大自然の幸を生命の糧として頂く、健康と幸福の料理

を学びましょう。マクロビオティック料理は、化学的に

汚されない新鮮な材料を、精自せず、純正な調味料 (天

然醸造の味噌、醤油、自然塩、ゴマ油、ナタネ油など)

で調理 し、砂糖類や化学調味料はいっさい用いません。

マクロビオティックを世界に広めた桜沢如一先生は「台

所は生命の薬局」と言われました。さあ、あなたも「生

命の薬局長」になってください !

●初級コース/玄米の炊き方からマクロビオティック料

理の基礎を研修。●中上級師範科コース/初級修了の方

を対象に、さらに応用的な各種、季節の献立を研修。

●免状/各 コースの規定の回数出席し、期末の修了試作

会に作品を出品し試験に合格 し、規定の免状料を納入さ

れた方に免状を授与。●受講には日本C:協会の正会員

(年 12,360円 =拠み)、 または「誌友」(年 5,150円 =腱み)、

あるいは法人会員になることが必要です。

●昼の音Бは 1歳以上の歩けるお子様を対象に「保育」が

あります (有料)。 お子様連れの受講はご遠慮下さい。

●エプロン、スカーフなど持参品や詳細は係に問合せ。

●いったん納入された受講料などは返却できません。

●受付けを締切っていないクラスは途中入学できます。

●「集中料理講座」の受講は4週受講と同 じ扱いです。

※初参加の方は初級コースから受講 して下さい。

時   間  割 授   業  料

コース 曜 クラス 時 間 講  師 授 業 日 入学金 ―括納入 月ぎめの分納 一回受講

中

上

級

師

範

科

火

A

１

～

４

沢

真

桜

里

４
月

３

１０
⑮

３

月

６

１３

　

２７

２

月

６

１３

２０

２７

１

月

２３

３０

5,150円

33,372F]

1月  6,180円
2月 12,360円

3月  9,270円
4月  9,270円

3,605円

B

８

　

　

０

津

子

浮

宏

初

　

級

　

科

水

C

１

～

４

吉 成

知江子

1234
月 月 月 月

24774
31 14 14 11

21 ⑮
28 28

27,810F弓

1月  5,150円
2月 10,300円

3月  7,725円
4月  7,725円

3,090F弓

D

18:00

S

20:30

植 田

冨 く子

● 当は変更になることがあります。●4月 15日 は です。●金額は消費税込みです

-2-



至
小
田
原

■毎木曜日は休館です。

(1階の食品店は、木躍と行事のない祝日が定休日)

日 本 CI協 会
〒151東京都渋谷区大山町ll-5

0会員でなくても参加歓迎です     ● 03・ 469・ 7631 ft,

0録書はご遠慮ください。  小田急線 。東北沢駅下車2分
小田急線

(各駅停車)

◆3月

3日 (土 )● 1時 30分～4日 (日 )耕 30分 正食医学講座⑤

4日 (日 )● 餅30分～研30分 正宗太極拳教室

5日 (月 )● 絣半～鉗半詩吟教室(伊森神東)

6日 (火 )● 午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミー中

止級師範科(毎週火曜)● 研～4時3"マクロピオティッ

ク・ヨガ(三好暁 )● 訪～4時 マクロピオティック生活相談

(加藤大季)

7日 (水 )● 午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミー1初

級科(毎週水曜 )● 訪～5時 マクロピオティックヘの入門

講座(加藤大季 )● 研～6時 マクロピオティリク生活相談

(加藤大季)

10日 (土 )● 午前11時～正食相談(大森英桜)01時～4時

おべんとう作り講習会(大森―慧)● 研30分～鵬30分

マクロピオティック子育て・家庭相談 (大森―慧)

●月例会(3月 は休み)

10日 (土 )● 3時～911～ 11日 (日 )● 午前7時～3時 30分 人体の

修理法 続編(大森英桜)

13日 (火 )● 3時～鋤マクロピオディックのお話0試食(加藤

大季 )前 日までに要予約●騎～6時 マクロピオティック

生活相談(加藤大季 )

14日 (水 )● 鵬～餅 マクロピオティック生活相談(加藤大季 )

16日 (金 )● 午前11時～211マ クロピオティック生活実践講座(大

森一慧)● 鋤30分～31130分 マクロピオティック子育て。家

庭相談 (大森―慧 )

17日 (土 )● 1時～4時 おそうざい料理講習会(吉成知

江子)3,200円 要予約

18日 (日 )●揃 10時 30分～31130分 食養料理技法講座

(松本光司)● 訪30分～5時3"正宗太極拳教室

21日 (水・祝)● 鋤～5時 丸山博先生傘寿祝賀会

23日 (金 )● 午前11時～正食相談(大森英桜 )個人相談

27日 (火 )● 訪～嶋 マクロピオティック生活相談(加藤大季 )

28日 (水 )● 鉗～5時 家庭の手当法(加藤大季 )前 日

までに要予約●鉗～4時 マクロピオティック生活相談

(加藤大季 )

31日 (1)～ 4月 1日 (日 )● 集中料理講座 男Jペ ージ

参照

◆ 4月麟機懸糠爾機麟麟轟爾購雛覇鐵難欝機難難

1日 (日 )● 耕30分～防30分 正宗太極拳教室

4日 (水 )● 鋤～研 マク0ピオティックヘの入門講座 (加藤 1

大季 )

10日 (火 )● 311～鶴 マクロピオティックのお話・試食(加藤大

季 )前 日までに要予約

14日 (土 )● 午前11時～正食相談(大森英桜 )● 1時～4時 1

おべんとう作lJ3習会(大森一慧)● 4時30分～5時3"

マクロピオティック子育て0家庭相談 (大森―慧 )

●6時～鉗 30分 月例会 (大森英桜 )

20日 (金 )●午前11時～鶴 マクロピオティック生活実践講座(大

森―慧 )● 21130分 ～鋤 30分 マクDビオティック子育て・家

庭相談 (大森―慧 )

22日 (日 )● 鉗30分～騎30分 正宗太極拳教室(大友映

男)

28日 (土 )01時～29日 (日 )1時 正食医学講座 0別科 望

診法特集(大森英桜 )

29日 (日 )● 3時3"～ 30日 (月・祝)3時 姓名学講座実際編

(大森英桜 )



■
東
北
沢
店
の
体
業
日
は
毎
週
木
曜
日
で
す
。
土
曜

。
日
曜
は
営
業
。
（営
業
時
間
は
１０
時
半
～
１８
時
半
）

芦 T啜

「

 ① 亀

ウトネれは、‖召和2311に M.I.(CIの由1身 )fヽ理部として倉J業 し、日Fl和 41111に 日本CI
協会代理部より独 立して会社設 立以来、今博|を もちまして20川 liを 迎えました、この

間、 ‐貫して健康と幸11への道マクロビオテ ィック食品の開発、17及 に徹 し、1可 内は

もとより世界中の方々から評価 をいただけるようになりましたことは、ひとえに皆様

方の深いご理解、ご支援があればこそと心から御礼中し llげ ます.つ きましては、20

周年を記念いたしまして、下記のとおり謝恩セールを行います=ご来 11、 ご注文を社

員一同、心よりお待ち申 し上げております。

,    東北沢店 3月 9日 0～ 11日 (日)1割 引
'     通信販売 3月 5日 (月 卜 10日 田  1害J引

――玄米、書籍等の特殊商品は除 く――

※通信販売によるご注文は期間中に専用の「ご注文シー トJが到着

した場合に割引きさせていただきます。 (10日 の消印まで有効)

おすすめ商品
●ハーレーⅡ (浄水器 ) 1281000円

従来のカー トリッジ交換式の浄水器は活

性炭が有1年物質をためてしまうので能力

がどんどん落ちてしまいましたが、ハー

レーⅡは独特のバックウォッシングシス

テムにより活性炭を1与 生 し、新占11同 様の

浄水能ノ」を 711以 llも 保ち続けます。バ

ックウォッシングの操作はいたって簡単、

湯わか し器のお湯を逆流 させるだけでカ

ー トリッジ交換と同 じ効果が得 られるの

です。

く変更商品 >
●たんぽぽコーヒー (粒)1200-1300円 %～
●タンポポ100 1700→ 1800円 %～

無農業本ヽ1喜 1511以 11、 人H乾燥の自然農法

産ササニシキ玄米・籾米を毎|!配送いたし

ます。中込み書は本社カムカムクラブ係宛

ご
`清
求 ドさい. 予約締切は3月 20Hです。

茨城産.:不作のため容 :It、 価格と

更させていただきます .

く再入荷商品〉

●国産黒胡麻

●寒漬大根

玄米食に欠く

あんです J llll

●紅玉ねり梅

1009 350F月

もに変

2009  500F弓

ことのできない陽性なたく

|1産 ,

●たんぽぽゴールド  1900→ 2000円 %～

カムカムクラブ       ジ

無農薬玄米の年間予約募集

2509 720F]

「 をベ自然海塩 “海の精
¨

ftt用 の糸EI梅
―ストにしたものですご

●銀葉藻 (ホ ンダワラ)  709  280円
新潟県14i渡 産じ風味の良い海藻です。油

炒め、煮つけ、味噌汁、酢のものに.

●天然凍 りとうふ 4空気   380F弓

国産丸大豆と海の精ニガリで トーフを作

り、辱外で凍らせて自然乾燥 した 1ケ なが

らの凍りどうお、です.限定「:島 .

く醤油の発送について>
通信H反売での構油18′のご注文は輸送中

の破損を1坊 ぐため、できるだけ6本 単位

でお願いいたします
=

くスタッフ募集 4′ 男女正社員、パー ト>
21世 紀の17d康 とヤ福なマクロビオティック

社会建設をめざして共に働く||:間 を求め

ξいます ,詳 しくは本社総務部イと
'「

まで(,



MACROB10TIC FOODS

05監霜逃昌水道水を飲みつづ1協ことは
・ゆ
っ
く
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う
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人
間
の
身
体
の
７０
％
は
水
分
、
な
ん
だ

一̈』一勁̈
沖一̈
一一̈
「̈
一一　一̈
¨

りだ咄口下工水規【却鉤嘱詢帰“脚神掛　二Ｆ一

全岬動雌雄』凍高い碩嘲蹴い、ド慢　」理事

効趙畑鷹しヽ等組‐ナし、日．画群鋤極恒設精　一な一

なくっちや水が飲めなくなっちＦつ^）̈
ウ√

ツリト

一
鴫

米国環境保護局に、家庭卓 11タ イプ

としてN01のデータを誇り、登録されて

いまtさらに、うるさtヽことで有名な米「ll

i獅 ::F:テ スト誌のテストイiFl全 部につい

て、最優秀の認定をもらった口|[‐の浄

水器です.これがハーレーII.と にかく

水に含まれるゴミ、異物、異史、化学物

『 iはほぼ完全にりI(´ ,て しまう.,しかし、健

Lkに 必要なミオ、ラレは残す,そ して、使い

はじめの高い除去能ノ」が711以 Lも

続くとにヽうこれで決まりですね(=

除

去
■

一％

）

か ジヽと使える浄水器
ないよ電

それがあつたんで丸 夢の

浄水器ハーレーI。

これからその優れた特
′‖:を

ご紹介∝ みましょう。

ふつうの浄水器は汚れをためてしまう

ので能力がどんどん落ちる。そこでカー

トリッジを交換する。ハーレーにはその

カートリッジ交換がないんですねc

その代わり独特のバックウォッシング

といって、お湯を逆流させるんで丸 する

と、内部は減菌洗浄されて、新品同様

となり、高い浄水能力を保つとにヽうわけ。

そオt力 '711以 11も 続く。
｀
14イI'に  ^llllσ)

カートリッジ交換がない力ち経済的で

すよっ

:雰辟 i講×293mm¥728,000

トリハ ロ メ タ ンの 除 去 率

本社 (注文先 )

東京都板橋区小茂根54
〒173803-958-7112

東北沢店 (売店 )

オ
~サ

ワ ジ 17/ゞ ン 株 式 会 社 東京都渋谷区大山町 115
〒 151a03-465-5021


